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　肩をいからせ自室に戻り、エリカはさっそく机に向かった。

「腹立つ、腹立つ、腹立つ～！　絶ぜつ対たいにナイセル氏を先に見つけ出して、あの男の鼻を明かしてやる!!」

　ナイセル氏捜そう索さくのための作戦を立てるべく、勢いよくノートを広げペンを握にぎったが、エリカの動きはそこで止まってしまった。

　ナイセル氏は元家庭教師、夫人とは恋愛結婚。

　何とかそれだけ書いてはみたものの、エリカが知るナイセル氏に関する情報はあまりにも少ない。

「そういえば……私、ナイセル夫人のことも顔と名前しか知らない」

　エリカは呆ぼう然ぜんとつぶやき、自分の後先を考えない勢いに愕がく然ぜんとなる。我が事とはいえ、あまりにも無む謀ぼうな言動に改めて頭を抱かかえた。

　とにかく反はん省せいの意を込めて、失敗を取り戻すべく前進を試みる。まずはナイセル夫妻について調べる、そうノートに書いてエリカは情報を持っていそうな人物をピックアップしてみた。──といっても、エリカがガーデンベルグで知っている人物などたかが知れている。書き出すまでもない少数の名前をあえて書き、エリカは大きな溜ため息いきをついた。




　五番街にある宝石商キャラハン商会はエリカの予想に反し、宝石の並ぶ店構えではなく、豪ごう奢しやではあるがごく普通の館だった。

　店てん舗ぽ部分は品のいいサロンのような応おう接せつ室しつがいくつかあるだけで、宝石や貴金属は一つも置いていない。

　だが、確かに玄げん関かん先には「宝石商」の看かん板ばんが掲かかげられていた。エリカは首を傾かしげながらも使用人に案内され、居住区へと通される。

　突とつ然ぜん訪ねてきたエリカにヴェロニカは驚おどろいた素そ振ぶりも見せず、満面の笑みで迎え入れてくれた。

「どうしたのぉ。夜会用のジュエリーでも見に来たの？　それともアシュリー様の新情報？　私はそっちの方が嬉うれしいんだけどぉ」

　宝石商の娘とは思えないセリフで歓かん迎げいすると、ヴェロニカは自室にエリカを案内し自らお茶とお菓か子しを振ふる舞まう。以前のヴェロニカの言葉どおり、部屋は店舗部分の応接室に比べ質しつ素そで飾り気のない、エリカにとっては落ち着ける雰ふん囲い気きの部屋だった。

「いきなり来てごめんね、ヴェロニカさんに聞きたいこといろいろあって……ナイセル夫人って知ってる？」

　不ふ思し議ぎそうに首を傾げるヴェロニカにエリカは単たん刀とう直ちよく入にゆうにナイセル夫妻の事を尋たずねた。質問の不ふ可か解かいさにヴェロニカは少々訝いぶかしげな顔をしたが、すぐに元の人ひと懐なつっこい表情に戻り口を開く。

「そうねぇ、イライサ様のご実家のカッセルズ伯はく爵しやく家けは昔からのお得意様だから。でも、イライサ様ご本人は結婚されてからウチのお店に寄られなくなって……。それも十年も前のことだから私もよくは知らないの。──まぁ、随ずい分ぶんご苦労なさってるって、ウチの母さんたちは言ってるわぁ」

　そこまで語り、ヴェロニカは「ここだけの話だけどぉ」と前置きをした。

　ヴェロニカの目が生き生きと輝かがやきだす。女子がそんな前置きをして目を輝かせたら、必ずゴシップを聞かせてくれる。エリカは身を乗り出し頷うなずいた。

「知ってるかもしれないけど、イライサ様の旦だん那な様さまって元家庭教師で二人は大恋愛の末駆かけ落ちして結婚されたのよぉ。十年くらい前のことなんだけど、当時社交界は大騒ぎだったらしいわ。カッセルズ伯爵令れい嬢じようのイライサ様といったら才さい色しよく兼けん備びで社交界の花なんて言われてたぐらいだから、がっかりした紳しん士しもたくさんいたそうよ。──で、そんな結婚されたけどあまりお幸せではなかったみたい。そりゃそうよねぇ、伯爵令嬢が家庭教師の妻なんて苦労するに決まってるもの。いつも生活に困こまってお父様のカッセルズ伯爵に頭下げて支し援えんしてもらってたそうよ」

　そこまで聞いてエリカは、ナイセル夫人の病人のような顔色を思い出していた。

「旦那様も頑がん張ばって事業とかされてたみたいだけど、向いてなかったっていうかぁ……とうとう旦那様の方が家出しちゃったんだって！　イライサ様も方ほう々ぼう旦那様を捜してるんだけど、全然見つからないそうよぉ。おかわいそうにね」

『いつも素直に、意地なんて張らず心のままにあのひとになんでも話していたら、あの人はもっと私のこと信じてくれたのかしら？』

　そう言ったナイセル夫人の苦しげな声が耳によみがえる。

　──逃げるにしたって、どうして一人で逃げるのよ。せめて奥さん連れて逃げるとか……せっかく愛し合って夫婦になったのに、なんで奥さん裏切るのよ！

　エリカは唇くちびるを嚙かみ締しめ、ナイセル氏の不ふ実じつに憤いきどおった。ヴェロニカはそんなエリカの顔を見ると少し意い地じ悪わるな笑みを浮かべる。

「それで、かつてイライサ様に憧あこがれてた紳士たちは大騒ぎらしいわ。旦那様の家出に傷ついたイライサ様を慰なぐさめようと、こぞってお宅を訪ねてるそうよぅ。まだ独身の何人かは、結構本気で求婚もしてるって」

　ヴェロニカの言葉にエリカは思わず眉まゆを寄せる。

「……人の不幸につけ入るみたいで、嫌いやな感じね。それに、求婚って……離婚もしてないのに気が早すぎるんじゃない」

「大丈夫よぅ、失しつ踪そうして五年経たったら死亡って扱いになるんだもの。死別ならすぐにでも再婚できるから。それに十年以上も片想いされるなんて、情熱的で素す敵てきじゃない？　私だったら、家出して帰ってこない旦那よりも、長く想ってくれている情熱的な男性の方が断だん然ぜんいいわぁ」

　不ふ謹きん慎しんな発言に顔を顰しかめると、ヴェロニカはスコーンを頰ほお張ばり意味ありげに微笑ほほえむ。

「なになに、エリカは心変わりは許せないタイプぅ？　お子様ねぇ。私みたいに十八にもなるとぉ、そういう大人の恋がわかってくるっていうかぁ～。やっぱりぃ、女は愛するより愛される方がいいっていうかぁ～」

「十八って、一つしか違わないじゃない。……それが大人の事情なのかもしれないけど……ナイセル夫人はそんな人には見えなかったわ。ご主人のこと、本当に心配してたし愛してるって感じだったから」

　エリカの力ない反論にヴェロニカはおかしそうに笑い、再びスコーンをかじった。

「それこそ、わかんないよぉ？　人の心は変わるもの。自分を裏切った夫より誠せい実じつな求婚者を選ぶ方が私は健けん全ぜんだと思うわぁ」

　大人っぽく笑うヴェロニカに倣ならい、エリカもスコーンを一口かじった。スコーンに入ったレモンピールがひどく苦く感じる。

「……そうかもしれないけど、でも……変わらない気持ちも、あると思うの」

　エリカは小さな声でつぶやく。少なくとも自分はそう思いたい。ナイセル夫人の愛を語る柔やわらかな声が、移ろいやすいものだとは思いたくなかった。

「それよりもぉ、エリカは『岸きし辺べの恋人』の新刊読んだ？　今回も本当に泣けるのよぉ～」

　噂うわさ話ばなしに飽きた様子のヴェロニカは最近読んだという話題の恋愛小説の話を始めた。読んだことのない小説の話にエリカが相あい槌づちをうちながら聞いていると、ヴェロニカは突然何かを思いついたように手を打った。

「そうよ、エリカ、直接聞けばいいのよ！」

　唐とう突とつなヴェロニカの発言にエリカは口にスコーンを押し込んだまま、ぼんやりと彼女の顔を見ていた。

「……えっ？　何が？」

「だからぁ～、直接聞いちゃえばいいのよ！」

　スコーンを紅茶で流し込み、ようやくエリカが返事をするとヴェロニカはもう一度言う。

　ますます意味がわからずエリカは首を傾げ、またスコーンをかじる。それを見たヴェロニカは肩を竦すくめ笑った。

「エリカはナイセル夫人について知りたいのでしょ？　だったら本人に直接聞いちゃえばいいじゃない！　『アナタ、本当は旦那様と別れて再婚したいんじゃないの!?』って……」

「～～～フゴッ！」

　あまりにも荒っぽい提てい案あんにエリカはスコーンを喉のどに詰つまらせた。むせながら非難がましくヴェロニカを見ると、彼女は笑いながらクッキーをかじった。

「さっき話してた小説の中でも、恋こい敵がたきがヒロインのところに直接乗り込んできて『アナタ、何の目的で王子様に近づいたの!?』って、対決するシーンがあったのよぉ。それみたいに、直接お宅に行って聞くのよ！」

「……そんな失礼なことできるわけないでしょ……」

　呆あきれ顔でヴェロニカの提案をバッサリ切り捨て、エリカは紅茶を飲みなおす。

　すげない却きやつ下かにもヴェロニカはめげることなく、提案を続ける。

「でもねぇ、私が知ってることなんて、みんな『噂話』だもの。噂なんて面おも白しろおかしく尾ヒレがついているものじゃない？　本当かどうかなんてわからないわ。だったら本人に尋ねた方が早いわよ」

　ある意味とても真まっ当とうなヴェロニカの意見に、エリカは眉を曇くもらせた。

「だけど……。本人だって本当のこと言ってるとは限らないじゃない……」

　そう答えるエリカの頭の中には、アシュリーの顔がちらついた。彼はエリカに噓をついていた。最初から騙だますつもりで真実を捻ねじ曲まげ語っていたのだ。

　エリカは少し俯うつむきカップに残った紅茶を見つめる。カップの底に沈しずむ僅わずかな茶ちや屑くずは何かの形に見える、何の形かは思い浮かばなかったが、それに意味を見み出いだそうとした。

「……きっと、それが一番いいと思うの。でも……」

　エリカの不安そうな声にヴェロニカはくすりと小さく笑った。

「『でも』噓をつかれたらどうしよう、ってコト？　──噓でもいいじゃない」

　意味がわからずヴェロニカの顔を見上げると、彼女はひどく大人びた顔で微笑んでいた。

「理由がなきゃ、人は噓なんかつかないわぁ。イライサ様が噓をついたなら、それは噓をつく理由が何かあるってこと。それがわかるじゃない」

　陽気なお嬢様の仮か面めんの下から計算高い商人の顔がのぞく。

「本当のことって、そうやって調べるのよぉ？」

　ヴェロニカの微笑みに気け圧おされ、エリカは「でも」とは言えず、こくりと頷いた。
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　ヴェロニカに握らされたメモには、ナイセル夫人の住所が書かれていた。

　エリカはこれからどうするべきか迷いながら、そして道にも迷いながら、トボトボと通りを歩き、ついにナイセル夫人の屋や敷しきの近所までたどり着いてしまった。

「……いきなり訪ねて、直接対決って……ヒロインをいじめる意地悪な恋敵がすることなのよね……そりゃそうよね、まともな人は親しくもない方のお宅に突撃なんてしないもの……」

　エリカは門の陰に隠かくれ、元伯爵令嬢が住むにはこぢんまりとした、しかし一般人から見れば大きな屋敷の様子を窺うかがう。行くべきか行かざるべきかを悩んでいると、玄関先に立っていた使用人らしき男がエリカに気づき声をかけてきた。

「こんにちは、お嬢さん。何か御用ですか？」

　柔にゆう和わな顔をした背の高い金髪の男は見るからに怪あやしい様子のエリカを訝しむ様子もなく、優しく挨あい拶さつをする。

「こ！　こんにちはっ！　あのっ、その、私は……その、イライサ様に、その！」

　急なことにエリカは驚き、あわあわと意味のない言葉を繰り返す。男は要よう領りようを得えないエリカの言葉にも穏おだやかに笑った。

「あぁ、わざわざ訪ねてきてくれたのですね。彼女なら裏庭にいますよ、ご案内します」

　彼はそう言うと、そのままエリカを裏庭に案内した。

「あの、私、その！　怪しいものでは！」

　何とかここに来た理由をエリカは説明しようとしたが挙きよ動どう不ふ審しんなだけだった。それでも彼は気にした素振りもなく静かに進む。生いけ垣がきと屋敷の間を通り抜け、日あたりの悪い小さな裏庭に着いた。

「ずっと落ち込んでいますから……あなたと話せば、少しは気が晴れるでしょう」

　彼は柔らかな声で独ひとり言ごとのように呟き、まだ落ち着かないエリカに振り返った。

「とても繊せん細さいで臆おく病びような、……小鳥のような人なのです。だから──どうか、力になってやってください」

　彼は少し悲しげな顔でそう言うと、エリカの返事を待たずそのまま玄関の方へと戻っていった。

「あ、ありがとうございます？」

　彼の後ろ姿を見送り、エリカは慌あわてて礼を言う。

　──あの人、執しつ事じさんかしら？　私みたいな見るからに怪しいのを簡かん単たんに通しちゃってよかったのかな？

　そのガードの甘さで裏庭まで潜もぐり込めたことも忘れ、エリカはナイセル家の防犯態勢について気を揉もんだ。

　エリカの心配をよそに、裏庭はいたって静かで平へい穏おんそのものだった。

　日陰の小さな裏庭では、こんもりと繁しげる半なかば雑ざつ草そうと化したハーブの前にイライサがいた。彼女はしゃがみ込み、何やらひどく思い詰めた顔をして緑の葉を見ていた。

　暗い表情でセージの葉を摘つみ、大きな溜息をつく。そんなイライサの姿にエリカは自分の状況も忘れ、反射的に声をかけた。

「こんにちはっ！　何かお困り事ですか？」

　困っている人には手を差し伸のべる。教会育ちのエリカにとっては当たり前で、脊せき髄ずい反はん射しやにも似た反応だった。

　いきなり声をかけられたイライサは、小さな悲鳴をあげ非常に驚いた表情で振り向いた。彼女の怯おびえた様子を見て、エリカは自分の無礼さを深く後こう悔かいする。しかし、イライサが取り乱したのは一いつ瞬しゆんで、すぐに姿勢を正し笑顔を作った。

「あなた……ゲティングズ様のところのエリカさん？　どうしてここに」

　さすがは本物の淑しゆく女じよだけあり、あからさまに不ふ審しんなエリカを咎とがめることなく穏やかに尋ねた。

「えっと……その、ですねぇ。近くまで来て……その、ご挨拶にでも、と、思いまして……」

　イライサの美しい微笑みに、エリカは冷や汗をかきながら「直接対決」を別表現にして説明する。

「まぁ、それは……わざわざ、ありがとうございます」

　エリカのしどろもどろな言葉にもイライサは柔らかく笑い、少し首を傾げただけだった。

　微妙な空気を払ふつ拭しよくすべく、エリカは背筋を正し先ほどの「奉ほう仕し」の続きをする。

「先ほどはいきなり声をかけてごめんなさい。とてもお困りのように見えたので、つい……。なにか私に手助けできることがあれば仰おつしやってください」

　シスター見習いをしていた頃のようにエリカがもう一度声をかけると、イライサは少し躊躇ためらうように目を泳がせ、そうして苦笑いを浮かべた。

「……ハーブティーを淹いれようと思いまして……でも、どれが何の草だか判わからなくて」

　恥はずかしそうに口を開くイライサの手には、ローズマリーやレモンバームに混じり、クリスマスローズの葉が握られていた。

「わわわわ！　クリスマスローズはダメです！　それは毒です、口に入れたらいけません！」

　エリカは慌ててイライサの手からクリスマスローズを奪うばい、ほっと息をつく。

「まぁ、そうでしたの。……エリカさんが来てくださってよかったわ」

　おっとりと笑うイライサにエリカは引きつった笑みを浮かべ、改めて手助けを申し出た。

「よろしければ、お手伝いしますよ。私、植物の研究をしていますので、ハーブにも詳しいですよ」

　エリカの飾かざらない笑顔に、イライサはようやく頷いた。

「ありがとうございます。それではお願いしてもいいかしら」

　イライサからやんわりとした拒きよ絶ぜつの空気が消えたことに安あん堵どする。エリカはもう一度笑うと草むらにしゃがみ込み、さっそくハーブの選定に入った。




　顔色の悪いイライサを思い、エリカはローズマリーとミントを選んだ。台所を借り湯を沸わかし、野菜かごにあった生しよう姜がを少し拝はい借しやくして刻きざみ、ハーブと共にティーポットに入れた。

　手て際ぎわよく動くエリカを、イライサは感心した様子で眺ながめていた。

　あっという間に用意ができたティーポットに、エリカはハチミツを少し落としてから湯を注そそぎ完成させる。

「イライサ様、お茶の支し度たくができましたよ。どちらに運びましょう？」

　エリカの声にイライサは嬉しそうに笑い、「こちらよ」と応接室に案内した。

　侘わびしい印象の部屋のテーブルにカップを並べお茶を注ぐと、爽さわやかな香りが広がった。イライサは目を細めカップから立ち上る香こう気きに、ほうっと息を吐いた。

「……いい香り、すごく落ち着く」

　独り言のようにつぶやき、目を閉じハーブティーを飲んだ。

「とっても美お味いしい……それになんだか躰からだも温まるわ」

　イライサの頰に赤みがさし、それを見たエリカも安心し微笑んだ。

「ミントには鎮ちん静せい、ローズマリーと生姜には血行をよくする働きがあるんですよ。イライサ様、お顔の色が優すぐれなかったから、貧ひん血けつ気ぎ味みか冷え性なのかしら、と思いまして……」

　エリカの説明にイライサは僅かに驚いた顔をする。

「そんなふうに見えましたのね、お恥ずかしいわ。……でも、当たり、よ。この頃ずっと冷え性で……困っておりましたの」

　沈んだ声の答えに、エリカは表情を曇らせた。

「悩み事があると血行が悪くなるって、私を育てくださった司し祭さい様は仰ってました……だから」

　それから先の言葉を探し黙ってしまったエリカにイライサは小さく笑う。

「確かにそうね、いつも朗ほがらかに笑ってる人の頰は綺き麗れいな薔ば薇ら色、思い悩んでいる人の頰は青いわ。……今の私の頰も、赤くはないわね」

　イライサは自じ嘲ちよう気味に笑い、気まずく俯いてしまったエリカに弁解した。

「いいのよ、お気になさらないで、本当のことだもの。……人の躰って不思議ね、嬉しい時は内側から温まって、悲しいと内側から冷えていくの」

　彼女の声はやけに明るく、胸の内に潜ひそむ隠しようのない暗さが悲しみを際立たせている。

　繊細な小鳥のような人、その言葉を思い出し、エリカは顔を上げイライサを改めて見てみる。無理に笑う彼女の瞳は小鳥のように黒目がちで、ゆらゆらと頼りなく揺ゆれていた。

　エリカは彼女の傷ついた目からすっと目をそらし、なんと声をかけるべきか懸けん命めいに考えていた。

　しばらく、二人の間に沈ちん黙もくが流れる。この沈黙をどうにかしないと──焦あせるエリカに意外な助け舟がきた。

　玄関の呼よび鈴りんが鳴らされ、強制的に沈黙は破られる。

　涼やかなベルの音にイライサはビクリと肩を震ふるわせ、僅かに怯えた目で玄関ホールの方向を見た。

「あら？　お客様かしら」

　声だけは穏やかにそう言うと、イライサは立ち上がる。

「少し失礼いたしますね」

　イライサは自ら玄関に行き対応するようだ。来客の対応は使用人の仕事で、主人自らが行うものではない。使用人はどうしたのだろうか？　エリカは首を傾げた。

　イライサの住んでいる屋敷は比ひ較かく的てき裕福な人々が暮らす高級住宅街に位置し、彼女自身も「元」とはいえ伯爵令嬢だ。そんなイライサが誰だれともわからぬ来客を自ら出迎えるとは、いささか無用心すぎる。

　少々不思議に思いながらもエリカはイライサを見送り、一人残された応接室の様子をぼんやりと眺めた。

　壁紙や窓の装飾など建たて物もの自体はいかにも高そうな印象を受けるのに、部屋の中に置かれたインテリアは些いささか侘しい。テーブルやソファーはあまり上質なものとは言えず、手入れも行き届いていない。

　部屋とのバランスの悪いインテリアを見つめ、エリカはこの応接室には物が少ないことに気づいた。

　退たい色しよくし座ざ面めんが擦すり切れそうな布張りソファーと、細かい傷の目立つテーブル。申し訳程度の古びたキャビネットの他には何もなかった。

　絵かい画がや骨こつ董とう、飾り棚だな。その家の余よ裕ゆうの度合いを表す美術品や調度品、そういった類たぐいは何もなく、壁には絵画が飾ってあった名残なごりであろうか、四角い日焼けの跡あとがやけに目立つ。

『結婚されたけどあまりお幸せではなかったみたい』

　ヴェロニカの言葉を思い出し、エリカは目を伏せた。

　かつてここには、この部屋にふさわしい高価なインテリアが並んでいたのだろう。

　そんなことを考えていると、エリカはイライサのことが心配になってきた。

　苦労を知らなかっただろう彼女が、夫の失踪という不安を抱えながら裕福とは言えない生活をしている。きっと毎日心細く、辛つらいことだろう──エリカは胸が痛くなった。

　アシュリーならば「迷めい惑わくなお節せつ介かい」と評する、エリカの親切心に火がつく。

「こうしちゃいられないわ。イライサ様をお助けしなくっちゃ！」

　エリカは勢いよく立ち上がると、イライサのいる玄関ホールに足早に向かった。




「困ります」

　エリカが玄関ホールに入る手前で、イライサの嫌けん悪おに満ちた声が聞こえてきた。エリカと話していた時とは別人のような硬かたい声に、エリカはとっさに息を殺し、様子を窺う。

　玄関にはイライサと客人が立っていた。四十手前ほどの男で冷たい印象だった。

　男は顔を強こわばらせるイライサなど気にする様子もなく、口元だけを歪ゆがませ低く笑った。

「お困りなのは重じゆう々じゆう承知ですよ、レディ。だから私は『お助けしたい』と申し上げているのです」

　彼は酷こく薄はくそうな薄い笑みを浮かべたまま一歩前に進み、イライサとの距離を縮ちぢめる。

　イライサは動かず、気き丈じような顔で男を見下ろす。

「使用人の奉ほう公こう先を紹介していただいたことは感謝しております。ですが、これ以上貴方あなたに助けていただくわけにもいきません。私のことを気にかけてくださって、ありがとうございます。しかし、あまりの干かん渉しようは迷惑です。どうか、ご遠えん慮りよくださいますよう」

　丁てい寧ねいな物言いで拒絶を表すと、イライサはすっと美しい礼をとった。

「お帰りください、ハリントン様。今日はご足労いただきありがとうございました」

　彼女は貴婦人然とした態度でハリントンに退出を求めた。

　ハリントンはイライサの取り付く島もない完全な拒絶にも動じることなく、笑みを深める。

「あぁ、貴方はあの頃と変わらず気高く美しい。だからこそ欲しくなる」

「──っ!!」

　低くささやくと、彼は怯えを見せたイライサの手を強ごう引いんに摑つかんだ。

　まずい。そう思った瞬間、エリカの躰は勝手に動きだす。

「奥様！　お茶が冷めてしまいますわよ!!」

　エリカはそう叫びながら二人の間に割り込み、ハリントンが驚き手を離した隙すきにイライサを守るように立ち塞ふさがり、彼を睨にらんだ。
















「ごめんなさい。今お茶会の最中ですの。招待されていない方はご遠慮くださいな！」

　大声でそう言って、エリカは玄関の扉とびらを指差した。

「あちらが出口ですわよ。さぁっ!!」

　小さく震えながらもエリカが睨んでいると、ハリントンはフッと笑いイライサを見た。

「……えらく可か愛わいらしい騎士ナイトですね。勇いさましい騎士の顔に免めんじて今日は引き揚げますよ」

　彼はそう言って笑いながら去っていった。

　ハリントンが出ていった瞬間、エリカは扉に飛びつき、急いで鍵かぎをかけた。

　ガチャンと鍵の落ちる音を聞くと、エリカは安堵でその場にしゃがみ込んだ。

　ふと気づくとイライサもしゃがみ込んでおり、二人は目を見合わせ、何となくおかしくて声を上げて笑った。

　しばらく笑った後イライサは立ち上がり、まだしゃがんだままのエリカに手を差し出した。

「さぁ、お茶会の続きをしましょ。お茶が冷めてしまうわ」




　二人は応接室に戻り、すっかり冷めてしまったハーブティーを飲んだ。黙ってお茶を飲みながら、エリカは先ほどの「ハリントン」という男のことを考えていた。

　彼はヴェロニカの話に出てきた「求婚者」の一人だろう。イライサは嫌きらっているようだったが、彼はそんなことなど気にもせず、むしろ愉たのしんでもいるようで……。

　黙り込んでお茶を飲むエリカを気き遣づかうように、イライサはゆっくりと口を開いた。

「……本当はね、とっても『お困り』なの」

　イライサの声にエリカが顔を上げると、彼女は眉を寄せ微笑んでいた。

「長く勤めていた住み込みのメイドを解かい雇こしたの。……ようやく紹介先が決まったから」

　そう言うとイライサは疲れた表情で息をつき、じっとティーカップを見つめた。

「私ってダメね。彼女がいなくなったら紅茶の缶の置き場所もわからなかったの。でもハーブが裏庭にあることは知っていたから……ハーブティーなら淹れられるって思ったけれど、毒草を摘んでいたなんて……私って本当にダメね」

「イライサ様……」

　イライサの悲しい声に、エリカもティーカップを見つめ薄緑の水すい色しよくを見つめた。

　彼女が長く勤めたメイドを解雇した理由は「お金」だろう。メイドが不ふ祥しよう事じを起こして解雇したのならば、次の職場の紹介などしない。メイドの事情での離り職しよくならば、次のメイドが入っているはずだ。つまりこの屋敷には住み込みのメイドを雇やとう財ざい力りよくがない、そういうことだ。

　お金がない──それはエリカもよく知っている困り事だ。

　お金がすべての問題を解決する、そんなことはエリカも思っていない。しかし、お金があれば大部分の問題は解決できる。お金さえあれば、イライサが紅茶の缶を探すことも、ハーブと間違えて毒草を摘むこともなかったであろう。

　エリカは先ほど会った背の高い使用人の男を思い出した。彼に頼れないものなのか──

「ハーブは間違えると危ないですから、他の使用人の方に頼まれた方が……」

　エリカが意見すると、イライサは少し目を伏ふせ言いづらそうに答えた。

「使用人は通いの者しかおりませんのよ。使用人のいない時間帯は、自分のことは自分でしなくてはいけないのに……お恥ずかしいことですわ」

　イライサはそう答えると、少しだけ頰を染め恥じた様子で俯いてしまった。

　その答えを聞き、エリカはもう一度イライサを見た。

　元伯爵令嬢の彼女に生活力があまりないことは説明されなくともわかる。そして、メイドを解雇してしまった彼女がこれから困難な状況に陥おちいることも。

　イライサの苦く境きようを考えるうちに、エリカには一つの妙みよう案あんが浮かんだ。善は急げとばかりに、意を決してイライサに提案する。

「イライサ様、私をここで働かせてください。私はつい最近までシスター見習いをしてて、孤児院の運営もお助けしてきました。家事全ぜん般ぱんは大体できます、ですから──」

　突然の申し出にイライサは目を見開き驚いた表情をしたが、そのまま眉を曇らせた。

「エリカさん、申し出は大変に嬉しいのですが、……とても言いにくいことですが、その、今我が家には、余裕が──」

「あの、わかってます。ですから、お給きゆう金きんは要いりません！」

　勢いよく言い切ると、イライサの顔色がさっと青くなった。エリカはそれを見て、しまったと口を押さえた。

　イライサは誇ほこり高い、正まさしく貴婦人なのだ。エリカのような顔見知り程てい度どの小娘に哀れまれるのは「恥はじ」と感じても仕方がない。エリカも孤児院育ちとして「哀れまれる」ことの屈くつ辱じよくはちゃんと知っていたのに、不用意な言葉で彼女を傷つけてしまった。

　エリカは慌てて補足説明をする。

「あの！　お給金は要らないって、そういう意味じゃなくてお給金の代わりに欲しい物があるから、私は働きたいと思っているのであって」

「……欲しいもの？」

　首を傾げるイライサにエリカは大きく頷いた。

「そうです。私は王都に来たばかりの孤児院育ちの元シスターですから、社交界の約束ごとや振る舞いなどのマナーを全く知りません。そんな教育も受けてません。だから、イライサ様に色々教えていただきたいのです」

「私があなたに……マナーをお教えするの？」

　目を瞬しばたたかせるイライサにエリカはもう一度大きく頷いた。

「そうです。教えていただくからには私も何か対たい価かを支払わなくてはいけません。それがここでの家事労働です。つまり、互たがいに必要なものを交こう換かんするのです」

　エリカの提案に、イライサは首を傾げたまま考え込んでいる。もう一押しと、エリカはさらに言い募つのる。

「お願いします、イライサ様。私、家事なら得意です。イライサ様にお教えすることだってできます！　だから、私にマナーを教えてください!!」

　エリカが勢いよく頭を下げると、イライサはその勢いに押されるように怖こわ々ごわと頷いた。

　本人たちはそれほど意識してはいなかったが、ここにエリカが堂々とイライサの屋敷に入り込むことができる契けい約やくは成立したのだった。










　アシュリーとエヴァが廊ろう下かを歩いていると偶ぐう然ぜんエリカに遭そう遇ぐうした。アシュリーはエリカの顔を見ると少し身構えたが、エリカは気にすることなく彼に軽く会え釈しやくをしてそのままエヴァに話しかけた。

「エヴァさん、私のサイズに合うメイドのお仕し着きせを貸してくださいな。なければエプロンでもいいのだけれど……明日からでも使いたいの」

　唐突な申し出にエヴァは首を傾げつつも、引き受けた。

「えぇ、かしこまりました。後でハンナに届けさせますわね。ですが、メイドのお仕着せなんて、何にお使いでしょう？」

　エヴァの問いにエリカはニコリと笑い、元気よく答える。

「明日から、イライサ様のお宅で家事のお手伝いをするの！　代わりにイライサ様にマナーを教えていただけるのよ！」

　どう？　すごいでしょ！　そう言わんばかりのエリカの子犬のような無む邪じや気きな笑顔にアシュリーは鼻で笑った。

「ナイセル夫人は本物の『淑女』だぞ？　君みたいながさつな娘が一体何を習うというんだ」

「そうね、あなたみたいな失礼な人に会った時、どうやって笑顔を保たもっていられるか、そういったことを重点的に教えていただくわ！」

　エリカはあからさまに嫌な顔をしてアシュリーに背を向けた。エリカの態度にアシュリーも眉を吊つり上げたが、大人げないと自じ制せいでもしたのか、コホンと一つ咳せき払ばらいをしてエリカに注文をつけた。

「お忘れかもしれないが、君の雇い主は一応私だ。君のダブルワークを認める代わりに、ナイセル夫人の屋敷でのできごとは毎回報告してもらう、いいな？」

　アシュリーの言葉に今度はエリカが眉を吊り上げた。

「はぁぁぁ～？　何でよ!?　勝手にお宅の様子をしゃべるなんて、そんなことイライサ様に失礼じゃない」

　エリカはアシュリーを睨みつけ反論するが、彼は怯むことなく馬鹿にしたように笑うだけだった。

「当たり前じゃないか、君の失態は雇用主の私の失態でもあるんだ。君がどんなヘマをしないか、監視することだって私の責せき務むだ」

　アシュリーの主張にエリカはグッと奥歯を嚙み締めしばらく逡しゆん巡じゆんすると、とても悔くやしそうに渋しぶ々しぶ同意した。

「……わかったわ、毎回レポートにまとめるわ」

　エリカの悔しそうな顔を見下ろし、アシュリーは満足そうに頷いた。

「あぁ、よろしく頼むよ。君が淑女とは思えぬ恥ずかしい失敗をしていないか、詳細にレポートしてくれたまえ」

　アシュリーの嫌味な返事にエリカはぐぬぬぅ～と唸うなり声を上げたが、それ以上の反論はしなかった。エリカは気を取り直し、エヴァにだけ笑顔を向けた。

「そんなわけなの。じゃあエヴァさん、お仕着せの件、よろしくお願いしますね！」

　エリカはそう言うとエヴァにだけ手を振り足早に去っていった。エリカの元気な後うしろ姿すがたを見送ると、エヴァは隣となりに立つアシュリーを物言いたげに見つめた。

「何だよ!?　何でそんな目で俺を見るんだよ!!」

　非難がましい視線を向けられたアシュリーが憤ふん慨がいすると、エヴァは鼻で笑った。

「いえ、貴方好みに合わせて、エリカ様にはスカート丈の短いメイド服をご用意した方がいいのかと思いまして……どういたしますか？」

　小馬鹿にした物言いにアシュリーがむくれると、エヴァは楽しそうに笑った。

「お元気そうで何よりです」

　エヴァの柔らかな声にアシュリーは何か言いたげに口元を動かしたが、結局何も言わずにそっぽを向いただけだった。

「あの娘のことだ、またおかしなことを始めるに違いない。まぁいいさ、やらせておけ。しかし見張りは怠おこたるな」

　そっぽを向いたまま短く命じると、ニヤニヤと笑うエヴァを置いて、アシュリーは早歩きでその場を去っていった。
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　三日後、通いの使用人が休みを取っているイライサの屋敷には、メイドのお仕着せを着て働くエリカの姿があった。

　エリカの傍かたわらではエプロンをつけたイライサが、エリカのすることを懸命に見て何度も質問をしていた。

「エリカさん、どうしてお洗せん濯たく物ものをたらいに浸つけっぱなしにしてお掃そう除じを始めるの？」

「汚れ物は石せつ鹼けん水すいに浸けておくと汚れが落ちやすいので、その間に他ごとをすませます」

「お部屋の隅すみばかり綺麗にせず、中央を丁寧にした方がよくなくて？」

「お部屋の隅の汚れは逆に目立ちます。角ほど綺麗にした方がいいんですよ」

「その野菜くず、ゴミならば捨てておきますよ？」

「いえ、これでスープが作れます。よく煮に込こむと、とっても美味しいですよ！」

　身の回りのことをできるだけ自分でこなせるようにしたいイライサは、小さな子供の初めてのお手伝いのように、何事にも真剣な表情で興きよう味み深く観かん察さつしていた。

「では、少しやってみましょう」

　そのエリカの言葉におっかなびっくりニンジンの皮を剝むき、危なっかしい手つきで輪切りにしている。

　基本的なことすらままならないイライサに簡単な家事を教えながら、エリカは屋敷の仕事をした。多くの子供の世話もある孤児院で働いていたエリカにとって、イライサ一人が住む屋敷の家事など「朝飯前」の仕事量で、昼食の準備がすむ頃にはすべての仕事も終わっていた。

　イライサはエリカのテキパキとした働きぶりにいたく感心したらしく、野菜屑で作ったスープを飲むと感嘆の声を上げた。

「すごく、美味しいわ。野菜の甘みがとっても上品で……実家の料理番が作るスープより私はこっちの方が好き」

　伯爵家の料理人と比較されるだけでも光栄なことなのに……イライサの大げさなほどの絶ぜつ賛さんにエリカが頰を赤くすると、彼女は楽しそうに笑い表面を焼きなおしたバゲットを小さく千切る。

「こんなに食事が楽しいの、久しぶりよ」

　イライサはそうつぶやくとバゲットを上品に咀そ嚼しやくした。かなり小さくバゲットを千ち切ぎったのに、彼女の手元にパン屑は少しも散っていない。エリカはその美しい様を眺め、ほうっと溜息を零こぼす。「本物の淑女」というアシュリーの声がよぎった。

　──私だって、頑張ればできるようになるもの！

　エリカは自分の手元を汚すパン屑を見つめ、アシュリーへの闘とう志しを燃やしていた。

　アシュリーのことを考えるとエリカの胸の中は奇妙な荒れ方をする。裏切られた悲しみや恨うらみはあるけれど、それよりも怒りや対抗心がより強い。

　アシュリーには、「魔女」としてではなく「ただの人」としてのエリカの価値を認めさせたい。そう思ってしまう。

　自分の努力で摑んだ「私」を「すごい」と言わせ、不思議な力以外にも自分には価値があることを証明したい。

　彼に対し何な故ぜそう思うのか、それは判らなかったが、ある意味アシュリーはエリカにとって「とても特別な感情をもたらす存在」ではあった。

　エリカが難しい顔をしてパンを見つめていると、イライサは小さな声で笑い指し摘てきした。

「エリカさん、お食事中にそんな顔をしてはダメよ。作った人が悲しみますもの」

　イライサはそう言うと、自分が切ったニンジンをフォークに載のせニコリと笑った。彼女の言葉にハッとし、エリカは改めて笑みを浮かべる。

　思い悩んでも仕方ない、とにかく目の前のことを一つずつ。

　エリカはそう自分に言い聞かせ、イライサが切ったニンジンを使ったグラッセを笑顔で味わった。

　昼食の片付けが終わると、今度はイライサの授業が始まった。

　応接室でお茶を飲みながら、パーティーに招かれた時の立ち居振る舞いやドレスの選び方を学ぶ。

「パーティーの時間帯や規き模ぼに合わせてドレスを選ぶことも重要ですが、ホストの方との関係性も考慮しないといけません。お仕事上のお付き合いでしたら、クラシックであまり華美でないもの。そして、サロンの主が女性の場合は今の流行のドレス。流行を先取りしたものはかえって反感を買いますわ」

　エリカは真剣な顔で話を聞き時折メモを取り、大変真ま面じ目めな聴ちよう講こう生せいだった。

「パニエとクリノリンの違いは見た目よりも構こう造ぞうと材質なんですね。それにしても、クリノリンのスカートにはまだまだ安全性に問題がありますから……もっと軽くて伸しん縮しゆく性せいのある素そ材ざいにすれば……」

　ドレスの分類や素材など、学問的な点に着眼するエリカにイライサは堪たまらず上品に笑いだす。

「エリカさん、そこは重要でなくてよ。あなたが目指すのはドレスの研究家ではなく、ドレスを着こなすレディじゃなくて？」

　イライサの言葉にエリカはハッとなり頰を赤くした。その様を見て、またイライサは楽しそうに笑った。

「エリカさんって、面白いお嬢さんね」

　エリカは頰を染めたまま、メモに「重要なのは着こなし」と大きく書き込んだ。イライサは笑顔のままジンジャーとレモングラスのハーブティーを飲み、一息ついた。

　夜のドレスの選び方を話す彼女は、しっかりと顔を上げ翳かげりのない本物の貴婦人だった。

　交こう霊れい会かいで初めて見たときより、幾いく分ぶん顔色もよくなってきている。エリカは少し安堵の息を吐く。

　──きっと何もかも上手い方向に回りだす。

　希望的観測ではあったがエリカはそう思わずにはいられなかった。

　講義の途中、前回同様に呼び鈴が鳴らされた。甲かん高だかく響く呼び鈴の音を聞いた瞬間、イライサの輝く瞳はみるみる曇っていく。

　イライサの隠しきれなかった怯えに、エリカは前回遭遇した冷たい目のハリントンという男を思い出した。

「こんな格かつ好こうですし、私が見てきますよ」

　エリカはとっさに声をかけ、青い顔のイライサに微笑んでみせる。

「でも、エリカさんはお客様よ？　そんなことさせられないわ」

「いいえ、今はイライサ様の講義の対価を支払っている最中ですもの！」

　エリカはさっと席を立ち、遠慮するイライサを押し止とどめメイドのふりをして応対に出た。

　玄関扉を開けると、従者を引き連れ高そうなスーツを着た老紳士が立っていた。彼は厳いかめしい顔でエリカを一いち瞥べつすると、そのまま何も言わず屋敷に入ろうとする。

「ちょっと、待ってください！　まずはお名前とご用件を──」

　その言葉に老紳士は不快そうに眉根を寄せ、道を塞いだエリカを見下ろした。

「こんな礼れい儀ぎ知らずのメイドしか雇えなかったのか？　程度の低いものを置けば、それは屋敷の恥となる。そんなこともわからぬのか、この屋敷の主人は……」

　老紳士の暴言にムッと顔を顰めると、エリカを追ってきていたイライサが悲痛な声を漏もらした。

「……お父様」

　イライサは顔を強こわばらせ父親の顔色を見ている。

　お父様と呼ばれた老紳士──カッセルズ伯爵は娘イライサの青い顔をチラリと見ると、ますます不快そうに眉根をきつく寄せた。

「イライサ、何度も言っているだろう。上質の家具を選ぶように、使用人も上質のものを揃そろえろと……。身辺に置くものの評価がそのままお前の評価だ。メイドの数を減らすだの、働きに出たいだの、これ以上、家名を汚けがすようなことをしてくれるな」

　上段に構えたひどく高こう慢まんな言葉にイライサは反論もせず、青あお褪ざめたまま唇を嚙んで俯いた。

　さっきまでの輝きはなりを潜め、まるで萎しおれた百ゆ合りのように下を向くイライサの姿に、エリカはこの親子の溝みぞを強く感じた。エリカの知る「親子」とは、もっと温かなものだ。目の前の父娘のように、互いの目も見ない関係ではないはずだ。

　おそらく、カッセルズ伯爵はイライサが住み込みのメイドを全員解雇したことをまだ知らない。その穴を埋めるべく、イライサ自身が屋敷を切り盛りしようとしていることも。

　カッセルズ伯爵からすれば、その努ど力りよくは大変「卑いやしい」ことに見えるのだろう。

　貴族の令嬢の「労働」を恥ずべきことと見る人もいる。カッセルズ伯爵もそんな一人だろう。たとえ思想の違いとはいえ、イライサが懸命に努力することを蔑さげすまれたくはなかった。

　エリカはキッと顔を上げ、背筋を伸ばしてから精せい一いつ杯ぱいの優ゆう雅がな礼をした。上質のメイドとまではいかないが、イライサの顔に泥どろを塗ぬることだけはしたくない。屋敷の住み込みメイドのようにカッセルズ伯爵に頭を下げ、挨拶をする。

「……エリカさん」

　エリカの意い図とを感じたのか、イライサは震える唇を嚙み顔を上げた。

「お父様、今日はどういった御用ですの？」

　イライサは小さく震えながらもカッセルズ伯爵に対たい峙じする。部屋にも通そうとしない娘に伯爵はムッとした顔をしたものの、そのまま話し始めた。

「イライサ、お前はハリントン氏が贈ったプレゼントや招待状をすべて返送しているそうだな」

　伯爵の口から出た「ハリントン」という名前にイライサの肩がビクリと跳はねる。

「礼状を送るならまだしも、贈り物を突つき返かえすなど品のない真ま似ねをするな。彼のような立りつ派ぱな紳士に失礼だぞ」

　イライサは震える拳こぶしを強く握り、父を見た。

「……立派な紳士は夫がいる女性の家をやたら訪問したり、むやみに贈り物などしませんわ。私には夫がいますの、勘かん違ちがいをされるような慎つつしみのない真似はできません」

　きっぱりとしたイライサの反論に伯爵の顔は険しくなる。

「……何が夫だ。あの男はお前から逃げたんだ。お前が未み亡ぼう人じんになるのも時間の問題だ。……お前はあの詐さ欺ぎ師しに捨てられたんだ、いい加減に目を覚ませ、イライサ！」

　伯爵の怒ど声せいにイライサの顔は真っ青になり、そして赤くなる。

「いいえ、いいえ！　私はスチュアートの妻です。あの人は立派な方です、必ず帰ってきます！」

　カタカタと震えながらもイライサは伯爵に負けぬ程の声を張り上げそう叫ぶと、泣き出しそうな顔で伯爵をきつく睨む。

「……帰って、お父様。ここは私の家なの。あの人と私の家なの。……お父様の家じゃない」

　今にも零れそうな涙を押しとどめ、イライサは父の顔をじっと見た。伯爵は眉を寄せ娘を睨み、奥歯を嚙み締めた。

「イライサ、お前もよく考えろ。何が女にとって幸せなのか。……いつまでも夢ばかり見ているな」

　カッセルズ伯爵はそう言い捨てると、肩を怒らせたまま帰っていった。

　パタンとドアが閉まると、イライサの目から大おお粒つぶの涙なみだがあふれた。

「……イライサ様」

　エリカが名を呼ぶと、彼女は背を向け俯いた。

「……ごめんなさいね、お見苦しいところをお見せして。先ほどはありがとう。とても助かりましたわ」

　イライサの肩は小さく震え、次第に声は不ふ明めい瞭りようになる。

「本当に楽しかったわ。……失礼だとはわかっていますが、今日はこのまま帰ってくださらない？　……お願い」

　嗚お咽えつ混じりでそう言うと、イライサは両手で顔を覆おおった。エリカはかけるべき言葉が見つからず、深く頭を下げ一礼しイライサの前を辞じ去きよした。




　真っ白な紙に「今日の出来事」と一言書いて、ペンが止まる。エリカはインクに濡れるペン先を見つめ、何をどう書くべきか低く唸りながら考えた。

　屋敷を掃除し、雑事を片付け、イライサとおしゃべりをしながら料理を作り、二人で食べ。体が温まるハーブティーを淹れ、ドレスの選び方の講義を受け……。

　これといって何もない平穏極きわまりない出来事の中で起こった、カッセルズ伯爵の訪問という事件。父親の姿に怯え、言葉に傷つく娘であるイライサの様子をどう表現していいのか、エリカにはわからなかった。

　率直に書けば「胸むな糞くそ悪い」の一言に尽つきる親子のやり取りを、アシュリーに報告すべきなのか。

　アシュリーが何を考えているのか正確にはわからないが、彼がエリカの報告を何かに使おうとしていることは察している。その「何か」が善行であるのか悪行であるのか？

　エリカが大きな溜息をついて白いままの報告書を睨んでいると、ハンナからアシュリーの書しよ斎さいに出向くよう伝えられた。
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　入室の挨拶をしグリフィンのドアを開くと、アシュリーは机いっぱいに書類を並べ、書き物をしていた。

　アシュリーを見ると思わずムッとした表情になってしまう。エリカは軽く眉を寄せもう一度挨拶をすると、彼は書類から顔も上げずにおざなりな返事だけをした。

「ナイセル邸の報告書がまだ提出されていない。口頭で構わない、今すぐ報告したまえ」

　アシュリーの冷たい声にエリカは少し口ごもる。「あの、えっと」と意味のない言葉を小さくつぶやくエリカに、アシュリーはやっと顔を上げた。

　気まずそうに視線を彷徨さまよわせるエリカを深い青紫の目で見つめ、アシュリーは低く忠告する。

「……隠しごとなど今いま更さら無む駄だだ。隠したいできごとがナイセル邸であったことなど、君の態度でとっくにわかっているからな」

　アシュリーの言葉にエリカの肩がビクリと揺れた。その動どう揺ようを見ていたアシュリーは口の端はしを持ち上げ、エリカを軽く睨んだ。

「君が何をどう思っているかなど関係ないんだよ。報告は君が引き受けた『仕事』だ。その責任を果たしたまえ」

　ひどく冷れい徹てつな言葉にエリカは強く奥歯を嚙み締めたが、ぐっと気持ちを押し殺し口を開いた。

　家事や雑事をし、イライサの講義を受けたことをざっと説明してから、エリカは「隠したいできごと」の部分に触れた。

「……突然、お父様のカッセルズ伯爵がイライサ様を訪ねていらして……伯爵はイライサ様がハリントンって人のプレゼントを受け取らないことをひどく怒っていたわ」

　アシュリーは「ハリントン」の名に少しだけ口元を動かした。しかし、エリカは気づかず、そのまま話を続ける。

「伯爵はイライサ様にハリントン氏と、その……親密にお付き合いするように、勧すすめているみたいで……『未亡人になるのも時間の問題』だとか、ナイセル氏を『詐欺師』って言ったり……とにかくひどかったわ」

　話しているうちに悔しさがよみがえり、エリカは握り拳を震わせる。

「ハリントンって人、この前もイライサ様に会いに来ていたけど……。恩着せがましくて強引で。イライサ様が嫌っているの、カッセルズ伯爵にもわかっているはずなのに……」

　イライサは嫌悪も露あらわにハリントンを睨んでいた。伯爵は娘が嫌う男との交こう際さいをあえて強引に勧めているのだ。

「イライサ様は傷ついているのに、なんで傷を抉えぐるようなことするのかしら。実の親子じゃない、伯爵は父親でしょ!?　どうしてこんな時に娘を慰めることができないのよ！」

　義ぎ憤ふんに満ちた声をアシュリーは薄く笑い、馬鹿にした目でエリカを見下ろした。

「君の薄っぺらい感想なんかどうでもいいんだよ。彼らが何を知り、何をしているのか、私が知りたいのはそれだけだ。余よ計けいな情報を混ぜるな」

　アシュリーに冷たく言い捨てられ、エリカは怒りに顔を赤くする。

「～～～～～っな、何よ！　あなたには情ってものはないの!?」

「いちいち喚わめかないでくれ。貴族社会には彼らの事情があり、ルールがある。そのルールからの逸いつ脱だつを選択したのはイライサ自身だ。集団のルールからはみ出した者がその集団に保護されないのは当然だ。騒ぐことでもないだろう」

　完かん膚ぷなきまでの正論にエリカが悔しそうに口を閉じると、アシュリーは考え事をするようにこめかみに人差し指を当て目を閉じた。彼はしばらくそのポーズのまま静止する。

「……伯爵はナイセル氏を『詐欺師』と呼んだんだな？」

　まるで独り言のようにアシュリーは低くつぶやくと、目を開けエリカの顔をじっと見た。

「え、えぇ、そうよ。イライサ様に『お前はあの詐欺師に捨てられたんだ』って……。イライサ様は一生懸命、ナイセル氏は帰ってくる、立派な人だって庇かばってて……かわいそうで見ていられなかったわ」

　沈んだ声で補足説明すると、アシュリーはまた目を閉じこめかみを指でトントンと叩く。

「……ハリントン……時間の問題、そして『詐欺師』、か……」

　アシュリーは小さな声でつぶやき熟じゆつ考こうに入った。エリカが手持ちぶさたにしばらく彼を眺めていると、アシュリーはやっとエリカの存在を思い出したようだ。机の上にあるガラスの呼び鈴を振ると、まもなくローレンスが現れた。

「報告はもういいよ。ご苦労、部屋に戻りたまえ」

　アシュリーは素そっ気けなくエリカの報告を打ち切り、犬でも追い払うように「シッシッ」と手を振る。アシュリーのあまりな態度にエリカは目を剝く。

「アンタ、本当に腹立つわね！　もういいわよ、アンタの顔見なくてすむならこっちこそ願ったり叶かなったりよ！」

　エリカは逆さか毛げを立て背を向けると、肩を怒らせ足音高く書斎を出ていった。

　二人のやり取りを見ていたローレンスは、「やれやれ」と小さくつぶやいて肩を竦める。

「まったく、呆れるを通り越して、むしろ尊敬しますよ。どうしたらそんなに子供っぽいことができるのだか……」

　ローレンスの嫌味にアシュリーは僅かに口元を引きつらせたが、気にも止めないと言わんばかりに無視をする。

「おい、あの小娘、大変な引きの強さだな。──カッセルズ伯がオズワルド・ハリントンのことでイライサと接触した。小娘の前でハリントンのことで揉めたらしい」

　アシュリーは強引に仕事の話に持っていくと、机に広げていた書類の中から一部を取り出す。

「これで読みどおり、伯爵はオズワルド・ハリントンを新しい『婿むこ』に迎えようとしていることが確定した。しかも、伯爵が興味深いことを漏らしたぞ」

　アシュリーは書類を確認すると、ローレンスに渡した。

「……これは？」

　さっと目を通すとローレンスは少しだけ眉を動かした。

「スチュアート・ナイセルが関わっていた事業のビジネスパートナーだ」

　アシュリーは意地の悪い笑みを浮かべ、口を開く。

「伯爵はスチュアートを『詐欺師』と呼んだらしい」

「……それは、一人娘を騙し取られた父親の怨えん嗟さの声ではなくて？」

　ローレンスの問いにアシュリーはくつくつと笑い声を漏らした。

「まぁ、それもあるだろうな。しかし、憎にくい婿殿が関わっていたその『事業』のパートナー、臭いとは思わないか？」

　アシュリーはそこで言葉を切り、笑みを消し命じた。

「その資料にある『男』を洗い出せ。伯爵に借金してまで作った大金の行方ゆくえも、その『男』の周辺だろう。その辺りを叩けば、面白い話が出てくるはずだ。せっかくだからな、こちらもたんと儲もうけさせてもらおう」

　アシュリーの命にローレンスは一礼すると、そのまま辞去していく。アシュリーはエリカの報告を短くまとめると、机の上に並ぶ「使い魔」たちからの報告に加え、満足げに微笑んだ。
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　ゴシゴシと廊ろう下かの床板を磨みがき、湧わき起こる怒りをぶつける。エリカは床掃そう除じをするとき、いつも一番腹を立てていることを思い出して床を磨く。

　憎にくきアシュリーの顔を思い出すと、雑ぞう巾きんを持つエリカの手にはより一層力が籠こもった。

　ペテン師だということがエリカにバレてからのアシュリーの態度は、それまでの紳しん士しの振ふる舞まいを忘れてしまったかのように尊そん大だいかつ横おう柄へいだ。見下した目と馬鹿にした物言いで、エリカが嫌いやがることをわざとやっているとしか思えない。

　全力で磨いた床板は輝かがやきを増す。アシュリーの尊大さは、皮肉にも屋や敷しきを美しくすることに貢こう献けんしているようだ。

「エリカさんのようにはいかないわね」

　エリカの隣となりで床板を磨いていたイライサは笑いながらそう言うと、かがんでいた姿勢を少し伸のばし、腰を軽く叩いた。

「すっごく嫌な人のこと思い浮かべてやると、力が籠って綺き麗れいになりますよ！」

　エリカが冗じよう談だんめかして答えると、イライサは声を上げて笑う。

「まぁ！　そんな大事なコツ、最初に教えてくれないと！」

　イライサの楽しげな声にエリカも微笑ほほえんだ。二人がかりで磨いた廊下は、随ずい分ぶんと綺麗になっていた。

「イライサ様、お掃除もそろそろ終わりにして、お茶にしませんか？　私、疲れてしまって……」

　エリカは腰をさするイライサを横目に、自分から休きゆう憩けいを提案した。イライサもエリカの気き遣づかいを察さつし、笑顔のまま頷うなずいた。

　すでに十回以上ナイセル邸ていを訪ほう問もんしているエリカは、勝手知ったるキッチンでダイニングテーブルにティーポットを用意すると、手て土産みやげがわりに持ってきた自作のクッキーを皿に並べた。イライサはエリカの作ったクッキーを一口かじり、「美お味いしい」と微笑んでいる。

　エリカはクッキーを摘つまむ彼女の手をじっと見た。白く美しくはあるが、決して労働を知らない手ではない。懸けん命めいに働き、生きようとしている荒れ始めたかさついた手。エリカの目にはそれがとても尊とうといものに映った。

　きっとこの尊さをカッセルズ伯はく爵しやくは認めはしない。それどころか嫌けん悪おすらするのだろう。そう思うとエリカの胸は複雑なものでいっぱいになる。

　エリカには幼くして亡くした父の記き憶おくはほとんどない。しかし、とても優しく温かな感かん触しよくは覚えている。私は愛されていた、そう思えるぬくもりの記憶はエリカの中にしっかりとある。

　イライサを見るカッセルズ伯爵の目はとても冷たく、まるでそこには娘に対する愛などないようにも見えた。

「……どうして、働いたらダメなんですか」

　エリカは無意識のうちにつぶやいてしまう。なぜ、優しく互たがいを認め合えないのだろう？

　エリカの小さなつぶやきを聞いたイライサは、少し悲しく微笑み首を傾かしげた。

「さぁ、どうしてかしら？　……お父様だって家のために働いているのに、ね」

　イライサはそう言うと微笑みを浮かべたまま遠くを見つめた。

「私の母はね……地頭ジエントリの娘で、とても伯爵家に嫁とつげるような身分ではなかったの」

　穏おだやかに語りだしたイライサの声に、エリカはじっと動かず黙だまったままでいた。

「父に見み初そめられ、妻になって……母は父のために『伯爵夫人』であろうと必死だった。父の面めん目ぼくを潰つぶさぬよう、頑がん張ばって頑張って……そうして、私が十歳の時に疲れきって亡くなったわ」

　エリカは背を正し祈いのりながら話を聞いた。

「母が亡くなっても、父は『立りつ派ぱな伯爵であること』ばかりが大事。私に『正しい伯爵令れい嬢じよう』であることを求めて……お母様がなぜ弱って死んだのか、お父様にはわからないのでしょうね」

　イライサの声が僅わずかに震ふるえる。それが怒りなのか悲しみなのか、聞き分けることはできなかった。

「私がデビューしてからは社交界の『花』として君くん臨りんさせるために、父は必ひつ死しだった。ダンス、マナー、知識、美容、外国語も。毎日みっちり受けるレッスンの講師の中に、スチュアートがいたの。彼は歴史学の先生で……とてもおかしな人だったわ」

　スチュアートの名に少しだけイライサの声が柔やわらかくなる。

「いつもポケットに黄色い包み紙の飴あめを入れていて、こっそり使用人の子供たちに振る舞うのよ。『美味しいかい？』って、頭をなでて……私は裕福な子供で飴なんかたくさん食べられた、使用人の子供たちは滅めつ多たに飴を食べられない。それでも私もあの飴が欲しかったの。頭をなでて『美味しいかい？』って聞いて欲しかった」

　遠くを見つめる目は潤うるみ、今にも泣きだしそうだ。

「飴が欲しくて彼を見つめるうちに、彼のことを愛してしまったって気づいたわ。……おかしなものね、私が一番知ってたのに。身分があまりにも違う人を好きになっちゃいけないって……お母様の苦しみを知っていたはずなのに」

　イライサは言葉を途と切ぎらせ、そのまま黙り込んでしまった。彼女は知っていたのだ。自分がスチュアートを望み、彼が応こたえることで起こる悲劇を。彼が『伯爵家』という重圧に潰される可能性を。知りながら、それでも彼女は手を伸ばし、そして──

　彼女の胸にある古い傷は未いまだに癒いやされていないのに、罪を犯おかし新たな傷を負ったのだ。

　イライサの「告こつ解かい」を聞き終えたエリカは、彼女の罪と傷が癒されることを祈り、そっと目を伏ふせる。

「あの……人を愛することに罪はないはずです。神様も他者を愛せるよう、人をお作りになったの、だから……」

　エリカは精せい一いつ杯ぱいの許しの言葉を告げ、黙ったままのイライサに微笑んだ。

「誰だれかを愛することは善行です。旦だん那な様さまを好きになって、よかったんだと……私は思います」

　まだ恋も知らないエリカが必死に紡つむぐ拙つたない許しと慰なぐさめを、イライサは笑ったりはしなかった。

「……ありがとう」

　イライサは小さな声で感かん謝しやを述のべると、緩ゆる々ゆると息をつきひどく穏やかな表情になる。彼女は目元の涙を誤ご魔ま化かすようにようやく微笑んだ。

「さぁ、お茶が終わったら、今度は私のレッスンね」

　重くなった空気を入れ替えるように、イライサは明るい顔で立ち上がる。

「エリカさん、今日もみっちり素す敵てきなレディになるためのお勉強をしましょうね！」

　美しい笑顔を浮かべ、かつての社交界の花はキャビネットから様々な教本を取り出した。




　イライサは夜会での会話マナーを解説していると、ふと思い出したように話題を変えた。

「そういえばエリカさん、マナーも大事だけど、ダンスの方は大丈夫なの？」

　イライサの質問にエリカの表情はみるみる曇くもっていく。

「……ダンスは……あまり……」

　あまり、どころではない。エリカはダンスができなかった。

　村祭りで踊おどるダンスなら見み様よう見み真ま似ねで踊れたが、ワルツなど全く踊れない。

　──だって、男性と手を握にぎって踊るなんて、そんなことシスター見習いができるわけないでしょ!?

　エリカが胸の中だけで誰にともなく弁べん解かいをしていると、イライサは小さく微笑む。

「夜会にダンスはつきものですからね。次の春にデビューするにしても、ワルツが踊れないことには……。私もステップくらいはお教えできても、ペアでの練習は他よ所そで習っていただかないと」

　ワルツ。エリカはそうつぶやいて思わず大きな溜ため息いきを零こぼす。憂ゆう鬱うつな課題の出現に肩を落とすと、イライサは微笑みのままとんでもない提案をした。

「アシュリー様にレッスンしていただいたら？　彼はデビュタントの頃からとってもダンスがお上手でしたもの。ダンスは上手なパートナーと踊った方が上達しますよ」

　少し悪戯いたずらっぽいイライサの口く調ちようにエリカの頰ほおは引きつった。

「……あの人とダンスは……ちょっと……」

　エリカは言葉を濁にごしつつも「断だん固こ拒きよ否ひ」というオーラを出してみたが、イライサは笑顔のまま一いつ蹴しゆうした。

「まぁ！　お願いしにくいのなら、私からもお手紙を書いておきますわね」

　イライサは妙みように嬉うれしそうにいそいそと手紙を認したため始めた。美しい筆ひつ跡せきでダンスレッスンの重要性を記しるし、手紙に封をすると遠えん慮りよするエリカの手に無理やり握らせる。

「はい、エリカさん。しっかりと教えていただくことよ？」

　案外押しの強い人だなぁ。そんなことを思いつつ、エリカは引きつった顔のまま渋しぶ々しぶ頷いた。




　イライサとの「勉強会」が終わり礼を言って玄げん関かんを出ると、門もん扉ぴの傍そばにいつぞやの執しつ事じが立っていた。エリカは彼に会え釈しやくをすると、彼もニコリと笑い話しかけてきた。

「今日も来ていただいて、誠にありがとうございました。あれほど楽しそうな姿はあなたといる時だけですよ」

「いえ、私こそ奥様には大変よくしていただいて……お礼を言うのはこちらの方です」

　彼はエリカの言葉に穏やかに微笑み、もう一度礼を言う。

「本当にありがとうございます。また来てやってください」

　彼に見送られ、エリカが大通りに出ていく。帰りは馬車を拾うことになっているが、歩けない距離ではない。まだ日も高いうちから馬車を使うのがとても贅ぜい沢たくに思え、エリカは歩いて帰ることに決めた。

　歩くうちにイライサの手紙が入ったポケットがやけに重く感じ、エリカは大きな溜息をつく。

　手紙をアシュリーに渡さないわけにはいかないだろう。これを彼が読むことを考えただけで落ち着かない。イライサの申し出をアシュリーが受けるにしても断られるにしても、エリカにとっては複雑だ。

　鼻で笑われあしらわれるのは腹立たしいが、かといってアシュリーとダンスレッスンをするなんて、考えただけでも気が滅め入いる。

　この手紙を見たアシュリーがどう答えれば自分は満足するのか、それも考えてみたが何も思い浮かばなかった。

　思わず声に出してつぶやいてしまう。

「はぁぁ～、もう帰りたくないよ……」

「じゃあ、このまま俺のトコでも来るか？」

「～～～ふきゃ!?」

　突然後ろからかけられた声にエリカが猫ねこのように飛び上がると、声の主である男は腹を抱かかえてゲラゲラと笑う。

「～～～っ、ランドルフさん……」

　エリカは振り向きランドルフを睨にらんだが、彼はおかしそうに笑うだけだった。

「お嬢ちゃん、お前の飼い主は帰りも馬車を使えって言わなかったのか？　辻つじ馬車ならアッチだぞ」

　ランドルフは通りの向こう側を親指で示し、気まずく視線をそらすエリカを見下ろした。ランドルフはエリカを見つめ何事か思案すると「まぁ、こんなガキでも一応女か……」と小さくつぶやき、悪戯な笑みを浮かべた。

「そんなに帰りたくないのならしばらく付き合えよ。茶ぐらいなら奢おごってやるぜ？」

「──えっ？　はぁ!?」

　承しよう諾だくもしないうちにランドルフはエリカの腕を摑つかむと、拉ら致ちにも近い強ごう引いんなエスコートで盛り場のある方角へと歩いていった。
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　連れられ入った店は所いわ謂ゆる「カフェ」で、気取った紳士や派手な淑しゆく女じよたちが集まる、少し退たい廃はい的てきな大人の社交場。極ごく彩さい色しきのキワどいドレスとタバコの煙、コーヒーの香ばしい香りとアルコールの匂においが空気を籠ったものにする。ダドリー司し祭さいなら「嘆なげかわしい」と眉まゆを顰ひそめる、そんな場所だった。

「はぁぁぁ～～～、……これが噂うわさのカフェってヤツか……」

　エリカはカフェの怪あやしい雰ふん囲い気きに吞まれ、目を白黒させているとランドルフがいきなり腰に腕を回してくる。

「チョッ!!　な、何するんですかっ!?　──フゴッ!?」

　焦あせって声を上げると、ランドルフは片手でエリカの口を塞ふさぎ顔を近づけ、小さな声でささやいた。

「お嬢ちゃん、この前のお詫わびに俺の野や暮ぼ用ように付き合ってくれ。なぁに、しばらくの間大人しく俺と茶を飲んでるだけでいい。──なっ、頼むよ」

　とても頼み事をするような口調とは思えない、威い圧あつ的てきな低い声でそう言うと、これまた返事も待たずテーブル席に「連行」された。

　まるで恋人同士のように仲睦むつまじく躰からだを密着させ、エリカの頭を抱き寄せたまま、二人は席に案内される。奥まった席はパーテーションに囲われ、中の様子を窺うかがえないようになっていた。

　ランドルフはエリカを抱きかかえるように座ると、素す早ばやく注文をして店員を追い払う。

「おい、手、離した瞬しゆん間かんに悲鳴とかはナシだぞ」

　そう忠告してから、エリカの口を塞いでいた手を外した。

「～～～～～～～～～っ!!　な、な、なぁ!?」

　真っ赤な顔をしたエリカは小さな奇声を上げながらランドルフの膝ひざの上から飛び退のくと、彼から一番遠い、向かい側の席に移った。

「何考えてるんですか!?　警察官が！　ハレンチです！　つ、慎つつしみがっ！」

　あわあわと非難の声を上げるエリカにランドルフはおかしそうに笑い、一応の弁解を述べた。

「スマン、スマン。ちょうどこの店に張り込みに入りたかったんだがな、ここに男一人じゃ浮いちまうだろ？　まぁ、捜そう査さ協力ありがとな」

　謝あやまる気など全くない、口先だけの謝罪にエリカは真っ赤な顔で彼を睨みつけた。

「ホント、悪かったって。ほら、これでも食って機き嫌げん直してくれよ」

　タイミングよく運ばれたアーモンドクリームパイとカフェオレをエリカの前に押しやり、ランドルフは自分のコーヒーに口をつける。

「こ、こんなので、許ゆるされると思ってるんですか!?」

　言葉は大変きつかったが、クリームパイを頰張るエリカの顔は甘さに蕩とろけ、威い厳げんも何もなかった。

　ミルクたっぷりのカフェオレを飲みながら、エリカもランドルフに倣ならい店の様子を窺った。店の中は仲間連れやカップルが多く、仕切りの隣となりの席でも数人の若者が熱く演劇について語っていた。ランドルフが言うとおり、一人でいれば確かに悪目立ちするだろう。

　──でも、説明なり何なりすればいいことじゃない!?

　エリカがこの席に着くまでの一連の流れに憤ふん慨がいしていると、ランドルフは小さく笑った。

「時間どおりに、おいでなすった」

　その言葉にランドルフの視線の先を見ると、見覚えのある紳士がカフェの階段を上り二階の個室に入っていく。

「……ハリントンさん、だ」

　思わずつぶやくと、ランドルフはすっと目を細めエリカの顔を見る。

「……奴を知ってるのか？　どこで知った？」

　低められた声にエリカは少し怯おびえた表情を浮かべる。ランドルフは苦笑いし、エリカの答えを待たず、次の動きが起こる。

　ハリントンに続き二人の男が階段を上っていく。店には不似合いな小こ綺ぎ麗れいな身なりの男たちがハリントンの入った部屋の隣の部屋に入ると、ランドルフの口くち端はじは持ち上がり「ビンゴ」と唇くちびるが動く。

　ポカンとした顔でランドルフを見ていると、彼はニカッと笑って上機嫌にエリカの頭をなでた。

「今日はついてるぞ！　さっきのケーキもう食っちまったのか、も一つ食うか？」

　そう言うとメニューをエリカに渡し、ボーイを呼び止める。

「スコッチを一杯と──決まったか？」

「あ、私は……この、ブラウニー、を」

　ランドルフの勢いに押されエリカはメニューを指差す。まもなく運ばれてきた生クリームがのったブラウニーと機嫌よく笑うランドルフの顔を交こう互ごに見ていると、彼は「遠慮するな」と言ってスコッチを飲みだした。

「結構あやふやなネタだったからな、それほど期待しちゃいなかったが……これほど早く結果が出るとは。案外お前は幸運の女神かもな」

「あの、ケーキありがとうございます……お仕事はもう終わり、なんですか？」

「あぁ、確かめたかっただけだからな」

　ランドルフを横目にしてブラウニーを頰張り、エリカは様々なことを考えていた。

　ランドルフの言った張り込みの対象者は十中八九ハリントンだ。隣の部屋に入った二人の紳士も何かしらそれに関係しているのだろう。ランドルフは警察だ。警察に見張られるような後ろ暗いことがハリントンにはあるということになる。

　エリカは首を傾げる。カッセルズ伯爵はイライサにハリントンとの交際を望んでいた。貴族の名めい誉よを重んじる伯爵が、警察に睨まれているハリントンとのつながりを大事にするのも奇き妙みようだ。伯爵はハリントンの身辺についてあまり知らないのではないだろうか？

　エリカは考えながらもブラウニーを切り崩し、無意識にも近い状態で口に運ぶ。ブラウニーは濃のう厚こうで、中に入ったナッツとレーズンが絶ぜつ妙みようだった。

「お嬢ちゃん、考え事しながら食べるのはお行ぎよう儀ぎが悪いぜ」

　そう言ってランドルフは手を伸ばすと、エリカの口元についた生クリームを親指で拭ぬぐい、その指をぺろりと舐なめた。

「～～～～～～っ！」

「よくもまぁ、こんなに甘いモンを食えるな」

　呆あきれたようにつぶやくランドルフに、エリカが耳までも真っ赤にして抗こう議ぎするべきか俯うつむいて恥はじるべきか決めかねていると、彼はスッと表情を消し口を開く。

「──で、お嬢ちゃんはどこでオズワルド・ハリントンを見た？」

　先ほどの質問を繰り返すとランドルフは動どう揺ようを見せたエリカの目をのぞき込む。

「正直に答えな。どうしてお嬢ちゃんは奴を知ってる。これは取り調べじゃないからな、黙もく秘ひ権けんなんてないぜ？」

　薄い笑みを浮かべたランドルフにエリカは顔を強こわばらせる。目の前のランドルフに自分がハリントンを知った経けい緯いを話すことが果たしてイライサのためになるのか。その判断もつかぬまま、事情を話すことは避さけたい。そんなことを考えていると、ランドルフはフッと息を吐き、小さく笑った。

「……なるほど、そう馬鹿ではないみたいだな」

　苦笑とともにつぶやくと、ランドルフは視線を緩め、改めて口を開いた。

「まぁ、大たい概がいイライサって女のトコで会ったんだろ？　で、どうだったよ。あのお綺麗な女め狐ぎつねは新しい旦那に何をねだってた？」

　ランドルフの言い様にエリカは一瞬にして怒りに顔を赤くする。

「失礼な言い方しないでください！　大体、イライサ様は本当にあのハリントンって人を嫌きらってるのよ！　なのにあの人、恩着せがましく迫ったりして……いくらお父様が交際を勧すすめてるからって、無理に女性の手を握るなんて、痴ち漢かんよ、紳士じゃないわ！　だから、今のイライサ様に対する侮ぶ辱じよく、取り消してください!!」

　エリカの強い抗議にランドルフはニヤニヤと笑った。

「あ～悪かった悪かった。取り消すよ。……ま、馬鹿じゃないが間抜けだってのはお嬢ちゃんの可か愛わいいとこなんだろうな」

　まんまと情報をしゃべらされたエリカは慌あわてて口を押さえ俯く。その姿にランドルフは声を上げ笑うと、消しよう沈ちんしたエリカの頭を軽くなでた。




　カフェを出たランドルフは辻馬車を拾うと、自ら乗り込みエリカを屋敷まで送り届けた。

　なぜか屋敷の玄関ホールで待たい機きしていたアシュリーはエリカの姿を見ると眉を吊つり上げ、彼女をエスコートするランドルフを見てさらにキツく眉を寄せた。

「君は門限なんてものを口うるさく言わないと、真っ直ぐ屋敷まで帰ってくることもできないのか？」

「……ごめんなさい」

　さっそく始まったアシュリーのお小言に、エリカはしおらしく俯き、反省の意を表す。彼の言うとおり、とっくに日も暮れ、常識的な子女が外をうろつく時間ではなかった。

　アシュリーがさらに説教を続けようと口を開くと、ランドルフはニヤニヤ笑いながら爆ばく弾だんを投げ入れる。

「まぁ、そう怒ってやるなよ。今までお嬢ちゃんを連れ回したのは俺だからよ。どうだ、大人の仲間入りは楽しかったか？　今度は俺の口元のクリームを舐め取ってくれよ」

　いつぞやの意い趣しゆ返がえしをすると、顔が真っ青になるエリカと顔を真っ赤にするアシュリーに手を振り、ランドルフは鼻歌を歌いながら帰っていってしまった。

　玄関ホールに取り残されたエリカはランドルフのあまりにも意味深な言い回しに、慌てて弁解をする。

「違います！　イライサ様のお宅からの帰りに偶ぐう然ぜんランドルフさんに会って……捜査に協力してくれって一いつ緒しよにカフェに入って……その時食べたケーキのクリームが口の端はしについたままだったからランドルフさんが拭ってくれたただけで……!!　とにかくやましいことは何もないですから！　変な誤ご解かいしないでください!!」

　半なかばキレ気味に説明したが、それはどう聞いても「デート」の説明でしかなかった。アシュリーは赤い顔のままエリカを見下ろし、ギロリと睨んだ。

「今日の報告は口頭でいい。すぐに用意をして私の書しよ斎さいに来るように」

　そう言い捨てると、アシュリーは肩を怒らせたまま書斎の方へ行ってしまった。

　一部始終を見ていたエヴァは僅かに肩を竦すくめ「やれやれ」と口の中でつぶやくと、気まずそうに佇たたずむエリカの肩をなで柔らかく微笑んだ。

「とりあえず、まずは夕飯にいたしましょ。報告なんて急がなくたって大丈夫ですよ。時間を置いた方が頭も冷えるでしょうからね」

　エヴァは書斎の方向を眺ながめ苦笑気味に言うと、エリカの背に手を添そえ食堂へと促うながした。










　夕食が終わりエヴァにつき添われアシュリーの書斎に行くと、彼はひどく不ふ貞て腐くされた顔で待っていた。

「遅いっ!!　この部屋がそんなにも遠いのか!?」

　アシュリーの嫌味にエリカが顔を引きつらせると、エヴァは聞えよがしに大きな溜息をついて苦言を呈ていした。

「まったく……レディの食事をお預けにしてまで、急ぐようなご用でしたか？　もう少し、紳士的な振る舞いはできないものですかね」

　エヴァはそう言うとお茶の用意を始める。

「うるさい！　お前は茶を置いたらさっさと次の仕事に行け」

　乱らん暴ぼうな物言いにエヴァは片眉だけをぴくりと持ち上げ、にこやかな微笑みのままアシュリーとエリカの前に紅茶と水のポットを二つ置くと、エリカにだけウインクをした。

「お熱いですからね、よぉ～くフーフーして飲んでくださいませ」

　エヴァは子供にでも言い聞かせるようにバカ丁てい寧ねいに注意すると、一礼して部屋を出ていった。

　扉とびらが閉まると、書斎には重い空気と二人が取り残された。エリカが気まずさを誤魔化すべく紅茶を一口飲むと、アシュリーもそれに続きティーカップに手を伸ばす。

「大体君は、ランドルフのような男にホイホイついてカフェに行くなど、慎みがないとは思わないのか！　ダドリーが聞いたら何ということか……」

　ブツブツとお小言を言いながら、アシュリーは舌を湿しめらすべく紅茶に口をつけた。

「嘆かわしいとはこのことだ！　全く……ッアヂ!!」

　アシュリーはそう叫ぶとカップを叩き置き、口を押さえ慌ててグラスの水を飲み始める。エリカは突とつ然ぜんのことにキョトンとアシュリーを見ていると、彼は怒りに肩を震わせ「アイツめぇ～」と低く唸うなっていた。

　エリカの紅茶は適てき温おんだったが、アシュリーの紅茶はそうではなかったらしい。文字どおり煮にえ湯ゆを飲まされたアシュリーは、水の入ったコップで舌先を冷やしながらも、一連の慌てた様などなかったように無理に涼しい顔をして取り繕つくろっている。そんなアシュリーの姿がおかしくて、エリカは我慢をしていたがとうとう吹き出して笑ってしまった。

「～～～～～っプ、プフフフ、～～～フーフーって、しないから」

　エリカの笑い声にアシュリーは顔を赤くしてそっぽを向くと、妙に気取った声で命じた。

「私のことなどいい。早く今日の報告をしたまえ！」

　エリカはぶり返す笑いに耐えながら、報告を始めた。




　元々、今回の訪問ではこれといった出来事はない。家事をして、お茶を飲み、社交界について学んで……。途中、イライサの過去の一いつ端たんを聞いたが、あの話は「告解」であった。エリカは告解の掟おきてに従い、それを聞いたこと自体を黙もく秘ひした。

　アシュリーはエリカの報告を聞き終えると、大きな溜息をつく。

「何だ、大したことは起きないな……もう少し何かが起きるかと楽しみにしていたんだが……」

「……私が訪問するたびにいろいろ起きたら、イライサ様だって私のこと疫やく病びよう神がみだって思うわ」

　ムッとして答えると、ようやくアシュリーは少しだけ笑った。

「それでは引き続き、ランドルフと行ったカフェのことも報告してもらおうか。よもや本当にデートに行ったわけではあるまい」

　意地悪くそう言うと、アシュリーは小さくたじろいだエリカを見下ろす。アシュリーの視線に促され、エリカも渋々口を開いた。

　ナイセル邸からの帰りにランドルフと偶然出会い、「捜査に協力しろ」と強引にカフェに連れ込まれ──

「カフェで見張ってた相手はハリントンさんで……後から来た二人を見たランドルフさんは『ビンゴ』って言って……」

　エリカの説明にアシュリーは頷き人差し指で自分の唇を触る。

「──で、その二人はどんな奴だった？」

「そうね、上流階級って感じの人たち。私は後ろ姿しか見なかったけど……金髪と明るい茶髪で、背格好からして歳としは中年ぐらいじゃないかしら？　二人共すごく身綺麗な紳士だった。あんなお店に行くようには見えない……そうね、お役人さんみたいな」

「金髪とライトブラウンの、二人、か……」

　小さくつぶやきアシュリーは考え込んでいる。彼を横目に眺め、どうにか報告は終わったようだと、エリカは一息をつく。出された紅茶を飲み終えたら、ここをお暇いとましよう。そんな気持ちでカップに手を伸ばした瞬間──

「──あっ！」

　エリカはイライサから預かった、アシュリー宛あての手紙を思い出した。

「まだ何かあったのか？」

　アシュリーの問いかけにエリカはキョロキョロと目を泳がせ「ナニモナイデス」と上うわ擦ずった声で答えた。

「……正直に言え」

　アシュリーに睨まれ、エリカはポケットに入れっぱなしになっていた手紙を黙ったまま嫌々渡す。手紙の内容を思うと居い心地ごこちが悪く、エリカはアシュリーが手紙を読み終える前に逃げてしまおうと席を立つ。

「あ、あの、もう用はすんだことですし、部屋に戻ってもいいかしら？」

　突然挙きよ動どう不ふ審しんになったエリカにアシュリーは何かを察したらしく意地悪く口元を歪ゆがめ、やけに優しく声をかけた。

「そう急ぐこともないだろ？　もう少しゆっくりしていきたまえよ」

　アシュリーの質たちの悪い性格にエリカは眉を寄せ、一応の忠告をした。

「あなた、私に意地悪がしたくてそんなこと言ってるのかもしれないけど……その手紙読んだら、私を解放しなかったことを後こう悔かいするわよ」

　エリカの言葉を悪わる足あ搔がきと受け取ったらしく、アシュリーはニヤニヤ笑いながら手紙の封を開け、見せつけるように中身を取り出して読み始めた。

　アシュリーの意地悪な笑みは一分もしないうちに強ばったものになる。ひどく複雑な表情で手紙を見つめる彼に、エリカは暗い声をかけた。

「……ほら、ご覧らんなさいよ。私が嫌がった理由がわかったでしょ」

　アシュリーは悔くやしそうにエリカを睨み、ダンスレッスンの依い頼らいが書かれた手紙を封筒に戻すとフンッと鼻を鳴らし口を開く。

「……ナイセル夫人の言わんとすることは承知している。礼儀も振る舞いもなってない小娘がダンスまでも踊れないなんて、絶望的だからな」

「……ねぇ、あなたって何か嫌味を言わないと死んじゃう病気なの？」

　思わず顔を顰しかめ、エリカは大きな溜息をつく。

「別に、お忙しい方がわざわざダンスの先生やる必要ないわよ。ローレンスさんならダンスも踊れそうだし、彼に頼んで教えてもらうから、結構です！」

　エリカがそう言って席を立つと、アシュリーはムッとした顔で呼び出しのベルを鳴らした。間を置かず現れたトマスにアシュリーは面おも白しろくなさそうに命じる。

「おい、ホールを使う。用意しろ！」
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　アシュリーとエリカは二人揃そろって不機嫌な表情のままホールの真ん中で向かい合う。

「──で、ステップくらいは踏ふめるんだろうな？」

　吐き捨てるような言い方にエリカは頰を強ばらせながら、イライサから習った基本のステップを踏んでみせた。元々運動神経の悪くないエリカは、この程度のことなら難なんなくこなせる。

　意外と様になっているステップにアシュリーは面白くなさそうに鼻を鳴らすと、「言わずにはいられない病気」の嫌味を言う。

「さすが、野生児。夜会でも早くソロが認められるといいな」

「あのさ、本当に、女の子に意地悪言わないと息吸えないとかなの？　あなた一いち応おう紳士でしょ！」

　エリカが目を吊り上げ食ってかかると、アシュリーは苦いものでも飲み込んだようななんとも言い難がたい顔をして手を差し出した。

「早くポジションを取れ。私は暇ではない」

　差し出されたアシュリーの手を見つめ、エリカは複雑な表情を赤く染そめおずおずと手を載のせる。怖こわ々ごわと触れた手を強引に握ると、アシュリーは何も言わずステップを踏み出した。

「ちょっ、ちょっと！　いきなり何──」

「私が前に出たら下がる、下がれば君が出る。私をよく見て、合わせろ」

　突然始まったワルツのステップに合わせ、エリカはアシュリーに縋すがりつくようにして必死にステップを踏む。

「ハハハ、何だ結構筋がいいな」

　ヨロヨロと不安定ながらもアシュリーのステップについてきているエリカに、彼は笑いながらターンをする。アシュリーに振り回され、まさに踊らされているエリカは文もん句くを言うタイミングすら摑めず、真っ赤な顔のまま彼の腕の中にいた。

　ひどく楽しそうな彼の顔をチラリと見上げ、エリカはグルグルと取り留とめのないことと縺もつれそうな足について考えた。




　行方ゆくえ不ふ明めいになった夫を必死に探すイライサに交際を求めるハリントン。まだ失しつ踪そう中にもかかわらず、娘が嫌がるハリントンを強引に勧める伯爵。当のハリントンは警察に何かを疑われている。

　三者三様にエリカが納得できる理由と納得できない理由で動いている。

　なぜ、「今」なってイライサはアシュリーに夫探しの依頼をしたのか。もっと早い段階で依頼をすることはできなかったのか。

　なぜ、伯爵は「今」、イライサにハリントンを勧めるのか。それこそ、「未み亡ぼう人じん」になってからではいけないのか。それも相手は爵位のない商人のハリントンである。

　そして、ハリントンは何と関わり、「今」警察に疑われているのか。

　すべては、この「今」というタイミングに関わっている。

「何を考えている」

　アシュリーの声に思考を遮さえぎられ、足が縺れる。エリカは慌てて体勢を立てなおすと、アシュリーは小さく笑い、ステップを緩やかにする。

　彼には似合わぬ優しさに思わず顔を見ると、アシュリーは意味深な艶つやのある笑みを浮かべていた。

「この私とのワルツの最中に考え事とは余よ裕ゆうだな。──ま、どうせかすりもしない推すい測そくでもしているのだろうが……」

　彼はそう言って低く笑うと、少しだけホールドする腕に力を込めた。

「思いのほか上手に踊れているお嬢さんにご褒ほう美びだ。──ステップが続く限り、君の質問に答えよう」

　アシュリーの言葉に、エリカは慎しん重ちように足を運びながら思考を巡らせた。




「まず、ナイセル氏の行方不明直後や死亡確定の来年ではなくて、どうして『今』行方を探したり、交際を勧めたり、するの？　タイミングに納得できないわ」

　エリカの単刀直入の質問にアシュリーは僅かに微笑み、答える。

「おや、意外にちゃんとモノを見ているようだな。──それはズバリ、金、さ。ナイセル氏には多額の保険金がかけられている、つまり保険会社がこの失踪が偽ぎ装そうでないと認めれば、死亡保険金が支払われるということだ。だからこそ、真剣に行方を探すポーズが必要になる。私への依頼もポーズに過ぎない」

　エリカは予想もしていなかった答えに、呆ぼう然ぜんとする。止まりそうになる足をなんとか励はげまし、ステップを続ける。

「カッセルズ伯爵家の内情は逼ひつ迫ぱくしている。ハリントンの援助がなければ立ち行かない。ハリントンも善意で援助してるわけじゃない、爵位の譲じよう渡とという目的のための出資だ。商人と直接養子縁えん組ぐみなんて形は体てい裁さいが悪い、だから『娘むすめ婿むこ』という形が欲しい。わかるだろ？　イライサの夫は空席でなくてはならない。失踪直前、スチュアートは大金を手に入れた。出で処どころは伯爵を経由したハリントンだ。奴は手切れ金を貰もらって出ていったんだよ」

　自分の信じる世界のルールから外れた理由に、エリカは鳥肌が立つほどの嫌悪を感じた。

「で、でも、イライサ様はハリントンさんを嫌って……」

　エリカの弱々しい言葉にアシュリーは低く笑う。

「あの人はかつて『社交界の花』とも呼ばれた女だ。男を煽あおって自分を高く売る方法はよく心こころ得えているさ。拒こばめば拒むほどハリントンは彼女に夢中になる。……金のない生活がどれほど惨みじめか、あの人だって身に染みているはずだ。イライサはすでにスチュアートを見限っている」

「そ、そんなこと……」

　否定の言葉を言おうとしたが、エリカの口からは明確な否定の言葉は出なかった。彼女は努力をしていたが疲ひ弊へいもしていた。自分を裏切った夫より誠実な求婚者を選ぶ方が健全、ヴェロニカの言葉が頭をよぎった。

「その証しよう拠こが私への依頼さ。彼女は魔ま術じゆつ師しなんて怪しいところを選んで捜そう索さく依頼をしてる。とても本気で探してる人間とは、私には思えないね」

　魔術師を自称する本人がそう言って皮肉な笑みを浮かべる。

　くるくると廻まわる景色にエリカは酩めい酊てい感かんを覚えていた。何とかイライサの善性を証明しようと考えているうちに、一つの不ぶ気き味みな可能性にたどり着く。

「でも、何でそこまでして『失踪』なの？　例えばこっそり殺しちゃったりすれば……そんなことしてないんだもの、本当にこれは偶然の『失踪』で！」

　エリカの必死の反論をアシュリーは一いつ笑しように付ふした。

「たった五年でキレイに存在を処しよ分ぶんできるんだ。それに比べて殺人の時効は無期限。殺しなんて危ない橋を渡る意味がわからないよ」

　エリカは青あお褪ざめ足元を見た。自分が感じたようにイライサのことを信じたい、しかし、アシュリーには彼女の全く別の顔が見えているようだ。

「……じゃあ、何で……なんでこの依頼受けたのよ！　そこまでわかっていながら、どうして──」

「君、少しイライサ・ナイセルに入れ込みすぎだよ。そういうの、とても危険だ」

　その瞬間、アシュリーはステップの速さを急に変える。エリカの足は縺れたが、アシュリーの胸に抱きつき、なんとか転ぶのは避けられた。

「残念、質問はおしまいだ。──明日から、ナイセル邸に行くことを禁じる。もう君から欲しい情報はないからな」
















　軽くエリカを抱きしめながら、アシュリーはひどく低温の声で告げる。エリカはぐちゃぐちゃになった気持ちのまま唇を強く嚙かみ締しめると、アシュリーの顔を見ることなく彼の腕の中から逃げていった。
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　エリカが飛び出していったのと入れ違うように、ローレンスが入ってきた。ホールの真ん中で立ち尽つくしたままの主あるじを見て、肩を竦め溜息をつく。

「また、エリカ様に意地悪をしたのですか？　いい加減にしないと、そろそろダドリー卿きようが怒鳴り込んできますよ」

　刺とげ々とげしい物言いにもアシュリーはじっと動かず、エリカが出ていった扉を見つめたまま。

「アッシュの優しさっていつも的外れで、相手に伝わりにくいですからね……。もっと素す直なおに『君にこれ以上汚いものを見せたくない』とでも言えばいいじゃないですか」

　ローレンスの言葉にアシュリーは自じ嘲ちよう気味に笑うと、疲れた顔で吐き捨てる。

「そんなセリフが効く相手かよ。何を言ったって、あの馬鹿娘は痛い目見るまで突き進むんだろうよ」

　アシュリーは疲れた足取りで壁かべ際ぎわのソファーのところまで行くと、ゆっくりと身を沈しずめ目を閉じる。

「──で、どうだった。『男』の方は」

　アシュリーは行ぎよう儀ぎ悪く脚あしを高く組むと、タイを緩めた。

「どうにもこうにも真っ黒すぎて……まさに私たちのよく知る『こちらの世界』の方でしたよ」

　ローレンスはそう言うと報告書を差し出し、苦笑いをする。

「各地を転々としながら『事業』を繰り返している本職の方でした。本名は結局わかりませんでしたが、五年ほど前は『ジャック・シュベーマン』と名乗ってましたよ」

　アシュリーは報告書を受け取り、ざっと目を通す。ジャックがそれまで手掛けた事業の内容はほぼすべてが詐さ欺ぎと呼ばれる類たぐいのもので、真まっ当とうな事業家のそれではなかった。

「まぁ、そうだろうな。何度も事業を失敗している男に擦すり寄ってきた『ビジネスパートナー』なんだ。どう考えたって、まともな人間なわけがない」

　アシュリーは薄く笑いローレンスを見る。

「それで、事業内容は探れたのか？」

「いえ、被害者と思われる人々は上流階級の婦人が多く、醜しゆう聞ぶんを恐れてか被害者たちが口を閉ざしていて……被害の全ぜん容ようも手口も、今のところはまだ……」

　ローレンスの報告にアシュリーは「ふむ」と唸り、もう一度目を閉じた。

「ハリントンが官かん僚りようらしき人物二人と接触した。……明日辺りランドルフから連絡があるだろうが、奴も聞き分けのいい『使い魔』ってわけでもないからな……情報すべてを開かい示じするとも限らん……」

　アシュリーはしばらく思案すると、主の言葉を待つローレンスに微笑む。

「次のランドルフの報告を検けん討とうしてから、対策を練ねろう。追い込みをかけるにはまだ情報が足りない」

　アシュリーはそう言うと、蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべ脚を組み替えた。
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　その日はイライサとの約束があったが、アシュリーから「エリカは風か邪ぜをひいた」と勝手に断りの連絡をされ、やむなく自室で鬱うつ々うつと過ごしている。

　どうにかアシュリーの仮説を打ち崩そうと、法ほう律りつ関係の本を並べ、「婚こん姻いん」や「失踪の扱い」に関連したことを調べた。しかし、調べれば調べるほどアシュリーの仮説の確かさを裏打ちするだけだった。

　エリカは大きな溜息をついて、本を閉じ窓の外を眺めた。晩ばん秋しゆうの寂さびしい木こ立だちが風に煽られ揺れている。か細い手を空に伸ばし震える姿はイライサにも似て、エリカは唇を嚙んだ。

　一体何が真実なのか、エリカにはまるでわからない。自分が信じたいことと、提示される事実の隔へだたりに戸と惑まどうばかりだ。

「……やっぱり私、魔ま女じよなんかじゃないわ。全然何も見えないんだもの」

　エリカは一人、口の中だけでつぶやいた。もし、アシュリーが言うように「魔力」があるなら、人の心など簡単にのぞけるはず。何ものぞけないエリカは、窓の外に広がる世界の不ふ透とう明めいさに思いを馳はせるだけだった。




　これといってやることもないまま部屋に籠っていると、ハンナから来客の知らせを受けた。簡単に服装を整え応接室に行くと、ご機嫌な表情のヴェロニカがフィナンシェを食べていた。

「エリカったら、あれ以来ちっとも遊んでくれないんだもの。押しかけてきたわよぉ」

　ヴェロニカの気の抜けた声にエリカは思わず笑顔になる。

「この頃、習い事してたのよ。今日はたまたまお休みになって……来てくれてありがとう、すごく嬉しい」

　エリカも席に着き、フィナンシェをかじる。口に広がる甘さとヴェロニカの笑顔に、ようやく安あん堵どの息をついた。

　エリカの事情など知らないヴェロニカはいつものように、開店したばかりの仕立て屋の評ひよう判ばんとチョコレートショップの新作について語る。

「それでねぇ、ドラップスの新作はラズベリークリームのチョコなのよ～！　私ラズベリー味大好き。でもねぇ、数量限定で開店と同時に売り切れちゃうから、まだ食べてないのよぉ」

「私もベリー系大好きよ。でも、この前のスパイスの入ったのも美味しかったから、アレ定番にならないかなぁ」

「うんうん、あのちょっとピリッとするのも美味しいわよねぇ～。も～ドラップスのチョコこそ『ジュエリー』だわよぉ～」

　お菓か子しやドレスなど女の子の大好きな話題を並べ、ヴェロニカとのおしゃべりを楽しみ、暫しばしの息抜きをする。エリカは少しの間だけ不透明な世界から遠ざかってみた。

　楽しくて可愛いものだけを語るうちに、自分がそれを心の底から楽しんでいないことに気づいた。

　エリカはリーフパイに伸ばした手を止め、さっきまで嚙んでいた唇に触れてみる。

「どうしたのぉ～？　また何か難しい悩み事ぉ？」

　エリカの異い変へんに気づいたヴェロニカは、何気なく、しかし直球に尋ねる。目め敏ざといヴェロニカにエリカは気まずく頷き、彼女の緊張感のない笑顔を見た。ヴェロニカは気にした様子もなくリーフパイにかじりつき、幸せそうに咀そ嚼しやくしたあと、また口を開いた。

「例えばさぁ、明日ピクニックに行くとして、どうも雨になりそうだとするじゃない？」

　突然始まった例え話にエリカは首を傾げたが、ヴェロニカはお構いなしに話を続ける。

「明日、晴れにする方法って考えても意味ないと思うけど、雨が降ったら予定をどう変へん更こうするのかを考えるのって、すごく意味あると思うの。──エリカの今の悩みってどっち？」

　ヴェロニカの質問にエリカは目を見開き、姿勢を正す。

「晴れにする方法を悩んでるなら、聞いてあげられること何もないけど、雨が降ったらどう対たい処しよするかだったら、私でも一緒に考えられることあると思うよぉ？」

　エリカは頰を張られたような気がして無意識に顔に手を当てた。人は万能ではない、何もかもできるわけもなく望めるわけでもない。エリカは今の自分の力に対し、できる範はん囲いを見み誤あやまっていた。

　自分の驕おごりを恥じてエリカは頰を赤くし、笑顔のヴェロニカを見た。

「雨が降ったときの対処方法を考えたいの」

　エリカの答えにヴェロニカは満足そうに頷くと、「じゃ、一緒に考えようよぉ」と明るい声で返した。




　エリカは他言無用と前置きをしてから、「ある人から聞いた話なんだけど……」と登場人物をすべて仮名にしてイライサを取り巻く不可解な状況について語った。ヴェロニカも何やら察してくれたようで、じっと黙ってエリカの説明を聞いていた。

　ヴェロニカは話を聞き終えると、「う～ん」と唸ってから徐おもむろに口を開く。

「前も言ったかもしれないけど、私はそのイラ、じゃなくて『Ａさん』が新しい人と再婚した方がいいって思ってるから、エリカとは意見が違うのかもしれないけど……」

　ヴェロニカは考えながら言葉を選び、少しずつつないでいく。

「求婚者のＢさんが爵位目的じゃなくて、本当にＡさんが好きで求婚してるなら、それはそれでＡさんは幸せになれるんじゃないの？　保険金とか難しいことはわかんないけど、気持ちが本物なら、とりあえずＢさんはＡさんに対して誠実だってことよねぇ。ＡさんのＢさんを拒んでる理由が本当は何か、エリカは知らないんでしょ？」

　スチュアートの帰き還かんにこだわっていたエリカにとって、ヴェロニカの意見は目からウロコが落ちるような、思いもよらない考え方だった。
















「そ、それもそうね」

　エリカが一応の同意を見せると、ヴェロニカは安心したように微笑み、マドレーヌに手を伸ばす。

「じゃあ、エリカ、ちゃんとＡさんに真意を聞きなよぉ。どうせ、まだ聞いてないんでしょ」

「──まぁ、そうだけど……」

　ヴェロニカの言葉にエリカは口ごもる。彼女はニコニコとマドレーヌを食べて話を続けた。

「結局ね、周りがアレやコレや考えたところで本人の気持ちが一番大事でしょ。周りが押しつける思い込みほど鬱うつ陶とうしいものないものぉ。確かめてからまたいろいろ考えてもいいんじゃない？」

　なんとも荒っぽいが的を射たヴェロニカの思考に、エリカは奇妙な尊そん敬けいを覚えながら、「先輩」を真似てマドレーヌを頰張った。

「ヴェロニカさんって、いい人だよね」

　エリカは感謝を込めてそう言うと、ヴェロニカは少し照れたように笑う。それから二人はお菓子を摘み、しばし乙女おとめの時間を楽しんだ。
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　ヴェロニカとエリカがケーキ談だん義ぎに花咲かせている頃、アシュリーの書斎ではランドルフがローレンスの淹いれた紅茶を飲んで、報告書に目を通す部屋の主を眺めていた。

　アシュリーは報告書にところどころ印をつけ、それが終わるとようやく顔を上げランドルフに微笑みかけた。

「まぁ、予想はしていたが……君も大変だねぇ。上層部の思おも惑わくで私の使い魔をやらされているのに、その使い魔の仕事も頑張りすぎると、上から睨まれる。──いくつかのぼかした箇か所しよは、警察上層部の個人名が入るのだろう？」

　アシュリーの指し摘てきにランドルフは顔を顰め、肩を竦めた。

「お前さんも、人が悪いな。そこまでわかってるなら、その部分は流してくれよ。……あぁ、そのとおりだよ。だからよ、あまりほじくり返してくれるな」

　降こう参さんとでもいうように両手を上げると、ランドルフは大きな溜息をついて疲れた笑みを浮かべた。

「おい、もう今更だから種明かしするけどよ……スチュアートの野郎が最後に会ったっていうビジネスパートナーのジャックって男は前々から警察にマークされてた……所謂『詐欺師』だ。ただこのジャックって男は厄やつ介かいなことに五、六年前から文ぶん教きよう関係を中心にした上級官僚の嫁たちと仲よしでよぉ、その奥様グループの人脈使って慈じ善ぜん事業をしてたらしいが、こいつの仕事を絞しぼろうとすると必ず奥様グループとその旦那の名前がついてくる。だから警察も簡単には手を出せなかった。ジャックは四年前のスチュアート失踪の時期からすっかり大人しくなって今じゃ音おと沙さ汰たなしだ。……スチュアートと国外に逃げた、それが一番しっくりくる」

　ランドルフの自白にアシュリーは低く笑い応えた。

「国外に逃げたから手出しできません。それが一番角の立たない解決だろうね。どうせ被害者も事件解決よりも『なかったこと』にする方がお望みだろうからな」

　官僚の奥様方が仲良く詐欺に引っかかっていた、なんてことは醜聞でしかない。しかもその被害者の中に警察上層部の妻の名があるなど論ろん外がいだ。

「で、そこにオズワルド・ハリントンはどう絡からむ？　君が小娘とカフェで見たという男はどうせ官僚サマなんだろ？　それも、この報告書の中に名前の上がってる、被害者の旦那様」

　ランドルフは強い視線をアシュリーに向け、軽く口笛を吹く。

「魔術師様は聡さとくていらっしゃる。そのとおりだ。オズワルドは『カッセルズの関係者』として逃げた婿の尻しり拭いをしていらっしゃる。ある程度の見舞金を渡して、伯爵と官僚に恩を売ろうって魂こん胆たんだろうな」

　アシュリーは少し思案してから、面白くなさそうなランドルフに向かいある提案をした。

「この事件、私に譲ってくれないかい。私の方で探り、内々に処しよ理りして差し上げよう。成り行き上資金が回収できたら、ハリントン氏からでなく私の方から被害者の方にお返ししておくよ。どうせ、塩漬けの事件なんだろ？　何も問題ないはずだ」

　アシュリーの申し出にランドルフは呆れたように笑い、口元を歪めた。

「それで、オズワルドから株を奪うばって、官僚サマに恩を売ると同時に脅おどしの材料も手に入れるってわけか。さすが魔術師様、やることがゲスでいらっしゃる」

　ランドルフの嫌味にもアシュリーは動じた様子もなく綺麗な笑顔のまま。

「何を言っているのかわからないな。この報告書には警察上層部の個人名など書かれていなかった。だから私が配はい慮りよしなければならないそちらの事情に気づかなくても、それは仕方ないことだ。それに、君だってこれ以上ハリントンが官僚連中や警察上層部と仲良くなって欲しくないんだろ？　皆が得する素晴らしい手だ。そうは思わないかい？」

　ランドルフは苦々しい表情でアシュリーを見み遣やり、フンッと鼻を鳴らすと投げやりに言い放った。

「あぁ、勝手にしてくれ。俺もこの件は『触るな』って言われてるからな。お前が何をし始めたところで、俺たちからは触れない。好きなように引っ搔かき回せよ」

　ランドルフから事実上の譲じよう渡との言葉を引き出したアシュリーはにこりと笑う。ランドルフはますます苦い顔になると、一応の釘くぎを刺した。

「あんまりこっちのお偉えら方がたの顔を潰してくれるなよ？　ウチとは遠い文教の被害者がいるんだ。踊らすならそっちにしてくれ」

　ランドルフはそう言うと席を立ち、勝手に報告を切り上げ、軽く手を振って一応の挨拶をし退室した。

　ランドルフが辞去してまもなく、エヴァが新しいティーセットをワゴンに載せ現れた。主だけになった書斎を見ると、エヴァは苦笑しテーブルに残されたティーカップを片付け始めた。

「あらあら、せっかくダージリンのオータムナルをお持ちしましたのに、相変わらず冷たいお方ですね」

　エヴァは色っぽく笑うと、新しいカップに茶を注ぎアシュリーの前に置く。

「カマかけたらすぐに白状しやがった。案外アイツもジャックに追い込みかけようとして上から止められでもして、面白くない目にあったのかな？」

　アシュリーは笑うと、ランドルフが置いていった報告書をエヴァに渡した。

「ハリントンは優秀な実業家だ。恐らくスチュアートとジャックの事業についてある程度詳しく概がい要ようを知っている。二人の事業の後始末は自分の力でなんとかできる、そう踏んでイライサの再婚相手に名乗りを上げたのだろう。奴は後始末のリスクよりも爵位持ちタイトルホルダーというリターンの方が大きいと計算した。まぁ、爵位って権けん威いがあると商売が楽なのは確かだからな」

　アシュリーはそう言うと、紅茶の温度を確かめるようにさり気なく手をかざした。

「もう、疑うたぐり深い人ですねぇ。そう何度も同じ手が通用するなんて思ってませんから、安心してくださいな」

　謝罪も反はん省せいもないエヴァの言葉にアシュリーは顔を顰め、嫌味っぽくフーフーと息を吹きかけ冷ましてからティーカップに口をつける。

「ハリントンが手を打ってるってことは、伯爵もスチュアートのやったことは承知ずみ。だからスチュアートを『詐欺師』と呼んだ。……そう考えれば、この失踪のタイミングも流れもしっくりくる」

「まずはシュベーマン氏との『詐欺事件』があり、伯爵、ハリントン氏、どちらが先かはわかりませんがそれを察知して、騒動を収めるための失踪劇を仕立てた、ということですか」

　エヴァの答えにアシュリーは「恐らく」と頷き、補足をした。

「この事件が表おもて沙ざ汰たになれば、カッセルズの名に傷がつくのは勿もち論ろん、官僚たちも泥どろを被かぶる。被害者は口を閉ざし犯人も退場、そして事件自体を消す。しかし、そこで欲をかいて保険金なんて狙ねらったから、保険調査員がうろついて、それを追い払うために俺たちを巻き込む羽目になった」

　エヴァは声を漏もらして笑い、率そつ直ちよくな感想を述べた。

「まぁ、なんだか教育的な寓ぐう話わみたいですこと。欲張ったがために、身ぐるみ剝はがされる。そんなお話かしら。教訓はあまり欲張ってはいけません、助けを求める相手は善人かどうかよく選びましょう」

　意地の悪い感想にアシュリーも笑うと、改めて指示を出した。

「ランドルフが警察上部は避けてくれとおねだりしたからな。ハリントンとカフェで密会していた人物をランドルフは追っていた。追ってもいい人物だと考えれば、そいつらは恐らく文教官僚だ。──その報告書には印がついている。Ｇをつけた人物は金髪、Ｂをつけた人物はライトブラウンの髪だ。そいつらの妻の名を割り出せ」

　アシュリーはひどく艶のある笑みを浮かべ、エヴァに嘯うそぶく。

「ご婦人方は本来とてもおしゃべりだ。私が彼女たちのおしゃべりに付き合って差し上げよう。きっと喜んでいろいろお話しくださるだろうよ」

　アシュリーの自信たっぷりな言葉に、エヴァは「まぁ」と笑い、主の新たな命めいを実行すべく、静かに書斎を下がった。
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　日曜礼れい拝はいが終わると、その足でエリカはイライサの屋や敷しきに向かった。

「確かにダブルワークに関しては雇やとい主ぬしの意向に従うけど、休日の過ごし方までは指さし図ずされる理由はないと思うの」

　それがエリカの言い分だ。エリカはお菓か子しを詰つめたバスケットを片手に大通りを歩いていく。休日の街を歩く人々は皆楽しげで、その明るい空気がイライサの屋敷の静けさを引き立てていた。

　呼よび鈴りんを鳴らすと、いつものように少し怯おびえた様子のイライサが扉とびらを開ける。

「エリカさん、いらっしゃい。もう体調はよろしいの？」

　イライサはエリカの顔を見ると安あん堵どの表情を浮かべ、嬉うれしそうにいそいそとお茶の用意を始めた。

「イライサ様ごめんなさい。お約束守れずに、お休みしてしまって。あの、家事の方は大丈夫でしたか？　何かお手伝いすることありませんか？」

　心配そうなエリカの声にイライサは微笑ほほえむと、紅茶の缶を取り出してみせた。

「大丈夫ですよ。紅茶の缶がある場所も、ちゃんと覚えましたもの。お庭で毒草を摘つむなんてことも、しなくてすみましたよ」

　イライサはそう言って笑い、まだ幾いく分ぶん危なっかしい手つきではあったが、紅茶を淹いれエリカの前に置いた。

　エリカはイライサの元気な様子に胸をなで下ろし、持ってきたパウンドケーキを皿に並べ、お茶会の準備を整えた。




　二人だけのお茶会は和なごやかなまま進む。イライサは時折声を上げ笑い、後ろ暗いような素そ振ぶりは感じられない。

　ランドルフは彼女を「お綺き麗れいな女め狐ぎつね」と呼び、アシュリーは「男を煽あおって自分を高く売る方法はよく心こころ得えている」と彼女の善性を否定した。

　彼らはイライサ・ナイセルという女性を「悪女」と評するが、エリカの目にはどうしてもそうは見えない。慎つつしみ深く優しく、少女のような一面も見せる、悪女とは程遠い穏おだやかな淑しゆく女じよだ。

　エリカは優ゆう雅がにお茶を飲むイライサの美しい姿を見つめ、彼らと自分の認識の大きな隔へだたりを不ふ思し議ぎに思った。

　確かに彼女は美しく魅力的だ。しかし、それに男性が心奪われ、求愛し、彼女が応じなかったら「男を弄もてあそぶ悪女」になるのだろうか。なぜ、慎み深い女性、と評価されないのだろうか。

　──振られた腹いせに相手を悪く言ってるだけじゃない。男の人って身勝手で心狭いわね。

「どうしたの、エリカさん。さっきから一人で百ひやく面めん相そうよ」

　イライサの声に自分がまた思考の海に潜もぐっていたことに気づき、エリカは慌あわてて謝あやまり姿勢を正す。そんなエリカの様子をイライサは咎とがめるでもなく、にこやかに見つめるだけだった。

　エリカは「真意を確かめる」という当初の目的を思い出し、タイミングを考えてみたが、どう切り出すか、そこが全くわからないでいた。

　イライサの顔を見つめ、どうすべきか悩んでいると、彼女は少し困こまったように微笑み首を傾かしげた。

「エリカさん、私に聞きたいことでもあるのかしら？」

　心を見み透すかすイライサの言葉にエリカは思わず震ふるえてしまう。気まずく視線を返したエリカにもイライサは穏やかなままだった。

「ここに来た時から、ずっとそんな顔してるわよ。遠えん慮りよなんてせず、聞いてくれればいいのに」

　柔やわらかな声にエリカは罪ざい悪あく感かんも覚えたが、意を決して顔を上げ、イライサの目をじっと見た。

「本当に不ぶ躾しつけなことをお尋たずねします。ごめんなさい。──イライサ様は、旦だん那な様さまのこと、ハリントン氏のこと、本当はどう思っているのですか？」

　あまりに単たん刀とう直ちよく入にゆうな質問にイライサは目を瞬しばたたかせ、ひどく真剣なエリカの目をじっと見た。

　しばらく黙だまったまま、イライサはエリカの目を見ていた。エリカも目をそらすことなくイライサのブラウンの瞳を見つめた。どれほど時が経たったのか、二人の睨にらめっこはイライサの小さな笑みで幕を閉じる。

「……そうね、本当はどう思っているのか、私も時々わからなくなるわ」

　イライサは小さな声でそう切り出すと、悲しい笑顔を浮かべ、目を閉じた。

「スチュアートに帰ってきて欲しいって気持ちは本当よ。でも、あの人が帰ってきたら、私はあの人を強く詰なじるかもしれない。『裏切り者』って泣いて詰め寄るかもしれない。嬉しい、なんて言葉で迎え入れること、できるとは言い切れないの。……とっても逢あいたいのに、逢うのが怖いの。変でしょ？　でも、待ってるの、ちゃんと待っていたいの」

　エリカは苦しげなイライサの声を黙って聞いていた。

「……ハリントンさんが私を気にかけてくれること、本当は嫌いやじゃなかったわ。スチュアートがいなくなって、私は自分がひどくダメな女だって思い知らされて……だからまた求婚されたとき、まだ私には価値があるって思えたし、彼に寄りかかって楽になりたいとも思ったから。……彼は爵しやく位いが目的なんだって気づいたときは、悲しかったわ。あの人が求婚にくるたび、私自身には何も価値がないって言われてるみたいで怖いの。……でも、あの人がもし心の底から私を愛しているのなら……それはもっと怖いのよ」

　不安定に揺ゆれる茶色の瞳はイライサの内面を映していた。許ゆるそうとする気持ちと許せない気持ち、強くあろうという気持ちと楽になりたいという気持ち。そのどちらも正しいわけでも間違っているわけでもなく、エリカは複雑な表情になってしまう。

　黙って俯うつむいてしまったエリカに、イライサは自じ嘲ちよう気ぎ味みにつぶやいた。

「もっと私が強くて綺麗な人間ならよかったのに。自分でも何度もそう思ったわ。ごめんなさいね、エリカさん。……私が軽けい蔑べつされるような人間で」

　エリカはイライサの言葉に、ただ首を横に振るしかできなかった。エリカの中には彼女に応こたえるべき経験も思想もない。まだ何も知らないエリカには、彼女に対する自分なりの言葉を見つけることができなかった。




　この後、人と会う約束をしているの。その言葉にエリカはイライサの屋敷を辞じ去きよし、重い足取りで大通りを目指した。

　人は弱い、それは聖書の中でも何度も書かれていた。弱く、折れやすく、堕だ落らくしやすい。それが人の性さがだという。だからこそ、強く、折れず、誘ゆう惑わくに屈くつしないことは尊とうとい。

　エリカは人の善性を信じていたい。だからイライサが「強くあること」も信じていたいのだ。

　大きな溜ため息いきをつき歩く途中、自分がバスケットをイライサの屋敷に忘れてきたことにようやく気づいた。

「もう、何やってるのよ、私……」

　バスケットは私物ではなく、アシュリーの屋敷の備も品のだ。エリカは、考え事を始めるといろいろ疎おろそかになる自分の癖くせを反省しながら、来た道を引き返していった。




　屋敷の前には立りつ派ぱな馬車が停とまっていて、イライサの言葉がエリカを遠ざけるためではなかったことに、少し安堵した。

　──来客中に忘れ物取りに入るのって……間が悪いっていうか、迷めい惑わくよね。

　エリカは気が進まぬながらも、屋敷の敷地に入っていく。すると、玄げん関かん先にいつもの執しつ事じが佇たたずんでいた。馬車を移動させるかを検けん討とうしているようだった。

　エリカは思い切って彼に声をかけた。

「お忙しい中すみません。先ほど訪問した時に、バスケットを置き忘れてしまって……取りに入ってもよろしいですか？」

「ええ、構いませんよ。ですが、ただいま来客中でして……申し訳ありませんが、裏口から入ってご自分で取ってきていただけますか」

「いえ、こちらこそ、お手数かけてしまって。ありがとうございます」

　執事の申し出にエリカは頷うなずき、足早に裏口を目指した。バスケットはキッチンに置かれたままだった。エリカはバスケットを抱かかえると、足早に屋敷を去ろうとした。が、玄関ホールから男女の声が漏もれてくる。声の調子はとても穏やかな会話をしているとは思えないもので、イライサと思おぼしき女の声は泣き声に近かった。

　また、伯はく爵しやくかハリントンがイライサを困らせている。そう思ったエリカは彼らに注意しようと、玄関ホールに向かっていく。

「もう、私には構わないで！」

　叫ぶような声にエリカは驚おどろき、とっさに隠かくれてしまう。

「それはできない。伯爵にもあなたのことは頼まれている。私にはあなたを庇ひ護ごする義務がある」

「私のことを勝手に決めないで！　……あなたが欲しいのは爵位だけでしょ。養子で構わないじゃない、どうして私の夫じゃなきゃいけないの？　私の夫はスチュアートよ、スチュアートだけなのよ。……これ以上私の心をかき乱さないで」

　エリカは隠れたまま息を潜ひそめ二人の会話を聞き続けた。これは盗み聞きで、大変よくないことをしているという自覚はあった。しかし、引き返すこともできなかった。

「あなただって、判わかっているはずだ。スチュアートはあなたよりも金を選んだ。あなたは、選ばれなかったんだ」

　言い聞かせるように、ゆっくりとハリントンは続ける。

「あなたの正しい幸せはどんなものか……私なら間違うことなく与えることができる。私なら、あなたの指にあかぎれを作らせる、そんな真ま似ねはしない」

　その言葉にイライサはさっと手を隠し、悲しい顔を俯かせた。

「……イライサ、もう、拒こばまないでくれ」

　ハリントンは苦しそうにささやくと、イライサに腕を伸のばした。

「……愛している。初めて会ったときから、スチュアートと結婚してからも、たとえスチュアートが忘れられなくとも……イライサだけを愛している」

　ハリントンの腕がイライサの背に回り、そっと抱き寄せる。ハリントンはとても丁てい寧ねいで、まるで怯えているようにも見えた。

　イライサは俯いたまま何も言わず、ハリントンに抱き寄せられ、腕の中に閉じ込められる。

「私を愛さなくてもいい。でも……傍そばにいることだけでいいから、私に赦ゆるしをくれ、イライサ」

　ハリントンは切なく懇こん願がんすると、イライサを抱いた腕に力を込めた。

　それ以上を見ていられず、エリカは小さく震えながら静かにその場を去った。

　エリカにはイライサの赦しの声は聞こえなかった。しかし、拒きよ絶ぜつの声も聞くことはできなかった。

　黙ったままハリントンに抱きしめられていたイライサの姿は、エリカにとってひどい裏切りに見えた。

　──なんで？　なんで『夫を待ってる』って強く言ってくれないの？　私に言ったみたいに、ハリントンさんにもちゃんと言ってよ！

　エリカは悔くやしくて涙なみだぐんだ目を拳こぶしで拭ぬぐう。イライサのスチュアートに対する裏切りは、そのままエリカに対する裏切りにも思えたのだ。

　エリカがバスケットを抱え裏口に出ると、ローズマリーの茂みの前に執事が立っていた。

　執事は涙ぐんだエリカに軽く会え釈しやくをすると、困ったように微笑み口を開いた。

「あなたは勘かん違ちがいしているかもしれませんが、ハリントン君はとてもいい人です」

　その言葉にエリカは思わず彼を睨んだ。

「どこがいい人ですか？　金に物を言わせて、イライサ様を追い込んで、旦那様から掠かすめ取るような真似をして……それがいい人のすることですか!?」

　エリカのきつい言葉に彼は悲しげに目を伏ふせ、「しかし」とハリントンの釈しやく明めいをする。

「それでも彼は彼女の寂さびしさに寄り添そおうとしてくれている。……伯爵もお嬢じよう様さまも、とても寂しい方たちです。少し離れてみるとその寂しさがよくわかるから……だから、ハリントン君の優しさもよくわかる」

　エリカは彼の言い分が納得できず、険けわしい顔になってしまう。そんなエリカに小さく笑うと、執事は柔らかにつぶやいた。

「誰だれかの幸せを祈いのることは悪いことではないはずです。伯爵も、ハリントン君も、いつも彼女の幸せを祈っている」

「私にはそんなふうに見えません！　みんなお金や名めい誉よばかりで……愛なんて言葉で誤ご魔ま化かそうとしてる！」

　エリカは反論しながらも、それがすべてではないことも気づいていた。エリカはイライサに理想を見ていたのだ。

　美しく理想の淑しゆく女じよである彼女が、「強く、折れず、屈せず」背を伸ばし続ける姿を。勝手に理想を押しつけ、弱った彼女が誰かに寄りかかる様を見たくなかっただけだ。イライサの都合などではなく、エリカの理想のために。

　自分の理想の押しつけだという自覚があるエリカは、イライサの弱さを責めることも認めることもできず、代わりに伯爵やハリントンを責めていた。

　──人は弱い、そんなの判ってるよ。だけど、だけど！

　エリカは胸を荒らす気持ちの正体から目をそらし、悲しい目をした執事に背を向けて、逃げるように走り去った。
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　ナタリアは文ぶん教きよう官かん僚りようを夫に持つ所謂いわゆる「有ゆう閑かんマダム」で、同じように暇ひまな社交界のメンバーたちが開くお茶会やサロンに、ほぼ毎日参加していた。その日も知り合いのケンジット子し爵しやく夫人主しゆ催さいのサロンに参加していた。社交界でも何かと話題に上るゲティングズ子爵を同じサロンパーティーで見かけたことに、ナタリアは心ときめかせていた。

　黄金の魔ま術じゆつ師しの末まつ裔えいと噂うわさされる若く美しいアシュリー・ゲティングズと親しくすることは、社交界でも自じ慢まんできるステータスの一つだった。上位貴族や裕福な商人しか参加できないという彼の魔術サロンのメンバーになれるのは、社交界における成功の証あかしでもある。魅み惑わく的てきな微笑みを浮かべサロンの女主人と親密にささやき合うアシュリーの姿をナタリアは遠巻きに眺ながめていた。

「ケンジット子爵夫人、アシュリー様に次の交こう霊れい会かいに誘さそわれたんですって」

「まぁ羨うらやましい！　そういえば、前回の交霊会のこと、お聞きになった？　フーヴァー男だん爵しやく夫人が『誰か』に呪のろいの依頼をしたっていう……」

「えぇ、えぇ、聞きましたとも！　交霊会では呼び出した悪魔に呪いの成じよう就じゆは近いと言われて……そのすぐ後、ご主人が怪け我がをされて大変だって……」

「それって、呪った相手がご主人ってこと？」

「だって仕方ないじゃない？　フーヴァー男爵って、あのカーリン家の未み亡ぼう人じんとやけに親密だって噂だもの……」

「あの方も、ご主人の喪もも明けてないうちから夜会に参加して……わざわざ喪服で来るんですもの、厭いやらしいわよね」

「あの人、フーヴァー男爵だけでなく他の方とも噂になってるじゃない？」

「そうそう、金貸しの……でも、その方とのお付き合いはお金が目的だって……卑いやしい金貸しは夜の方も卑しいって愚ぐ痴ちを言ってるんですって！」

　密ひそやかに交わされるご婦人たちの噂話に相あい槌づちをうちながら、ナタリアがアシュリーを眺めていると、偶ぐう然ぜん彼と目が合った。

　美しい青紫の瞳がナタリアを見つめ、そうして柔らかに微笑まれる。たった一いつ瞬しゆんのことであったがナタリアの体温を上げるには十分なできごとだった。

　──アシュリー様が私を見てたわ！

　ナタリアが頰ほおを赤らめていると、ケンジット子爵夫人がサロンの参加者達への挨あい拶さつ回りを始め、ナタリアたちのいるグループまで回ってきた。サロンでは基本的に、仲の良いグループがそれぞれに固まりを作り行動していることが多い。

　ナタリアの所属するグループは官僚の妻が多くいるグループでそこそこに地位はあるが爵位持ちは少なく、社交界の中で幅はばを利きかせるような上位のグループではない。

　ケンジット子爵夫人は、ナタリア達にいつもどおりの友人と知人の狭はざ間まのような微び妙みような距離の挨拶をすると、珍めずらしくナタリア個人に声をかけてきた。

「ねぇ、ナタリア様って以前から慈じ善ぜん活動に熱心だったわよね。感心なことだわ」

「そ、そんな……皆様と同じように教会の教えを守っているだけですわ」

　突とつ然ぜんのお褒ほめの言葉にナタリアが顔を赤くし謙けん遜そんしていると、ケンジット子爵夫人の隣となりにいたアシュリーが目を輝かがやかせ大きく頷いた。

「いやいや、なかなかできることではありませんよ、マダム。教会の教えを守り、それを行動に移すことができるなんて……貴方あなたは心優しい女性なんですね」

　アシュリーはそう言ってナタリアに微笑みかけ、すっと斜ななめ横に移動しのぞき込むように少し顔を近づける。

「私もある地方の教会を支援しているのですが、結局資金援助をするだけで本当の支援になっているのかどうか……ちゃんと継続して慈善活動されてるなんて、尊敬しますよ。私にも、ナタリア様のような気持ちがあればもっと上手く支援ができるでしょうね」

　遠くにいたアシュリーがすぐ真横まで来て、しかもナタリアの慈善活動を褒めてくれる。ナタリアはアシュリーと親密な関係ができたような気がして、舞い上がってしまう。

　少女のように頰を染め、幾分年下の美しい男を見つめていると、彼は少し声を落としてささやいた。

「もっと、貴方の活動が知りたいな。立ち話もなんですし、あちらの席でゆっくりお話を聞かせていただけませんか？」

　アシュリーの個人的なお誘いに、ナタリアは「喜んで」の言葉しか思いつかなかった。




　スチュアートのビジネスパートナーと関係のあった奥様グループの一人に目をつけ、アシュリーは偶然を装よそおい接触を図はかることにした。グループ内でも下に見られがちな少し気の弱そうなナタリアに揺さぶりをかけ、仲間が見守る中で褒め称たたえ優ゆう越えつ感かんを持たせる。日常ではあまり満たされることのない承しよう認にん欲よつ求きゆうを急激に満たし、いつもは隠されている自じ己こ顕けん示じ欲をくすぐると彼女はすぐに陥かん落らくした。

　ナタリアは勝ち誇ほこった目で仲間に笑いかけ、誘われるままアシュリーにエスコートされ席に着く。アシュリーは彼女の対面ではなく横の席に座り、躰からだを斜めに構え常つねにナタリアの目を見て笑った。

　アシュリーは具体的な質問はせず、ナタリアの話したいように話させ目を見たまま相槌をうっていく。

　慈善事業とは全く関係のない、流は行やりの店や旅行の話、知人の相続問題まで。どうでもいい話を一とおり話させると、アシュリーはにこりと笑いささやいた。

「なんだか、貴方とは以前から親しかったような気さえします」

　その一言にナタリアの頰はみるみる赤くなり、潤うるんだ目でアシュリーを見つめた。ナタリアの表情の変化にアシュリーはひどく優しく笑い、ねだるように柔らかに命じた。

「ねぇ、ナタリー。以前貴方たちがシュベーマン氏とされていた慈善事業のことが知りたいな」

　恋人のように愛あい称しようで呼ばれ、ナタリアはうっとりと笑い頷く。彼は何でも私の話を聞いてくれる、だから私も彼に何でも話せる。ナタリアは四年前にやっていた慈善事業の概がい要ようをアシュリーに語り始めた。




　ジャックとスチュアートが行っていた慈善事業は、言ってしまえばよくある出資金詐さ欺ぎだった。

　貧まずしい子供を支援し教育を受けさせ働はたらく場を提供する。そんな謳うたい文もん句くを掲かかげ金を集めていた。

　集めた金で未み開かい拓たくの土地を買う。その土地は国の開拓の予定地となっている地域で、今は値段もつかないような土地だが開発が始まれば土地の値段も上がるし、開発の優先権も保証されている。開発地域に工場を建て、教育を施ほどこした子供たちへの職場として提供する。そうして上がった利り益えきは出資者に還かん元げんする。

　子供には教育、地方には開発を、そして出資者には配当と慈善活動に貢こう献けんできたことへの満足感を。多くの人々が幸せになれるまさに夢のような事業だった。

　しかし利益が上がるまでなんとも気の長い話だ。そこでジャックは食いつきやすいカラクリを入れた。

　未開拓の土地を予定よりも多く買って、開発が始まると同時に大部分を高く転売する。土地売ばい却きやくの利益を単年決済で出資者に渡すことによって、事業完かん遂ついまで利益がないことへの不満を解消した。

　慈善活動は成功者のステータスだ。慈善活動の名を借りた土地転売事業は、成功者を気取りたい人々にウケた。特に国の事業にはあまり詳くわしくない奥様方に。

　実際の開発は計画段階から完成までは恐ろしく時間がかかるもので、土地の値段はその計画が持ち上がった時からすでにじわじわ高騰し始め、唐とう突とつに跳はね上がるものではない。

　開発が公式に発表された時点ではすでに土地の値段は落ち着いて、開発地域の土地の転売は法律によって制限がかけられる。

　真まっ当とうにやればそれほど利り潤じゆんがない土地転がしに、ジャックはさらに砂さ糖とうをまぶした。

　出資金で土地を買ったかのように見せかけ、集めた出資金は運用せず一部を配当として出資者に配る。多額の配当を渡すことにより、出資者はさらなる高配当を狙ねらって出資金額を上乗せする。

　三年ほど高い配当を支払ってから十分に出資金を集め、事業の行き詰まりを理由に配当を停止し、そのまま集めた金を持って姿を消した。事業などはじめからするつもりのない、言い逃のがれのできない完全な詐欺だ。

「もう大変だったわ。家のお金もこっそり出資に回していたから夫には叱しかられるし、出資の紹介をした知人には訴うつたえるって脅おどされるし……私も被害者なのに」

「何とお労いたわしい！　貴方のような優しい方の心を踏ふみにじるなんて……許せないな」

　涙ぐむナタリアの肩を撫なで、アシュリーは気の毒そうに眉まゆを寄せた。慈善活動を小こ遣づかい稼かせぎに利用しようとした「気の毒な被害者」をアシュリーは優しく励はげましながら、内心せせら笑った。欲は人の目を曇くもらせ自身の姿を見えなくする、彼女の目はまだ曇ったままだった。
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　甘い香こう水すいとアルコールの匂においをプンプンさせアシュリーが帰宅すると、トマスは外がい套とうを脱ぬがせながら、少しだけ眉を顰ひそめ主あるじを見た。

「先にバスルームのご用意をいたしましょうか？」

　尋ねるような形で「早く匂いを洗い流せ」とトマスに注意され、アシュリーは苦笑して家か令れいの忠告を受け入れることにした。

「あぁ、そうしてくれ。風ふ呂ろ上がりには冷たいシャンパンを」

「いえ、冷たいお水がよろしいかと」

　外套を片付けるトマスは冷たくそう言うと、不満そうに口を尖とがらせた主に報告をする。

「お水を飲まれたら、一度エリカ様にお声かけいただけませんか。日曜礼拝から戻られてから、ずっとお部屋に籠こもられて塞ふさぎこんでおられます」

　エリカの名にアシュリーの表情が険しくなる。

「エヴァはどうした、エヴァは！　小娘のご機き嫌げん取りならアイツにやらせろよ」

「あいにく、調査で不在でございます」

「……どうせいつものようにメシを食わせれば、勝手に復活するだろうよ。菓子でも部屋の前に置いておけ。すぐに出てくるぞ」

　アシュリーの冷たい言葉にトマスは僅わずかに眉まゆを動かし、静かに繰り返す。

「エリカ様をお訪ねください。エリカ様は帰ってきてから、何も召めし上あがっておりません」

「……わかったよ、行けばいいんだろ。行けば！」

　アシュリーはトマスに威い圧あつされ渋しぶ々しぶ申し出を受けると、ブツブツと文句を言いながら、それでも足早に自室に戻っていった。

　いつもよりも手早く入浴をすませ、しかし念入りに香水の残り香を落とすと、風呂上がりにグラスの水を一気に飲み干す。

「世話がかかる、全く面倒な」

　文句を言いながらも、急いで着替え、

「やってられない、どうして俺が」

　愚痴りながらアシュリーはエリカの部屋に急ぎ足で向かった。

　エリカの部屋の前にはすでに軽食の載のったワゴンが用意されていた。アシュリーは面おも白しろくない気持ちでワゴンを押し、少々乱暴にノックする。

　何度もノックしても、部屋からは何の反応もない。苛いら立だっているアシュリーは大声でエリカの名を呼んでから、最終通告をした。

「十数えるうちに開けろ。開けなければ、勝手に開けて入るからな！　一、二、三……」

　アシュリーが早口でカウントを始めると、「八」の時点でドアが開いた。

　目と鼻の周りを赤くし髪も乱みだれたエリカは、恨うらみがましくアシュリーを見上げ、掠れた声で減らず口を叩たたく。

「……もう少しゆっくりとカウントしてよ。レディにはいろいろ用意しなきゃいけないことだってあるのよ。あなたそれでも紳しん士しなの？」

「私だってレディには配はい慮りよするさ。不ふ貞て腐くされて部屋に閉じこもるようなムカつく小娘には、配慮する必要を感じないがな」

　アシュリーはそう言ってワゴンを押してエリカの部屋に押し入ると、机の上に手荒く料理を並べ始めた。

「メシぐらい食べろよ。そういうのちゃんとしないとトマスがうるさいからな。君も不貞腐れてハンガーストライキなんてガキみたいな真似はするな。周りが迷惑だ」

　ほうれん草とベーコンのキッシュとトマトスープ、オレンジソースのかかったチーズのスフレケーキ。トマスの前で美お味いしいと笑ったものばかりで構成されたメニューに、エリカは使用人たちに無用な心配をかけたことを反省した。

「……ごめんなさい」

　やけに素す直なおに謝るエリカにアシュリーは驚き啞あ然ぜんとしたが、またすぐに不機嫌な顔になり、乱暴にお茶を注そそいだ。

「もう、いいから早く食え！　それから何があったかちゃんと報告しろ」

　ふんぞり返ってソファーに座るアシュリーを横目に、エリカは少し冷めたキッシュをもそもそと食べ始めた。




　キッシュを食べ終え、スープを飲み、スフレケーキを頰ほお張ばっていると、エリカは次し第だいに昼間感じた感情を思い出し、胸が苦しくなってきた。

　こみ上げる複雑な思いは涙になり、エリカはいつの間にか泣いていた。むせび泣きながら、それでもケーキを食べるエリカの姿にアシュリーはギョッとし、慌ててナプキンで彼女の頰を拭った。

「おい、食べるか泣くかどっちかにしろよ！　全まつたく迷惑なだけじゃなくてみっともない女だな」

　アシュリーが嫌いや味みを言うと、エリカの目からは余よ計けいに涙があふれる。

「き、君なぁ、これぐらいで泣くな！」

　アシュリーは焦あせった様子で乱暴にエリカの涙を拭うと、エリカは「ぶぇぶぇ」となんとも色気のない泣き声を上げ、口を開いた。

「なんで、気持ちは変わらないって言ってくれないの。苦しくて辛つらいのはわかるよ、でも、どうしてもう少しくらい待ってあげないの」

　エリカはむせびながら言葉を続けた。

「結婚するとき神様に宣せん誓せいしたんじゃないの？　『共に歩み、他の者に依よらず、死が二人を別わかつまで』って。イライサ様もスチュアートさんも、みんなひどいよ。どうして簡単に誓ちかいを破るの！」

　わぁわぁと泣き鼻を啜すすり、そしてエリカは肩を落とした。

「……それなのにハリントンさんは優しいとか、寄り添ってくれるとか……もう、何言ってるのか、わかんないよ……」

「君が言ってることこそ、何を言ってるんだかわからんよ……」

　ゴシゴシとエリカの顔をナプキンで拭きながら、アシュリーは大きな溜息をついた。




「まぁ、大方、イライサがハリントンになびいた、ってとこなんだろ？　そんなことぐらいで、どうしてそんなに泣き喚わめけるんだか」

　自分の分の紅茶を淹れ一息つくと、アシュリーは事もなげにそう言い放った。

「『そんなこと』じゃないわよ！　重要なことでしょ！」

　真まっ赤かな目のまま喚くと、アシュリーは嫌そうに顔を背そむける。

「何が『重要なこと』だ。イライサがハリントンとくっつこうが別れようが関係ない、私たちのやることは変わらないんだよ。スチュアート・ナイセルの行方ゆくえ捜しだ。彼を捜し出して連れ戻す。その後のことは知らんよ、当人同士で揉もめればいいだろ？」

　アシュリーの投げやりな答えにエリカは目を剝むく。

「だって、このままじゃスチュアートさんの居場所がなくなっちゃうわ！　それに、きっとイライサ様だってハリントンさんとのこと、本意じゃない……はずだし」

　最後は弱々しく言うと、アシュリーは鼻で笑いエリカを見下ろす。

「それこそ、『本意ではない』だろうよ。君はイライサを聖せい女じよか何かと勘違いしてないか？　彼女はただの女だ。自分を楽にしてくれる金を持った男になびいて何がいけない。君は何の権利があって彼女の選択に文句をつけているんだ？　彼女の人生にどんな責任が取れると言うつもりだ」

　アシュリーに自分の傲ごう慢まんさをズバリと指し摘てきされ、エリカは思わず目をそらした。

　出て行った夫を待つのも、金持ちの男に迫せまられているのも、エリカではなくイライサだ。エリカがあれこれ口を出すことではない。

　そんなことはわかっていた。わかっているからこそ、どうしようもない苛立ちが行き場をなくして胸の中を荒らす。エリカは俯き下した唇くちびるを強く嚙かんだ。

「……だから言っただろ。もうイライサのところには行くなって。どのみちここから先は夢見がちなお嬢さんには理解不能な世界になる。スチュアートが見つかろうが見つかるまいが、君の思うようなエンディングは用意されていない。……君がこの件に関わるのはここまでだ」

　エリカの肩は小こ刻きざみに震えている。

「身勝手な理想を押しつけてるって、わかってる。私がどうこう言える立場じゃないってことも……。でも……スチュアートさんを思って泣いた、イライサ様の涙を噓うそだなんて思いたくないの」

　俯いたままのエリカを見つめるうちに、アシュリーはその髪に触れたいと思っている自分に気づいた。

　震える肩にかかる栗色の髪を撫で、甘く優しい言葉で彼女を癒いやしたい。そんな衝しよう動どうに駆かられた。

　いつもご婦人方にするように、とびきり甘いささやきをすれば彼女も微笑むはず。しかし、何も言葉は浮かばず、髪に触れようと伸ばしたアシュリーの手は宙に止まったままになる。
















「君はなかなかいい使い魔だったよ。だから……もう泣くなよ」

　長く時間をかけ出された言葉はそれだけだった。

「……泣いてないもん」

　鼻づまりの声で気き丈じように返したが、エリカが顔を上げることはなかった。

　結局、アシュリーは気まずい空気に音ねを上げ、「まだ仕事がある」と言ってエリカの部屋から逃げ出した。

　敵てき前ぜん逃とう亡ぼうの屈くつ辱じよくを感じながら部屋を出ていこうとするアシュリーに、エリカは小さな声で「待って」と引き止めた。

「……ありがと」

　消えそうな小さな声でエリカはそう言うと、ぎこちない微笑みを浮かべた。

　たったそれだけだったが、アシュリーはひどく動どう揺ようし、ワゴンを置き去りにしてエリカの部屋から出ると、急ぎ足で自室に戻っていった。
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　屋敷に戻ったエヴァは調査報告のため、早速アシュリーの書しよ斎さいに向かった。書斎には執しつ務む机づくえに肘ひじを突いてやけにぼんやりした顔のアシュリーがいた。

「……どうかなさったのですか？」

「……どうもなさらないよ」

　尋ねると妙みように不機嫌になった主にエヴァは呆あきれ顔で肩を竦すくめ、気を取り直して調査報告を始めた。

「オズワルド・ハリントン氏とスチュアート・ナイセル氏の付き合いは学生時代まで遡さかのぼり、二人は大学の同窓生で、互たがいに苦学生だったためか親交も深かったそうです。卒業後は実業家と教師と道を分けましたが交流は続き、どうやらカッセルズ伯とハリントン氏の最初の縁えんを取り持ったのはナイセル氏のようです」

　報告が始まるとアシュリーは仕事の顔になり、真剣な表情でエヴァの報告を聞いていた。

「それから、ナイセル氏が実業家として事業を始めたのはハリントン氏の紹介らしく、当初はハリントン氏のサポートを受けながら事業をしていて、その頃はそこそこの成果を上げていました。しかし彼から独ひとり立ちをすると失敗が続き……まぁ、ここからは前回までの報告のとおりです」

　そして、金に困り失しつ踪そうした友人の妻つまを金で買い叩く。いつものアシュリーならば、こんな展開は薄笑いを浮かべ聞いているが、今日の彼はひどく不ふ快かいそうに眉を顰めた。彼の異変をエヴァは少し不ふ審しんに思ったが、あえて見ないふりをした。

「……保険会社の調査員の方はどうだ。何か嗅かぎつけた様子はあったのか？」

「いえ、そちらはどうやら手詰まりで、証しよう拠こどころか大した情報もとれないままですから、この件は半なかば諦あきらめているようです」

　アシュリーはそれを聞くと目を閉じ額ひたいを押さえてしばし熟じゆつ考こうに入る。程なくして目を開けると、アシュリーはあらたな命を下した。

「大体の情報は集まった。そろそろ、攻めに移ろう。ジャックを追い込んで、スチュアートの居場所を吐はかせるぞ。ジャックは警けい察さつを上手く使えばこちらが動かなくても捕とらえられる」

　その指示にエヴァは首を傾げ質問をする。

「ハリントン氏はどうします。彼を先に潰つぶさなくともよろしいのですか？」

　アシュリーはハリントンの単語に僅かに苦い顔をしたが、その表情はすぐに消し、冷たく動じない顔を作った。

「あぁ、彼は後でいい。ハリントンは、調査というよりも確認が必要かもしれない」

「……確認？」

　エヴァの不思議そうな返しに、アシュリーは視線を遠くに向ける。

「あぁ、確認だ。本当に欲しいのはどちらなのか、それを確かめたい」

　アシュリーはそう言うと、遠くを見たまま小さく息を吐いた。
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　グリフィンの封蠟シールがなされた書類入れを持った女が市し警けいの受付カウンターに現れた。

　突然現れた匂い立つような艶あでやかな美女の姿に、男ばかりの職場は騒そう然ぜんとする。

「ランドルフ・ノイマン警けい部ぶ補ほをお願いします。貴方の大事な人が待っている、そう伝えてくだされば、お判りになるはずです」

　そう言って微笑む美女に、警備担当の警察官たちは悔し涙を流しながら、ランドルフのデスクに向かった。

　新人のクリスは怒りとやるせなさに震えながら、捜そう査さ資料を並べているランドルフに呼び出しを伝える。

「……ランドルフ警部補……あんな可か愛わいい娘さんがいながら、あんな美人のお姉さんにまで……最低ですよ。あの子がかわいそうだ……」

　氷ひよう点てん下かの視線を浴あびせかけるクリスに、ランドルフは乱らん暴ぼうに頭を搔かいて大きく息を吐く。

　背後からクリスの非難の眼まな差ざしに突き刺されながら受付に向かうと、頰を染めた警察官たちに囲まれたエヴァが美しく微笑んでいた。いつもの上品でお堅かたい装いとは違い、化け粧しようから何からまるで高級娼しよう婦ふのような妙に色っぽい格かつ好こうをしている。

「まぁ、ランドルフ様。この前のお礼に貴方のエヴァが参まいりましたよ～」

　エヴァは嬉しそうにそう言ってヒラヒラと手を振った。それを見たランドルフは大きな溜息をついて肩を落とす。

「ランドルフ様、こんなに人の多いところじゃ、お話しできませんわ。どこか二人っきりになれるところはありませんの？」

　エヴァは躰をくねらせ甘やかな声でささやき、疲つかれきった表情になったランドルフの頰を突く。周りにいた警察官たちは、その婀あ娜だっぽい仕し草ぐさにごくりと喉のどを鳴らしてつばを飲み込んだ。

「……お前の性格の悪さはよく知ってるから……もう、いいよ」

　ランドルフは諦めきった顔でエヴァの手を引き、怨えん嗟さと羨せん望ぼうの眼差しを受けながら人ひと垣がきを搔き分けて、「二人っきりになれる」会議室へと向かった。




「お前が他人をおちょくることに関して、驚くほど真剣だということはもう知ってる。だから、わざわざ俺でやるな」

　ランドルフはそう言ってブラックコーヒーの入ったカップを二つ置き、エヴァに勧すすめることなく勝手に飲みだした。

「私達、もう長い付き合いですから、お互い色々と知り尽つくしてますものね、そりゃもう、イ・ロ・イ・ロと」
















　エヴァは悪戯いたずらっぽく笑うと、ランドルフの淹れたコーヒーに口をつける。

「──で、何だよ。その気持ち悪い扮ふん装そうを見せるために来たわけじゃないだろ？」

　ランドルフが言うと、エヴァは微笑み書類入れを差し出す。彼は無言で受け取ると、グリフィンの封蠟を確かめてから封を開け、やけに分厚い書類の束たばを取り出した。

　アシュリーから届けられたそれは、ジャックとスチュアートが進めていた詐欺事件の詳細な調査報告とその後の追つい跡せき資料で、被害者や関係者の名まで事細かに記しるされていた。

「お～、さすが魔術師様、お仕事が早くていらっしゃる」

　ランドルフは嫌味たっぷりにつぶやき、同封されていた注文書オーダーに鼻を鳴らして顔を顰しかめた。

　────この情報をもとにジャックのやらかした以後の事件を追え。

「何だ、この『以後の事件を追え』って？」

　ランドルフはそう言ってエヴァを見ると、彼女はカップを置いて注文の説明を始めた。

「そちらの資料にもありますが、この詐欺事件の後、シュベーマン氏は王都から姿を消しました。名前を変え小さな詐欺を繰り返しながら各地を転々としていたそうですが、ある時からこの国で活動していません。国外に出たのはその時期かと」

　ランドルフは警察が調べた概要よりももっと詳細な詐欺事件の資料に片眉を上げ、皮肉げに笑う。

「ジャックを追ってた知能犯専門の連中が泣いちまいそうな細かい資料だな。色いろ男おとこにはご婦人の口も軽くなるようだ、羨ましいことだな。……ジャックの追跡はこっちでも途と絶だえてる、国外に出たのは間違いないな」

　ランドルフがコーヒーを啜り資料に目を走らせると、エヴァはそのまま説明を続けた。

「シュベーマン氏が王都で起こした出資金詐欺は、深追いすると官僚の顔に泥どろを塗ぬります。私共も余計な敵は作りたくはありません。しかし、彼を追わないことにはナイセル氏の手て掛がかりが摑つかめません。──どうでしょう、警察の方でシュベーマン氏を国際手配していただけませんか？」

　エヴァの提案にランドルフが顔を顰めた。

「おい、官僚様の恨みは警察が肩代わりしろってことか？」

　ランドルフが不満たっぷりに声を低くすると、エヴァは含み笑いをする。

「いえいえ、ジャック・シュベーマン名義の詐欺事件でなく、地方に行って別名義で起こした寸すん借しやく詐欺で手配をかけてください。こっちは少額ですが件数が多い、ある程度証拠もこちらで揃そろえております。ランドルフ様は常習性を理由にして何とか国際手配にしてください」

「簡単に言うがよ、手配をかけてもジャックが国外で大人おとなしくしてたら手配には引っかからないぞ？」

　ランドルフの返答にエヴァは小さく笑いコーヒーを飲んだ。

「引っかかりますよ。シュベーマン氏はガーデンベルグで大きな詐欺を成功させて逃げおおせたのです。なのに彼は大金を持って逃げる最中にも少額詐欺を繰り返しました。つまり人を騙だますスリルが大好きな根っからの詐欺師だという事です」

　冷たくも美しい笑みのまま、エヴァは言葉を続けた。

「国外にまで逃げ切って大人しくできるはずがありません。大きな成功は自じ己こ肥ひ大だいにつながります、出資金詐欺で稼かせいだ資金を元手にもっと大きな詐欺をしたくなるはずです。必ずどこかでお金をばら撒まいて詐欺の仕込みをしてる。目立たずに、なんてできません。大金が動けば何かしら目につきますからね」

「なるほど、詐欺師の心情は詐欺師が一番わかるってことか」

　ランドルフの嫌味な返しにエヴァは口の端はしだけ上げる。

「えぇ、スリルの快感って一度味わうと病やみつきになりますもの。きっと彼は、国を出てもオイタはやめられない。どこに行っても警察と無関係とはいきません。どこかしらの警察には彼の現在の情報があるはずです。国際手配でその情報が入るようにしてください」

　エヴァはそう言って立ち上がりランドルフの横に立つと、艶やかな微笑を浮かべ彼の耳元にささやいた。

「相変わらず貴方ってば、つれない方ですね。こんなに着飾ってきたのに褒めてもくれないなんて……」

　赤い唇が紡つむぐ甘く濡ぬれたささやきに、ランドルフは心底嫌そうに顔を顰めた。

「俺にはおかしな趣味はないからな。……そういうの、ホントやめてくれよ」

　弱りきった顔で応えるランドルフにエヴァはとても楽しそうに笑い、「またね、ダーリン」と投げキッスをして帰っていった。

　エヴァが嵐あらしのように去っていくと、ランドルフはだらしなく会議室の机に突っ伏し、しばしの休きゆう息そくをとることにした。机に頰をあて目を瞑つぶり、しかし頭の中ではこれからの捜査の組み立てをしていく。

　おおよその設計をすると、ランドルフは重い頭を持ち上げ部下のクリスを呼んだ。

「おい、新しい仕事が増えるぞ。詐欺絡がらみだから、知能犯専門のジェフリーを呼んでくれ。いい情報が入ったって言えば飛んでくるからよ」

　甲か斐い甲が斐いしくコーヒーカップを片付けるクリスは「判りました」と返事をしながらも、暗い目で赤い口紅がべったりついたカップを眺めていた。

「……あの娘さんとさっきの人、どっちが本命なんですか？　……こんなふうに二ふた股またかけられて、こんな悪い男に引っかかって……気の毒で気の毒で」

　ブツブツと小さな声で非難するクリスにランドルフは頭を抱える。

「……全く、アイツ等らと関わると、ロクなことがない」

　ランドルフは小さく吐き捨て、エヴァに渡された資料を持って「魔術師サマ」の依頼を果たすべく重い腰こしを上げた。




　程なく、慌てた様子のジェフリーがランドルフのデスクまで来ると、飛びからんばかりの勢いで質問攻めにする。

「おい、いい情報って何なんだ？　アノ荒稼ぎしてる結婚詐欺師か？　それともジジババ集めて妙みよう薬やくって言って小麦粉売ってるやつか？　ウサギが儲もうかるって繁はん殖しよく権けん売るヤツか？　はぁぁ～っ、まだニーノにはしゃべってないよな!?」

「おい、ちっとは落ち着けよ。まだニーノには言ってねぇよ、大体アイツは出張中だ」

　ジェフリーは知能犯専門の同期ニーノへの情報が開示されていないことをしつこく確認すると、ランドルフを引き連れ、空いていた取調室に籠った。

「──で、どんなネタだよ。あんま大したことないヤツなら、こっちからの情報提供はないと思えよ」

　疑うたぐり深いジェフリーにエヴァが届けた調査報告と資料を投げ渡す。ジェフリーは黙って受け取るとパラパラとめくり、途中からは食い入るように読み込んでいった。

　資料を読み終えたジェフリーは顔を上げると、複雑な表情を浮かべた。

「……おい、コレ……ほとんど捜査要いらないじゃないか。この調子じゃ、証言も証拠も押さえてあるんだろ？　でも……ジャックの事件じゃ、上からストップがかかる……」

　悔しそうなジェフリーの声にランドルフは皮肉げに笑う。

「だからよ、ジャックじゃなくて別名のギャスパー・クレールでやった少額詐欺で追い込みかけろ、だとよ。ギャスパーの名前はセコイちょろまかしの時にしか使ってない。ギャスパーっていう詐欺師追い詰めたって、上は気づかない」

「ノイマン、お前、スゲェ情報屋持ってるな……今度紹介してくれよ」

　感心したように言うジェフリーにランドルフは苦い笑みを浮かべ、肩を竦めた。

「使うつもりがこっちが使われる。あんなヤツ関わらないのが一番だ。──ジャックは国外だ。どうだ、ギャスパーの方で国際指名手配かけられそうか？」

　ランドルフの問いにジェフリーは資料をめくりながら事件数と被害額を数え、頷いた。

「ギリ条件を満たしてると思う。何だったら、もう少しこっちで探って、件数増やして下げ駄た履はかせてやるぞ？」

　ジェフリーの理想的な申し出にランドルフは笑顔で頷き、「頼むぜ兄きよう弟だい」と彼の背中を叩いた。
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　エリカはイライサの屋敷の周りを行ったり来たりして、悩なやんでいた。行くべきか、行かざるべきか。答えも出せぬまま歩いては溜息をつき、歩いては物陰に隠れ。傍はたから見れば完かん璧ぺきな不審者だった。

　イライサの涙を信じたい、アシュリーにも言ったがその気持ちに噓はない。もう一度、イライサに会ってハリントンのことを直接確認して……そう思いここまで来たが屋敷のベルを鳴らす勇気が出ない。

「そういえば私……こういうの二回目だ」

　最初にこの屋敷を訪れた時のことを思い出し、エリカは呆れるやら情けないやらで肩を大きく落とした。

　屋敷を窺うかがっていたエリカにいつもの執事が気づいたようで、傍まで来ると「こんにちは」と穏やかに声をかけてくれた。

「今日は、お越しいただけないのですか？」

　エリカは前回の別れ際ぎわを思い出し気まずく俯くと、彼は小さく笑い、それ以上何も言わなかった。

「正直、どんな顔をすればいいのか……。勝手にのぞき見をして、その内容に腹を立てるって、まず、私が人としてどうかって思うし……」

　言い訳のような反省のようなグチャグチャとした言葉をもぞもぞとつぶやいていると、彼は僅かに悲しい目をしたがすぐに優しい表情になった。

「彼女はあなたのことを待ってますよ」

　待っている、その言葉にエリカは彼を見上げた。「待つ」辛さを味わっているイライサを「待たせる」ことに心苦しくなる。

「行ってあげてください」

　穏やかな声に頷くと、エリカは急いで屋敷に向かった。




　エリカの顔を見るとイライサは花が開くように笑い、「さぁ、早く早く」と子供のように手を引きダイニングへと連れていった。

「前に教えてもらったクッキーを作っていたの。味をみてくださいな」

　はしゃいだ声のイライサにエリカも笑顔になり、天てん板ばんに並んでいる形が不揃いのクッキーを一つ摘つまみ口に入れた。

　まだ温かいクッキーは練ねりが足らずボソボソとした食感だったが、不思議と優しい味のする、とても美味しいものだった。

「ぅふ？　コレ、すごく美味しいです！」

　エリカは思わず二つ目に手を出し、笑顔で頰張った。

「本当!?　よかった、嬉しい！」

　イライサはそう言って笑うと自分も一つ摘んで、クッキーをかじる。

「実はね、今度教会で慈善バザーがあるんだけど。以前みたいにたくさんの寄付金なんて持っていけないから、せめてバザーにクッキーを出してみようと思ったの。売れるかしら？」

「大丈夫ですよ。コレ、すっごく美味しいですから！　きっとたくさん売れます」

　イライサは少し頰を染め「ありがとう」と笑った。その綺麗な笑顔を見た瞬しゆん間かん、エリカの胸をぐるぐると様々な感情が廻まわる。

　信じたい、裏切られたくない、解わかりたい、解りたくない、愛や恋に夢を見ていたい、本当のことなんて知りたくない、あなたのようなレディになりたい、あなたみたいな女になりたくない。

「──あっ」

　エリカはイライサのクッキーをかじりながら泣いていた。

「どうなさったの？　どこか具合が悪いの？　お腹が痛いとか……」

　突然涙をこぼすエリカにイライサは驚き、懸けん命めいに涙の訳わけを尋ねていた。エリカは泣き顔を隠すように俯くと、自分ではもはや処しよ理りできない思いを吐と露ろした。

「……お金がないから……お金がなくて大変だから、ハリントンさんに頼ったんですよね？」

　エリカの唐突で無礼な問いにイライサは何も答えない。黙ったままのイライサにエリカは鼻を啜りながら問い続ける。

「不ふ本ほん意いだけど仕方なく……嫌きらいだけど仕方なく頼っているんですよね？　そうですよね!?」

　イライサは傷ついた顔を俯かせ何も言わない。肯こう定ていも否定もしない彼女に、エリカは懇願する。

「ねぇ、イライサ様、こんな広い屋敷手放してください！　小さなおうちなら使用人なんか必要ないですし、維い持じ費ひだって今より随ずい分ぶん少なくてすみますから……小さなおうちに引っ越しましょうよ！　そうしたらイライサ様一人でも大丈夫だもの、ハリントンさんに頼らなくったってすむもの！」

　エリカのむちゃくちゃなお願いにもイライサは怒おこることなく、悲しい顔のまま。

「私、イライサ様が悪く言われるの嫌です！　だって、イライサ様は素す敵てきな人なんです。綺麗で優しくて、旦那様のことを愛してる、私が憧あこがれる誇り高いレディで……だから」

「エリカさん」

　イライサに名を呼ばれエリカは口を噤つぐむ。口を閉じた途と端たん、エリカはようやく自分の口から出た言葉が暴力だったことに気づいた。

　エリカはさっと青あお褪ざめ唇を震わす。放った言葉はもう唇に戻ることはない。青い顔のままイライサを見上げると、彼女は優しく微笑んでいた。

「エリカさん、心配をしてくださって、ありがとう」

　穏やかな声でそう言うと、イライサは手を伸ばし震えているエリカの肩をそっと撫でた。

「たまにね、夢を見るの。夢の中でスチュアートがね、『帰れなくてすまない』って謝るのよ。その夢を見るたびに、あぁここはスチュアートの帰る家なんだ、って思うの。ここは私たちの家で、帰る場所なのよ。私がここを動いたら、あの人どこに帰っていいのかわからなくなっちゃうでしょ？」

　イライサの手がエリカを労いたわるように撫でる。

「エリカさん、心配してくれたのにごめんなさいね、私はここを手放せないの。彼の帰る家はここだけだから……」

　勝手に思い込み、その思い込みに酔よいしれ暴走し、手ひどく彼女を傷きずつけた。子供っぽい狭きよう量りようさを正義と勘違いしていた自分の愚おろかさを、エリカはひどく恥はじた。

「ごめんなさい、ごめんなさい、イライサ様、ごめんなさい」

　震えながら謝罪の言葉を繰り返すエリカの肩を、イライサは柔らかに撫でていた。

「いいえ、ありがとう、エリカさん。あなたは私のこと本当に心配してくださっていたのね」

　イライサの柔らかな声にエリカは頭こうべを垂たれる。

　疑うことは簡単で、信じることは難むずかしい。

　イライサを疑うのも信じるのもエリカの選択で、イライサの選択ではない。それこそがエリカ自身の問題だったのだ。

「さぁ、せっかくだからお茶を淹れましょうよ。焼きたてのクッキーがありますものね」

　イライサはそう言って立ち上がると、まだまだぎこちない手つきで薬や缶かんに水を入れる。

「私もお手伝いします」

　肩を撫でていたイライサの温かな優しい手に、エリカは少しだけ母を思い出した。
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　自分がデビュタントとしてワルツを踊おどる日のことだった。

　事前にエスコートを打だ診しんされていた男だん爵しやくの娘が、この後におよんで「緊張して踊れない」と臆おく病びよう風かぜに吹かれ会場から逃げ出したらしい。つき添そいで来ていた男爵夫人は真っ青な顔で弁明をしていた。

　どうしてもワルツが踊りたいわけではない。すでに国王にも公式謁えつ見けんをすませている。この夜会でレディをエスコートしてデビューの証あかしにヴェーニーズワルツを踊らなくとも、周囲は自分を「紳しん士し」として扱っている。

　ただ、あれほど練習したワルツを披ひ露ろうできないことは、何となく面おも白しろくなかった。

　今からパートナーを見み繕つくろうにしても、デビュタントの証である白いドレスを着た女がパートナーもなしにうろついているとも考えられない。

　ケチがついたな、そんなことを考えながら男爵夫人の謝罪を聞いていると、一人のレディが尋たずねてきた。

「シュタイフ伯はく爵しやく夫人に、バーナード男爵夫人が大変だって、お聞きしましたのよ」

　そう言って控ひかえ室に入ってきたブルネットの女性は、柔やわらかな口く調ちようで涙なみだぐんでいる男爵夫人を励はげました。

「そう落ち込まないでくださいな。デビューは誰だれでも緊張しますもの、アビゲイル様のこと怒らないであげてくださいね。今度、うちの夜会で改めてヴェーニーズを踊ってはダメかしら？」

　娘の逃亡に動どう揺ようしきっていた男爵夫人の背を撫なでそう言うと、穏おだやかな笑みのままこちらを見た。

「でも、そうなると、こちらのステキな紳士が壁の花になってしまうわね」

　レディは悪戯いたずらっぽく笑うと、ぼうっと成り行きを見ていた自分に近づいてきた。

「ねぇ、私をダンスに誘さそってくださらない？　白いドレスじゃないけれど、ヴェーニーズは上手に踊れますのよ」

　彼女の美しい微笑ほほえみに、誘われるように手を伸のばしお伺うかがいをする。

「レディ、どうか私とワルツを……」

　初めての口上に柄がらにもなく緊張して、口は渇かわき声が上うわ擦ずる。強こわばった顔になったひよっこ紳士の手にレディは優しく手を載のせ、頷うなずいた。

「よろしくってよ、ステキな紳士さん」

　咲き初そめの白い薔ば薇らが開くとなりで、薄紅の大輪の薔薇が美しく舞う。社交界の花とも呼ばれる伯爵令れい嬢じようはデビュタントに交じり、とても優雅なヴェーニーズワルツを披露した。

　ワルツがこれ程に心ときめくものだとは思わなかった。少し速いヴェーニーズのリズムに合わせ、腕の中で微笑む彼女に自分は確かに恋をしていた。

　デビュタントが逃げ出した珍ちん事じと、取り残されたパートナーを機転で救ったレディの美談は今でも社交界で伝説のように語られている。

　誰よりも美しく輝かがやく本物のレディ。あの夜の輝きは今でも忘れられない。




　アシュリーはまだ眠い目を擦こすり、水差しに手を伸ばす。まとわりつく夢の残ざん滓しを追い出すべく水を一息に飲むと、大きく息をついた。

　ひどく懐なつかしい夢を見ていた気がする。昔見た美しい輝き。しかし、それを正確に思い出すことはできないでいる。

　ベッドから這はい出し、身み支じ度たくが終わった頃にトマスが部屋に来た。いつもどおりの手順でアーリーティーを淹いれ、綺き麗れいにアイロンがけされた新聞を置いた。

「今日の朝食は食堂でとる」

　主あるじの珍めずらしい申し出にもトマスは動じることなく返事をし、廊ろう下かで待機していたメイドにその旨むねを伝えた。

「お珍しいこともありますね」

　トマスの言葉にアシュリーは目を閉じ、気だるげに答えた。

「……夢見が悪かったから」

　答えにもなっていない返答をトマスが聞き返すことはなかった。

「然さ様ようでございますか」

　トマスは静かに答えると懐かい中ちゆう時ど計けいを確認し、アシュリーに一礼をする。

「食堂の準備が整いました」

　アシュリーは頷き立ち上がると、そのまま食堂に向かった。
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「今日も朝ごはん、美お味いしいなぁ」

　エリカは幸せとベーコンをまとめて嚙かみ締しめ、笑顔のままオレンジジュースを飲む。

　この屋や敷しきに来たばかりの頃は朝食を部屋に運んでもらっていたが、今は毎朝食堂で食べている。食堂に来るといろいろな使用人たちに会え、会話もできる。それになんといっても、厨ちゆう房ぼうが近いため料理はアツアツで、オムレツも湯気が上がるフワトロで！　といった具合に食いしん坊のエリカには食堂を選択しない理由はない。

　今日もフワフワのオムレツに蕩とろけた笑顔を浮かべ、つけ合わせのマッシュポテトの滑なめらかさにうっとりとしていた。

　そんなエリカの幸せな時間に、思ってもみない闖ちん入にゆう者しやが現れた。朝から不ふ機き嫌げんそうなアシュリーはエリカの顔を見るとあからさまに表情を硬かたくし、何も言わぬまま席に着いた。

「……おはようございます」

　一応挨あい拶さつの言葉をかけると、アシュリーは口の中だけでモゴモゴと挨拶らしき言葉をいい、そのままそっぽを向いて紅茶を飲み始めた。

　相変わらず嫌いやな奴だ。

　そんなことを思いながらエリカは残りのベーコンにフォークを突き立てる。程よい硬さのカリカリベーコンを堪たん能のうしていると、アシュリーがエリカの様子をじっと見ていることに気づいた。

「な、何よ。……何か私に言いたいことでもあるの？」

　喧けん嘩か腰ごしでアシュリーを軽く睨にらむと、彼は少し慌あわてた様子で弁べん解かいをする。

「別に他意はない！　……ただ、いつも美う味まそうに食べているな、と思っただけで……」

　アシュリーは視線を彷徨さまよわせ、なぜか頰を染め答えた。エリカも意味もなく急に恥はずかしくなって、目をそらした。

「……だって、ここの料理、本当に美味しいんだもの！　何かいけないの？」

　エリカも頰を染め、照れ隠かくしにオレンジジュースを飲んだ。アシュリーは「そうか」とまた口の中だけでモゴモゴと返事をすると、静かに食事を始めた。

　いつにもまして様子のおかしいアシュリーに疑問も感じたが、直接聞くにも気が引けて、エリカは彼を観察してみた。特に変わったところはなかったが、どことなくいつもと違う、そんな気がした。

　アシュリーは特に味わうことなく淡たん々たんと食事をとり、エリカが食後のお茶を飲む頃には、彼も朝食を食べ終えていた。

　アシュリーが静かだと気まずさを感じる。エリカはそそくさと席を立とうとすると、彼に引き止められた。

「待て。君に少し話がある」

「……私には話したいことはないわ」

「……いいから、座れよ！」

　互たがいに顔を顰しかめ、渋しぶ々しぶエリカが席に着くと控えていたトマスがさりげなく紅茶のおかわりを注そそいでいた。

　エリカは不機嫌を前面に出し、同じように不機嫌を前面に出したアシュリーを見ていた。アシュリーはエリカから目をそらし、自分を落ち着かせるように紅茶を一口飲む。彼は改めてエリカに向きなおると、表情を真ま面じ目めなものに変えた。

「君はまだイライサを信じているのか？」

　エリカは急な質問に戸と惑まどい、とっさに答えが出ない。落ち着くように胸の中だけで自分に言い聞かせ、アシュリーの質問を頭の中で何度も反はん芻すうし、ようやく口を開く。

「……えぇ、信じてる。勝手かもしれないけど、私は信じたいことを信じるの。もし違うなら、ちゃんと理由が知りたい」

　アシュリーはエリカの答えを聞くと、眉まゆをきつく寄せる。

「それが君を傷つけるような内容でも、……それでも君はイライサを信じてその真実が知りたいと言えるのか？」

　アシュリーの言葉にエリカは一いつ瞬しゆん怯ひるんだが、決意を込め背を伸ばし彼を見つめ返した。

「……えぇ、信じる信じないを選択することは私に与えられた権利だって解わかったから。信じることを選んだ以上、その結果を受け止める義務はあるもの。……私は自分の選択を中途半端にしたくない」

　エリカの強い目を見つめ、アシュリーは少し眩まぶしそうに目を眇すがめた。

「……後こう悔かいするかもしれないぞ」

　アシュリーの言葉にエリカは強気に笑ってみせた。

「後悔って後にするものなんでしょ？　先にしてるなら後悔じゃないわよ」

　エリカの笑みにアシュリーも不敵に笑った。

「そういうの、嫌きらいじゃないね。──トマス、招待状を用意しろ。交こう霊れい会かいを開くぞ」

　アシュリーの命めいに後ろに控えていたトマスが頭を下げた。

「承知いたしました」

　トマスの美しい礼を横目に、エリカは自分の選択の正しさを祈り、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締めた。
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　葬そう儀ぎ用ようの黒のベールを被かぶり、喪も服ふくのような、しかし装そう飾しよく過か多たの黒のドレスを着せられ、エリカはローレンスと共にアシュリーに従って件くだんの小部屋に入った。

「今日はお越こしいただき誠に感謝いたします」

　アシュリーは不ふ遜そんなほど堂々と二人のゲストに声をかけ、芝しば居いがかった様子で一礼をする。

　不機嫌そうな顔をしたカッセルズ伯爵はアシュリーの挨拶に顔を顰め、オズワルド・ハリントンは冷ややかな目で一いち瞥べつしただけだった。

　アシュリーが二人の前の席に座ると、エリカは銀盆に載った古めかしいトランプを渡す。

　そのトランプは数字の札にまで絵のついた珍しいもので、アシュリーはその絵を見せるようにざっと一列に並べ、ツイッと指を器用に動かすと、カードが波のように動き全部が伏ふせられた。

「私がお二人を交霊会にお招きしたのは、精霊からの啓けい示じを受けたためです。私はその啓示に従いお二人に言葉を伝えねばなりません」

　アシュリーはカードをまとめなおし軽くシャッフルしながら、託たく宣せんを携たずさえた予言者のように静かに告げた。

　仰ぎよう々ぎようしい物言いに伯爵はひどく苛いら立だった様子でアシュリーを睨む。

「くだらぬ茶番に付き合う気はない。早く要件を言え」

　威い圧あつ感かんたっぷりの伯爵の声にもアシュリーは薄く笑ったまま、不ぶ気き味みに黙だまるハリントンを見た。

「えぇ、私も預かりの言葉を早く貴方あなたたちに渡してしまいたい」

　アシュリーはそう言うとシャッフルの終わったカードを一つにまとめ伏せて置いた。

「どうぞ、伯爵そのカードの山をお好きなところで分けて取ってください」

　ニコリと笑いアシュリーはカードを指し示す。

「貴様、あの呼び出しにあったイライサに関する重要なこととは、一体何なんだ！」

　伯爵の怒ど声せいにもアシュリーは静かな微笑を崩さない。

「さぁ、カードを。そのカードがそれをお教えします」

　一歩も引かないアシュリーのふてぶてしい態度に、伯爵は舌打ちし乱らん暴ぼうにカードの山を半分に分けた。

「それではそのカードを使いましょう」

　アシュリーは伯爵からカードを受け取ると角を揃そろえ、またその場に伏せて置いた。

「昨今トランプは紳士たちのちょっとしたゲームに使われておりますが、本来タロットの小アルカナのカードでしてね。タロットは大アルカナ二十二枚と小アルカナ五十六枚で構成され、大アルカナは宇宙の理ことわりを、小アルカナは人間社会の様々な出来事を表す、そんなカードなのです」

　そう言って、アシュリーは伯爵が選ばなかったカードの山をひっくり返し、二枚のカードを抜き出した。

「スペードは剣、貴族や権力。クラブは杖つえ、農民と革新。ハートは聖杯、聖職者と愛情。ダイヤは金貨、商人と金銭を表します」

　選んだ二枚のカードのうちのハートのエースを指し示し、アシュリーは解説を続けた。

「例えばこの正位置のハートのエースは愛情に満たされた幸福を意味します。家族や恋人の愛に包まれた穏やかに満たされた状態にある時に現れるカード。……フフフ、非常に羨うらやましいカードですね」

　そう笑ってからアシュリーはもう一枚のクラブの２を指す。

「こちらは逆位置となったクラブの２。これは未来に対する不安を意味します。これから起きる事に希望が持てず不安に苛さいなまれ、八はつ方ぽう塞ふさがりになる。そんな暗示を与えるカード」

　アシュリーは黙りこくってカードを見つめる二人にニヤリと笑うと、伯爵の選んだカードをハリントンの前に置いた。

「先に言いましょう。貴方たちが人生を選択したようにカードもすでに選択されている。伯爵にはスペードのキング、ミスター・ハリントンにはダイヤの６。これは精霊の示した答え。しかし、私はこのカードの意味に疑問を持っています。お二人のような立りつ派ぱな紳士たちが、『そうである』はずがないと。だからこそ、その結果を覆くつがえして欲しい、そう思い新たにカードを選択していただきます。精霊ではなくご自身の選択でカードを切り取っていただきたい」

　疑念に満ちた表情になる二人にも、アシュリーは涼しい顔。何の揺ゆらぎもない。

「どうぞ、ミスター。今度は貴方が分けてください」

　ハリントンは無表情のままカードの山を半分ほど取る。アシュリーは頷き残ったカードを自分の手元に取った。

「こうしてお二人は人間世界を選択して今まで歩んでこられた。そして、その選択は生きる限り続く」

　アシュリーは手元のカードを伏せたまま一列に並べた。カードは全部で九枚あった。

「さぁ、選択を続けましょう。伯爵、このカードを半分に──」

「いい加減に茶番はよせ！」

「さぁ、カードを！　もう一度半分、切り取ってください。貴方の人生でしてきた残ざん酷こくな選択のように」

　アシュリーの迫力に押され、伯爵は言われるまま、カードを四枚取る。残った五枚をアシュリーは避よけ、伯爵の選んだ四枚をもう一度並べる。

「もっと切り落としてください。戻らぬ過去の選択がそうであったように」

　伯爵は震ふるえる指で二枚選び、残りを切り捨て、残った二枚のうちの一枚を選び──そうして手元には一枚だけのカードが残った。

　伏せられた一枚のカードを前に置き、伯爵は青あお褪ざめた顔でそのカードをじっと見ている。

「さぁ、今度は貴方の選択の時間です。ミスター・ハリントン、伯爵が切り捨てた道を貴方は同じように選択していく」

　そう言って、伯爵が残した五枚のカードをハリントンの前に置く。

「さぁ、半分に切り取ってください」

　ハリントンは無言のまま少し眉を寄せカードに手を伸ばす。五枚から二枚を取ると、また残りの三枚を半分にし、二枚を取る。そして残ったカード一枚をアシュリーは静かにハリントンの前に置いた。

「それが貴方たちが選んだカードです」
















　アシュリーの低い声に二人はじっと伏せられたカードを見つめている。そんな二人の男を前にしてアシュリーはスッと息を吸い、半はん眼がんになる。

「あぁ、貴方たちは結局提示された現在を選んでしまっている。商人は逆さま金貨の６、他人のものを羨み欲する強ごう欲よくとその自己愛。貴族は逆さまの剣を持つ王、利己的で残酷な愛を押しつける、支配欲ばかりの虚うつろな力。人生もカードも同じ選択だ」

　アシュリーは吟ぎん遊ゆう詩し人じんのように不吉な予告をしてから、彼らの前に伏せられていたカードをめくり表を向けた。

「～っ、馬ば鹿かなッ!!」

　伯爵は青褪め思わず立ち上がった。

　伯爵の前には逆位置のスペードのキング、ハリントンの前には逆位置のクラブの６が現れた。アシュリーが予告したものと同じスートと数字。

　ハリントンは顔を強ばらせアシュリーを睨む。アシュリーは半眼のまま二人が選ばなかったカードを一枚取り出し彼らの前に移動させた。

「これがお二人が切り捨てたモノ、逆位置のスペードのジャック。カードが暗示するものは追従する小心者、もしくは詐さ欺ぎ師し。……裏切り者は追い出された、カードでも人生でも」

　ゆっくりとアシュリーはカードをめくる。──そこには逆さまのスペードのジャックが。

「……どうして……それを……」

　ハリントンは恐ろしい目で逆さまの「詐欺師」のカードを、そしてアシュリーを見た。

「イ、インチキ……だ」

　糾きゆう弾だんするには弱々しい声で伯爵が言うとアシュリーは低く笑った。

「どうして？　お二人ともカードはご自身で選んでいたではありませんか」

　アシュリーは笑顔のまま二人を睥へい睨げいし、不敵に言い放つ。

「たとえインチキだとしても、その結果は変わりませんよ。貴方たちはスペードのジャックを切り捨て、各々の望みを選んだ。他人の財産と虚ろな権威に伴ともなう名誉。心当たりがおありでは？」

　その問いかけに先に崩れたのは伯爵だった。彼はブルブルと唇くちびるを震わせると「あの男が」と何度もつぶやく。

「あ、あ……あの男が悪いんだ。家名を汚けがすようなことばかり……これ以上カッセルズの名を汚すようなことは」

「伯爵っ！　そのことは」

　ハリントンが言葉を遮さえぎろうと鋭く声をかけたが、それは逆効果だったようだ。伯爵は禍まが々まがしい目でハリントンを睨ねめつけ彼を責めた。

「貴様がお膳ぜん立だてしたから私は乗っただけだ！　私は貴様のように卑いやしく他人のものを欲したわけではない、名誉のために動いただけだ！」

　伯爵の言葉にハリントンの顔は険しくなる。

「えぇ、それは認めましょう。しかし私が何もしなければ、今頃伯爵は『詐欺師の義ぎ父ふ』として後ろ指を指され、破産をしていた」

「なっ……貴様っ!!」

　二人の仲間割れにアシュリーは口元を上げ余裕の笑みを浮かべる。

「まぁまぁお二人共、少し落ち着いてください。揉もめたところで結果は変わらない。貴方たちに追い出されたスペードのジャック、スチュアート・ナイセルは雲隠れしたまま、まだ貴方たちの思おも惑わくどおりにことは動いている」

「──何、を」

　スチュアートの名にハリントンは僅わずかに眉を寄せた。たったそれだけだったが、彼の動揺は十分すぎるほどアシュリーに伝わった。

　アシュリーは穏やかな声で語りかける。

「いいのですよ、精霊はすべて知っている。貴方たちがスチュアート・ナイセルが関係した詐欺事件の後始末のために大変なご苦労をなさっていること、私も同情いたしますよ」

　アシュリーはそう言うとスペードのジャックのカードを手元に寄せ、手て慰なぐさみのようにカードをくるくると回す。

「そんなご苦労に対し、僅かばかりの報ほう酬しゆうとして死亡保険金を望むことの何がいけないのか。そう考えた貴方たちを誰が責められましょう？　娘むすめ婿むことはいえ伯爵家に連なるものが詐欺だの破産だの、そんなみっともないことは許されない」

　伯爵の顔色はますます悪くなっていく。喘あえぐように何度も呼吸を繰り返し、震える手でタイを緩ゆるめる。

　アシュリーの不ふ可か思し議ぎな力を見せつけられ、伯爵の常識はぐらついていた。それに追い討うちをかけるように娘婿の詐欺事件を指し摘てきされ、しかも保険金のことまで暴あばかれて……彼にはアシュリーの言葉に対抗する気力は残されていなかった。

「爵位は、それにふさわしい人物にあってこそ輝く。『伯爵』という爵位タイトルを背負う力量が自分にはあって彼にはない。それは女性に対しても言える。美しい花を愛めでるにはそれに見合った男でなくてはならない。花を美しく咲かせ続けられる力がある男だけが花を愛する資格がある。──花に意思などありませんからね」

　硬い顔のハリントンの頰ほおにカッと朱しゆが差す。殺意の籠こもる目でアシュリーを睨めつけ、彼はぐっと奥歯を嚙み締めた。

「お二人の利害と目的は一致した。『スチュアート・ナイセルの排除』という選択、それがお二人の共通の結論。だからこそ、彼は金を持って行方ゆくえを眩くらませた。手切れ金を受け取ったんですから、ナイセル氏だって同意したのです。彼は伯爵家の重圧から逃げ出した。レディ・イライサを裏切ったのはスチュアート・ナイセル本人ですよ」

　アシュリーは憎ぞう悪おに顔を歪ゆがめるハリントンに微笑みかけ、ささやくように尋ねた。

「傷心の女性はなびきやすい。どうです、レディ・イライサは無能な夫を排除してくれた貴方に感謝のキスでもしてくれましたか？　『ありがとう、やっぱり男はお金がなくっちゃ！』ってね」

「……っ、黙っていればっ！」

　ハリントンは立ち上がりアシュリーの胸ぐらを摑つかみ上げた。アシュリーは抵抗もせず笑顔のままで言葉を続けた。

「おや、何を怒っておられるのかな？　貴方の望んだレディ・イライサの答えはそうだったはずですよ。貴方こそが、レディ・イライサが金になびく女であることを望んで行動した。彼女をそんな女だと蔑さげすんでいたのは貴方自身だ」

「違うっ！　そんな女であるはずがない！　彼女は気高く、私など一いち瞥べつもしなかった。スチュアートを待ち続け……誇ほこり高いまま、あの時のまま……」

　ハリントンの怒声は次第に撓たわみ、最後は泣き声のように力なく絞しぼり出された。




　エリカは黒いベール越しに男たちが繰り広げる一連の喜劇を見ていた。

　男たちの口から吐き出される自分勝手な主張に、エリカは強く握った拳を震わせ怒りを堪こらえていた。

　なんて身勝手なんだ。誰も彼も自分の気持ちばかりで、イライサの気持ちなど露つゆ程ほども考えていない。

『誰かの幸せを祈いのることは悪いことではないはずです。伯爵も、ハリントン君も、いつも彼女の幸せを祈っている──』

　あの執しつ事じはそう言って悲しく微笑んだ。

　確かに二人はイライサの幸せを祈っている。しかしその祈りは彼女の救いにはならない。

　彼女の望んだことはほんの小さなことだけだった。なのに──

「なんで誰もイライサ様の本当の幸せを祈ってくれないのよっ!?」

　醜みにくい男たちの喜劇にエリカは大声で異議を唱えた。

　突とつ然ぜん大声を上げた少女に伯爵とハリントンは驚おどろき動きが止まる。アシュリーだけが小さく舌打ちをした。

「イライサ様のことはどうでもいいの？　お金や名誉がそんなに必要なの？　そんなものの方がイライサ様よりも大事だって言うの？」

　エリカの叫びに伯爵が顔を怒りに歪める。

「金も名誉もないそんな惨みじめな暮らし、私の娘であるイライサにはふさわしくない！」

「だったら、イライサ様を解放してあげてよ！　あなた、お父さんなのにちっともわかってない。イライサ様に必要だったのは贅ぜい沢たくや名誉じゃない。お母さんを亡くしたことを一いつ緒しよに悲しんでくれるお父さんだったのよ！　あなたはそうじゃなかった！」

　エリカの言葉に伯爵の顔は悲しみへと歪んでいく。

「お前に何がわかる！　イライサは幸せにならなくてはいけないんだ、それが妻が望んだ……たった一つの……私にねだった、たった一回だけの……」

　死の間ま際ぎわ、それまで何かをねだったことのない妻は強くねだった。死に行く女の力とは思えぬ強い力で夫の手を握り、娘を幸せするように願ったのだ。

　声は震え、明めい瞭りようさを失っていく。伯爵は肩を落とし項垂うなだれた。

　エリカは伯爵の震える肩を見て静かに口を開く。

「大人なのに、どうしてそんな簡単なことがわからないの？　伯爵様は贅沢で奥様を失った痛みを消すことができたの？」

　喪そう失しつによる痛みを忘れた日などない。エリカの言葉に伯爵は何も言わず弱々しく頭を横に振った。

「あなたもよ、ミスター・ハリントン。イライサ様はあなたにお金なんて求めていなかった。あなた、それがわかっていながら、どうして……」

　エリカの問いに、ハリントンは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑いながら応こたえた。

「それしか、スチュアートに勝てなかったからだよ。学生時代からスチュアートはいつも私の前を歩いていた。成績も人物評価も……そして恋も。奴やつに勝てるたった一つのことが金かね勘かん定じようだった。私は勝てることでしか勝負をしない」

　ハリントンの悲しい笑みからエリカは目をそらした。

「そのお金にイライサ様が屈くつしたら、あなたはあなたが愛したイライサ様を壊してしまうとは思わなかったの？」

　エリカの言葉にハリントンはおかしそうに笑い、答えた。

「しかしあの人は屈しなかった。私の金などではあの人に髪一筋ほどの傷さえつけられなかった」

「馬鹿じゃない？　お金で揺さぶられて傷つかない人がいるとでも思ってるの？　イライサ様は十分に傷ついたわ！　……どうして最初から、ただ好きだって言っちゃダメなの」

　エリカの悲しい声にハリントンは力なく笑った。

「それではスチュアートにまた負ける。これ以上、私も傷つきたくないんだよ」

　大人と呼ばれる男のひどく臆病で弱い様に、エリカは哀れみの目を向けた。




　交霊会が行われていた部屋には先ほどとは違った空気が流れていた。

　それまで立派な紳士だった男たちが肩を落とし、遣やる方かたない顔で息をか細く漏もらしている。アシュリーは嵐あらしのように場を荒らした黒いドレスのエリカを一瞥し、もう一度小さく舌打ちすると小声でローレンスを呼んだ。

「おいあの小娘を連れていけ。このままうたわせる」

　アシュリーの指示にローレンスは素す早ばやく動く。

　興奮して肩で息をするエリカの背を優しく撫で、「もう大丈夫ですよ」とささやく。次第に呼吸が落ち着いたエリカが自省に俯うつむく。ローレンスはそのまま彼女を隣室に移しソファーに座らせ、休ませた。

　ぐったりとソファーにもたれたエリカはお茶の用意をするローレンスの後ろ姿を見ながら、先ほどの交霊会の様子を思い返していた。

　アシュリーは伯爵たちが選ぶカードをあらかじめ予言し、伯爵たちが自分で選んだカードは確かに予言されたカードだった。

　何かトリックを使ったとしても、一体どうやって……本当は彼には何か不思議な力があるのかもしれない。そんなことを考えていると、ローレンスが温かいお茶を差し出した。

「エリカ様、お疲れでしょう。どうぞおくつろぎください」

　香りのいい湯気を立てるティーカップを受け取り、エリカは礼を言って口をつけた。

　躰からだを内側から温められ、エリカはほっと息をつく。ようやく落ち着きを取り戻し、エリカは改めてローレンスに礼を言うと、例のカードのことを尋ねた。

「ローレンスさん、さっきのカードのアレ……、どうなっているんですか？　伯爵たちは自分でカードを選んでましたよね。それをどうやって……」

　不安そうに眉を歪めたエリカにローレンスはにこりと笑い皿にクッキーを四枚並べた。

「ここに四種類のクッキーがありますよね」

　そう言って、バター、チョコレート、レーズン入り、チョコチップの四種類のクッキーをエリカに見せた。

「エリカ様はどのクッキーがお好きですか？」

「……チョコチップクッキー、です」

「それでは、私がエリカ様にチョコチップクッキーを選ばせてみせましょう」

　ローレンスはクッキーの載った皿をエリカの前に置いた。

「ではエリカ様、そちらのクッキーを二枚ずつに分けてください」

　エリカは頷き、バターとチョコレート、レーズン入りとチョコチップの組み合わせに分けた。

「それではこちらから選びましょう」

　今度は、レーズン入りとチョコチップの組を指差した。

「エリカ様、一つずつに分けてください」

　言葉のままにクッキーを分けると、ローレンスはまたにこりと笑いチョコチップクッキーを指差す。

「エリカ様の選んだのはこのチョコチップクッキーです」

　馬鹿にされたような気がしてエリカは憮ぶ然ぜんとした表情になった。

「当たり前じゃない。それに私は何も選んでないわ、ただ言われたままにクッキーを分けていっただけ、で……あっ、あぁ、そっか！」

　ようやく気づいたエリカにローレンスは微笑む。

　伯爵たちはカードを分ける作業をしていたが、分けたカードのどちらを使うのかはアシュリーが指示していた。言葉巧たくみに「選んでいるのは自分」と思わせ、カードを分ける作業をさせることで伯爵たちがカードを「選んで」いたように見せかけただけ。実際のところカードを選んでいたのはアシュリーということになる。

「あのカードには全部それとわからないように印がついていますから、伏せられていても中身はわかります。……このクッキーのようにね」

　ローレンスの説明にエリカは呆あきれるやら感心するやらで、大きな溜ため息いきをついた。

「あの人、本当にペテン師だわ……」

　エリカのつぶやきにローレンスは苦笑すると、チョコチップクッキーをもう一つ追加した。




　エリカたちが部屋を出ていったことを見届けると、手早く香こう炉ろを用意し、照明を暗くする。程なく薄暗い部屋には白びやく檀だんの香りが漂ただよい始めた。

　香りが部屋に充満するとアシュリーは静かな声で切り出した。

「心の澱よどみを洗い流し、新たな祈りを始めることこそ、レディ・イライサの幸せに通じます。彼女の幸せこそが貴方たちの真の望みだった。そこに立ち戻るのです」

　アシュリーの声に伯爵とハリントンは少しだけ顔を上げる。アシュリーは彼らに優しく微笑むと柔らかに語りかけた。

「どうぞ、己おのれの後悔をこの場に捨ててください。レディ・イライサのために」

　告こつ解かいを促うながす司し祭さいのように穏やかなアシュリーの語り口に、魔ま術じゆつ師しに懐かい疑ぎ的てきだった紳士たちは陥かん落らくした。




　伯爵たちの馬車を見送ると、アシュリーは大きな溜息をついた。

「一時はどうなるかと思いましたよ」

　後ろに控えていたローレンスの言葉にアシュリーは苦く笑う。

「それは俺のセリフだ。──まぁ、あの小娘のおかげでこれ以上ない興奮状態には持ち込めた。結果的には成功、としておこう」

　交霊会でエリカが起こした騒動の後、伯爵たちは「告解」という名の「自じ供きよう」に応じた。

　アシュリーの読みどおり、伯爵はスチュアートが起こした詐欺事件を揉み消すためハリントンと共きよう謀ぼうして一連の失しつ踪そう事件を引き起こした。

　しかし意外なこともいくつかあった。彼らに強要され加入したと思われていたスチュアートの保険は、事件が発覚する前に本人が自主的に加入していた。

　そして、もう一つ大きな、誤算といってもいい事実──

「しかし、伯爵もハリントンも金だけ握らせて、スチュアートのその後の足取りを全く把握していないとは……面倒だな」

　当初、スチュアートの逃亡の手助けをしていると睨んでいたハリントンは彼に資金を提供しただけでその後は一切関わっていなかった。ハリントンは伯爵が、伯爵はハリントンがその後の助けをしていると互いに思い込んでいた。

　互いにスチュアートの行方を把握していないことに驚いていたほどだった。

「こうなると、ナイセル氏の行方はジャックの情報だけにかかってきますね」

　ローレンスの言葉にアシュリーは疲れた表情で同意する。

「ランドルフの働きに期待するしかないな」

　アシュリーは市し警けいのある方角を見て苦笑いを浮かべた。
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　交霊会が終わるとエリカは自室に戻り、黒いドレスのままぼんやりと窓の外を見ていた。

　人の想いの複雑さを見せつけられ、エリカの中でいろいろなものが処理できず、上手く物事を考えられなかった。

　伯爵もハリントンもイライサの幸せを願っていた。その願いはイライサの望む形ではなかったけれど、確かに彼女のために祈りは捧げられていた。

「どうして、なのかなぁ」

　どうして単純な物事がこうも複雑になるのか、エリカには理解できない。

　どうして、ただ素直に想い合い、温め合う、それだけのことができないのか。

「好きって、言うだけじゃ、伝わらないのかな？」

　誰に問うでもなく、エリカは一人つぶやいた。その瞬間、何な故ぜかアシュリーの顔を思い出しエリカは焦あせり赤面する。

　──な、なんで、ここであいつの顔を思い出すのよ！　何なのよ、全く!!

　エリカはひどく動揺し、意味もなくクッションを並び替えていると、ドアがノックされた。

　赤い顔のまま返事をすると、こちらも何やら複雑な表情をしたアシュリーが包みを手にして入室してきた。

「な、何よ！」

　自分でもわからない恥ずかしさに、いつもどおりの喧嘩腰な応対をすると、アシュリーは顔を顰しかめ、こちらもいつもどおり嫌味な返答をする。

「君には大した用なんかないよ。ただ、先ほどの交霊会、ご苦労だったと労ねぎらってやろうと思っただけだ」

　労いとは思えぬ態度のアシュリーにエリカは鼻はな白じろんだ。いつものように文句を言おうと口を開いたが思いとどまり、エリカは別の言葉を告げた。

「……さっきは、ごめんなさい」

　エリカはアシュリーに頭を下げた。異論があることとはいえ、自分がアシュリーの仕事の邪魔をした。そのことは素直に謝罪するべきだった。

　心情的にどれほど自分が正しいと思っていても、客観視すれば、感情的に大声を上げ客に対し暴言を吐いたことには違いない。

　素直に謝あやまるエリカにアシュリーはモゴモゴと何かを言い、持っていた包みを彼女に押しつける。

「反省しているなら別にいい。……これは今日の礼だ、ありがたく受け取るんだな」

「えっ!?　ちょ、ちょっと……、あ、ありがと……」

　包みを受け取ると、アシュリーは小さく笑い黒いドレスのエリカを見ていた。

　喪服を模した黒いドレスはよく見ると同色である黒のレースで飾られた甘やかなもの。少女らしい可か愛わいらしさと大人の女の色香のちょうど中間を切り取ったような、ひどく思わせぶりなドレス。

　アシュリーが黒のドレスをじっと見ていることに気づいたエリカは、少し照れくさい気持ちを隠し、おどけてみせる。

「どう？　このドレス、真っ黒なのに可愛いでしょ。エヴァさんが見立ててくれたのよ」

　アシュリーはエヴァの名を聞くと途端に機嫌が下か降こうする。眉を顰め顔を背そむけると、不ふ貞て腐くされて言い放つ。

「そんな気味の悪いドレス早く着替えたまえ、縁えん起ぎでもない」

　いきなり不機嫌になったアシュリーにエリカもムッとする。

「はいはい、早く着替えればいいんでしょ！　もぉ、せっかく髪もエヴァさんにまとめてもらったのに……着替えの時にもう一回やってもらお……」

　エリカの何気ないつぶやきにアシュリーはますます機嫌が悪くなる。

「君は何を考えているんだ、そんなことにエヴァを使うな！　ハンナを呼べ！」

　そう言うとアシュリーは肩を怒らせ部屋から出ていった。

　勢いよく閉められたドアを見つめ、エリカは何とも言えない敗北感を味わっていた。

「……何よ、別にアンタからエヴァさん盗とろうってわけじゃないんだからいいでしょ！」

　エリカはドアに向かって文句を言ってから、アシュリーが持ってきた包みを開けた。

　包みの中身は小箱に入ったチョコレートだった。並ばずには買えないという、ドラップスのラズベリーチョコを眺め、エリカは溜息をついた。

「ホント、あの人って……何なのよ？」

　苦し紛まぎれに口に放り込んだラズベリーチョコは甘酸っぱく、どこかほろ苦い複雑な味わいだった。
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　通常業務に紛らせてギャスパーことジャックの内ない偵ていを進めていたランドルフのもとに、知能犯専門のジェフリーが複雑な表情でやってきた。

　ちょっといいか？　そう言って会議室に連れられてきたランドルフにジェフリーは奇き妙みような報告をする。

「あのさ、ギャスパーの件だがよ、一応、国際手配かけられたから」

「おう、手間かけさせたな。ありがとな」

　ランドルフが礼を言うとジェフリーが頭を搔かきながら一通の報告書を差し出す。

「で、ギャスパーっていうかジャックの件だがよ、少々妙なんだよ」

「妙って、何だよ？」

　ランドルフは差し出された報告書を受け取り、パラパラとめくり尋ねる。

「その報告書にもあるんだけどよ、……『ジャック』と『ギャスパー』が同時にいる時期があるんだよ」

　その言葉にランドルフは眉を強く寄せ、睨むように報告書を読み込む。報告書を見るランドルフの恐ろしい顔にジェフリーは苦笑しながら報告を続ける。

「俺もさ、ギャスパーっていうのはジャックの別名義だと思っていたんだけどよ……その報告にある宿やど帳ちようやらの四年前の記録を見ると、『ジャック』って赤毛の男と『ギャスパー』って金髪の男が別々にいて、一緒に動いてる。ギャスパーって男は実在するみたいなんだ」

　ランドルフの眉はさらに寄る。ジェフリーの言うとおり、ギャスパーの罪状を増やすため追加で行った調査で出てきた資料には、ジャックとギャスパーが一度だけ二人組で詐欺をしている。

　中肉中背の赤毛のジャックと、ひょろりと背の高い金髪のギャスパー。ギャスパーの特徴はスチュアート・ナイセルとも共通していた。

「……ギャスパーこそがスチュアートってことなのか？」

　そのつぶやきにジェフリーが首を傾かしげたが、ランドルフはそのまま報告書を読み進める。

「──で、よ。一応、国際手配の特徴の方を赤毛と金髪、どちらかってことにしといたんだが……ジャックじゃないのが釣つれるかも、しれないぞ？」

　恐おそる恐る窺うかがうようなジェフリーの物言いにランドルフはニヤリと笑う。

「それこそ手間が省けるってやつだ」

　上機嫌になったランドルフにジェフリーはほっと胸をなで下ろした。




　早速、ジャックとギャスパーが別人であるかもしれないという報告を携たずさえ、ランドルフはアシュリーの屋敷を訪れた。

　アシュリーはランドルフの報告を受けると少し険しい顔をして黙り込んでいる。

「どうしたよ？　もしギャスパーがスチュアート・ナイセル本人ならジャックに吐かせるって面倒事が減って、ちょうどいいじゃねぇか」

　ランドルフの軽口にもアシュリーは表情を緩めない。しばらく報告書を睨むと、彼はポツリとつぶやいた。

「このギャスパーって男からはスチュアート・ナイセルの匂においがしない」

　アシュリーのつぶやきにランドルフは鼻で笑う。

「魔術師サマの勘かんってヤツか？」

「……そうだな、そうとしか言えないが。このギャスパーの行動すべてからスチュアートを感じさせない。せこい詐欺を嬉き々きとしてやっている。ジャックと同じ匂いはするが、スチュアートが持っていた信念らしきものが全くない」

「犯罪者にありがちな、『一線を越えちまった』ってやつかもしれないぞ。一つ越えちまえば善悪の判断がそれまでと変わっちまう」

「それにしても、だ」

　アシュリーはそう言うと報告書にある日付を確かめる。

「この、ギャスパーが出現したのは確かにスチュアートが失踪してからだ。スチュアートが失踪して一月経たつとこのギャスパーが登場する。だが、この空白期間に心境の変化があったとしても……堕だ落らくのスピードが速すぎる」

　アシュリーは険しい顔のまま、ブランデーグラスに手を伸ばした。

「スチュアートは教育への情熱を語って出資者を募つのった男だ。それなりに説得力があったからご婦人方は話を深く聞いて、結果騙だまされた。どこまで本気だったか知らないが、彼なりに教育や慈じ善ぜん活動に信念なり何かがあったはずだ」

　アシュリーはそう言うとブランデーを一口飲み、眉を寄せる。

「安い詐欺を喜んでやる、そういう男であって欲しくないって、ただのお前の願望かもしれないぞ」

　ランドルフは意地悪く笑い、手て酌じやくでブランデーを注つぐと一息に飲み干した。

「とにかく、国際手配はかかった。ジャックだかギャスパーだかわからんが、よっぽど僻へき地ちに引っ込んで大人しくしてない限り、どこかからは情報が来るだろうよ」

　ランドルフはそう言うと席を立ち、まだ難しい顔をしているアシュリーを一瞥する。

「憧あこがれの君が選んだ男がいい男とは限らないぜ？　世の中にはお前みたいなクズが大好きって女もいるんだからよ」

　そう言って笑うと、ランドルフはアシュリーに手を振り去っていった。

　アシュリーは報告書のギャスパーの名を睨んだまま、唇を嚙んだ。

　お金よりも地位よりも素す敵てきなものを彼は持っているの。

　彼女の声を思い出し、アシュリーは胸に広がる苦味を洗い流すため、再びブランデーに手を伸ばした。





[image: ]






　エリカはイライサと並んでクッキーを成型していく。型抜きで生地をくり抜き形を整え天てん板ばんに並べていく。

「型で抜くのも意外と難しいわね」

「少しくらい形が変でも、焼く前に直せばいいですよ」

　二人がかりで天板にクッキーを並べ終えると、温めておいたオーブンに入れ焼き始める。火加減と時間を確認して、エリカは大きく伸びをした。

「あとは焼き上がりを待つだけですね」

「待っている間にお茶でもしましょ」

　イライサは微笑みながらティーポットの用意をした。随ずい分ぶんと手際のよくなったイライサの手元を見ながら、エリカも微笑む。

　紅茶の湯気を眺め、イライサはポツリポツリと「その後」を語った。

「この頃ね、父が妙なのよ……この前も『一緒に夕食でもどうだ』なんて言ってね。あんまりにもぎこちなく言うから、なんだかおかしくて笑っちゃったわ」

　少し目元を潤うるませ彼女もまたぎこちなく笑った。

　あの交霊会の後、カッセルズ伯爵の何かが変化したようだ。劇的に歩み寄り和解する、とはいかないようだったが、確かに彼の何かが変わって、イライサと向き合うきっかけとなっている。

　それはハリントンについてもそうだった。

　彼はあの後一度だけイライサのもとを訪れた。

「すまなかった」と一言謝ったきり、彼はイライサの屋敷を訪れていない。

　イライサの幸せを祈る二人は、その祈りを彼女の望みに近づけたようだ。

　きっといい方向に向かっているのだ。イライサを取り巻く世界に柔らかな兆きざしが見え始めている。

　あとは、スチュアートが帰ってくれば……。

　エリカはイライサの仄ほのかに赤みのさした頰を見つめ思った。

　彼女の望んだささやかな幸せは、穏やかに愛し愛される静かな暮らし。その最後のピースが揃えば、イライサの願いは成じよう就じゆする。

　エリカが彼女の幸せを祈る頃、キッチンにはクッキーの焼ける甘い香りが漂い始めた。

「もうそろそろ焼けますね」

　エリカの言葉にイライサは微笑む。

「美味しくできたかしら？　喜んでもらえるといいのだけど」

　ウキウキと弾む声でつぶやき、イライサは待ちきれない様子でオーブンの扉とびらを見ている。

「そうだ、イライサ様。ラッピングの用意しないと！」

　エリカは慌てて立ち上がり、包み紙とリボンを探し始めた。

　慈善バザーのためのクッキーを作る、穏やかな午後の時間はこうして過ぎていった。
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　その日の夜遅く、ジェフリーからランドルフのもとに報告書が届いた。

　報告書を見るなりランドルフの顔が険しくなる。

「……どういうことだ？」

　彼は「大至急」と確認の要よう請せいを出し、そのままアシュリーのもとへ急いだ。

　深夜近くにアシュリーとの面会が叶かなうと、ランドルフは前置きもせずに切り出す。

「ギャスパーが見つかった。シチリダーノの警察に捕まってとっくに牢ろうにぶち込まれてたぞ」

　意外にもあっさりともたらされたギャスパーの追跡情報に、アシュリーの眉がぴくりと動く。

　ティベーリ河を挟んで国境とする隣国シチリダーノ。隣りあう国の宿命としてルサカントとも過去にはいろいろとあったが、現在は比較的穏やかな国交により、犯罪捜査協力の条約もある。ギャスパーから情報を引き出すにはうってつけの国で捕まった、とも言える。

　追っていたギャスパーの所在が摑めたにしては険しい表情のランドルフに、アシュリーの顔も険しくなる。

「そりゃめでたい、という報告ではないみたいだな」

　アシュリーの察さつしのよさにランドルフは皮肉げに笑う。

「あぁ、そうだな。ギャスパーが捕まった罪状は『詐欺』……奴は出頭して捕まったんだ」

「……出頭？　わざわざ出頭するほど、警察に追い詰つめられてたのか？」

　アシュリーの困惑にランドルフは頷き答えた。

「そうだ、出頭だ。奴は自分から警察に出頭して助けを求めた」

「……奴はどんなヘマをした？」

　ランドルフはアシュリーの前に報告書を投げ置く。素早く手を出すアシュリーをランドルフはじっと見つめた。

「奴らは街を牛ぎゆう耳じっているマフィアの尻尾しつぽを踏ふんだらしい。縄なわばり荒らしをした結果、激しく暴行を受けた赤毛の男の死体が街の運河に浮かんだ。その日のうちにギャスパーが出頭って形で警察署に逃げ込んできた」

「赤毛の男……ジャックは死んだのか？」

「ああ。推測でしかないが赤毛のジャックは殺され、そして金髪のギャスパーが残った」

　結局、ジャックとギャスパーは別人だった。しかし、ジャックを追っていたのはあくまでもスチュアートの行方を探るためである。

　スチュアートと同じ金髪の男が捕らえられているならば、目的は完かん遂すいといってもいい。

「その金髪のギャスパーだが……結論から言えば、ギャスパーはスチュアート・ナイセルとは全くの別人だ。お前の勘が当たったってわけだ」

　手がかりを失う方向に勘が当たったことを喜べるはずもなく、アシュリーは眉を歪めた。

「八方塞がり、か。……死人の口からはさすがに情報は取れない」

　独ひとり言ごとのようにつぶやくアシュリーにランドルフは苦い顔をした。

「そうでもないぜ。ギャスパーが残ってる。ギャスパーは出頭した時にこれまでの悪事を洗いざらいしゃべって罪状を重くした。長く拘置所パニツクルームに入るために、ご丁てい寧ねいにジャックのやった悪事まで、な」

　ランドルフは一旦そこで言葉を切ると、少し逡しゆん巡じゆんしてから再び口を開いた。

「ギャスパーはルサカントでやったジャックの詐欺についてもしゃべっている。有ゆう閑かんマダムたちから巻き上げた金を持って逃げる途中、ジャックは協力者の男を殺し、埋めた。……そう供述した」

　ランドルフの言葉に報告書をめくるアシュリーの手の動きが速くなる。

　あるページで手を止めると、アシュリーはひどく真剣な目で該がい当とうする記述を読む。

　ジャックは詐欺を成功させると、その金を持ちガーデンベルグから離脱する。協力者だった男はその段になって、被害者に金を返すように言い始めた。ジャックと協力者は大いに揉め、そして口論の末、ジャックは協力者を刺殺した。そして、その遺体を埋めた。

　ジャックの昔からの詐欺仲間で、文書偽造が得意だったギャスパーが彼と合流したのは、その後だ。

「人を殺して山に埋めた。ほとぼりが冷めるまで国外に出るから協力して欲しい」と金を渡され、ギャスパーは貿易商の身分証を偽造し、商人仲間として出国したのだ。

　だが、ギャスパーとジャックは逃亡先でも大人しく息を潜ひそめていることはできなかった。持っていた金を使い、シチリダーノで新たな詐欺を手がける。しかし、運悪く被害者の中に地元マフィアの幹部の縁えん者じやがいたのだ。

　その後は、わかりやすい報復によりジャックは運河に浮かび、ギャスパーは命からがら警察署に飛び込むことになる。

　殺された協力者の男は金髪であった。ギャスパーの供述にはそうあった。

　ジャックの噓うそを誰よりも信じていたのは、協力者の男だった。彼は共同経営者として熱心に教育の重要さを婦人たちに説き、ジャックの詐欺に大いに貢こう献けんしていたのだ。

「スチュアートは……死んでいる、のか？」

　苦しげなアシュリーの声にランドルフが頷く。

「王都から程近い、ソーンドーンの森に埋めた。ギャスパーはジャックからそう聞いていたらしい」

　アシュリーは悼いたむように目を閉じ、じっとしていた。

　しばらくして再び目を開けると、アシュリーはいつものように皮肉げな笑みを浮かべ口を開く。

「お望みどおり、失踪は完遂して死亡保険金は支払われるな。本当に死亡なんだ、保険会社も文句はあるまい」

　皮肉を言うにはあまりにも悲しい声に、ランドルフはそっとアシュリーから目をそらした。
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　スチュアート・ナイセルの行方ゆくえについて新たな交こう霊れい会かいが開かれたのは、陰いん鬱うつな雨の降る晩ばん秋しゆうの寒い午後だった。

「今日は誠にありがとうございます。アシュリー様、よろしくお願いしますわね」

　ローレンスに先導され、小部屋に現れたイライサは優ゆう雅がに礼をする。彼女は以前よりも随ずい分ぶんと顔色がよくなっていた。明るい兆きざしを信じる、そんな気持ちを取り戻した彼女は期待に瞳を輝かがやかせ今回の交霊会に臨のぞんでいる。

「いえ、こちらこそ。お越こしいただきありがとうございます。マダム・ナイセル」

　アシュリーはイライサの健康的になった頰ほおに暗い目を向けた。夜会で微笑ほほえんでいた時よりも、ずっと美しい彼女の瞳。アシュリーはその輝きを複雑な気持ちで見ていた。

　アシュリーは強く奥歯を嚙かみ締しめてから、いつものように美しい微笑みを浮かべ交霊会を始める口上を述のべた。白しら々じらしい口上を聞くイライサはひどく真剣で、アシュリーの声は僅わずかに揺ゆれた。

「本日は霊の意思が表明されるテーブル・ターニングを行います。私の魔力とマダムのご主人を想う力を利用し、精霊に働きかけ会話を行う」

　机の上に置かれたウィジャボードには文字列や数字と共に、意味のわからぬ言語が書かれている。何が書かれているのかとイライサがまじまじと見つめていると、アシュリーは少し表情を和やわらげ説明した。

「こちらのボードに書かれているのは神聖言語エノク語です。天使との交霊を記しるしたロガエスの書もこの言語で記されています。これから交霊を行う相手は見張りの天使エグレーゴロイ。彼らは遍あまねく人々の行いを見つめ監視する。監視者ならば探し人の行方も知ることでしょう」

　解説が終わるとアシュリーはウィジャボードにプランシェットを載のせる。

「マダム・ナイセル、どうぞお手を」

　アシュリーの声に従ってイライサがおずおずと手を差し出し、滑なめらかな翡ひ翠すいでできた矢や尻じりのような形のプランシェットに指先を乗せると、アシュリーも同じように指先を乗せた。

　鉱物特有のひんやりとした手触りにイライサの指先が怯おびえるように震ふるえた。

「どうか、交霊の最中はこのプランシェットからお手を離すことのないように。精霊たちは無礼を嫌きらいます。彼らに礼を述べて帰還が完了するまでは、交霊からの途中離脱はできません。よろしいですか？」

　アシュリーの忠告にイライサは怖こわ々ごわと頷うなずく。彼女の同意を見届けると、アシュリーはすっと半眼となり、呪じゆ文もんを唱えた。

「来たりませ、来たりませ！　わが要よう請せいに応こたえてこの場に来たりし者たちに神の恩おん寵ちようあれ。全能の神、大いなる創造主の名みよう代だいとして汝なんじらに命めいず。来よ来よ、監視を命ぜられしエグレーゴロイ、誓ちかいに縛しばられし者たちよ、真実を述べよ」

　アシュリーの呪文に応えるように指先のプランシェットが小さく震える。イライサは緊張した面おも持もちで翡翠の碧みどり色を見つめていた。

「汝降り立ちし御お座ざは此こ処こなり、降り立ちたなら応えて示せ」

　緊張の高まりに応えるようプランシェットはゆっくりと動き出す。エノク語と呼ばれた言語の上を彷徨さまよったあと、文字列の上をすべっていく。

『我は来たり』

　意思とは関係なく文字列の上を勝手に動く翡翠にイライサは小さな悲鳴を上げた。

「手を離さぬように！　指先だけに集中してください」

　アシュリーが鋭く注意する。イライサの緊張はますます高まっていく。

「まずは汝の名を」

『シェムハザ』

　イライサの知らない名を指先がたどる。

「それではシェムハザよ、汝はここにおるイライサ・ナイセルの夫、スチュアート・ナイセルをご存知か？」

　アシュリーの問いに指先は「はい」に動く。

「それでは、彼スチュアート・ナイセルの生まれし日、身体的特徴を述べよ」

　するするとプランシェットはボードの上を滑すべり、スチュアートの生年月日、髪の色や目の色を答えていった。

　イライサが驚きよう愕がくの目で自分の指先を見ていると、アシュリーは小声で彼女に語りかけた。

「マダム、ナイセル氏のプロフィールに間違いはございませんか？」

「え、えぇ、……間違いございません」

　震える声で答えると、アシュリーは頷いて質問を続けた。

「それではシェムハザよ、汝を監視者と認め尋たずねる。スチュアート・ナイセルの現在の居所を知っているか、答えよ」

『はい』

　イライサは唇くちびるを震わせ、目を見開く。

「どこ！　どこにいるの!?　スチュアートはどこにいるの!!」

　イライサは叫ぶように問いかけると、プランシェットがぐるぐると勝手に動き一つの言葉を作る。

『森、森の中』

「……森って、どこの」

『ソーンドーン、森の中』

　動き回るプランシェットに指先を引っ張られながら、イライサは質問を続ける。

「も、森番でもしているの？」

『森の中、森の下、森の下』

「森の下って……どういう、こと？」

『森の下、土の下、眠る、土の下』

　指先がたどる言葉にアシュリーは慌あわててイライサを制して具体的に問い直す。

「眠るとは何だ？　どんな状態を意味する」

『魂たましい眠る、死、人の死』

　死という言葉にイライサはひゅっと音を立てて息を吸った。

「スチュアート・ナイセルは死んでいるのか？」

『はい、はい、はい、死んでいる、死んでいる』

　カタカタと震えるイライサの顔は青を通り越し白くなる。

　──まずいかもしれない。アシュリーは小さく舌打ちをした。

　緊張状態で一定の姿勢を保ち続けると筋肉が痙けい攣れんし、意思とは関係なく躰からだが動く「不ふ随ずい意い運動」が起こりやすい。それを利用することで、「勝手に手が動いている」状態を「精霊のお告げ」と勘かん違ちがいさせる。

　プランシェット自体はアシュリーが動かし答えを操っていたが、ここに来てイライサの意思が混じり出した。

　心の奥で思っていることが異常な状態によって引き出され、彼女の最も恐れている答えを彼女自身が答え始める。

　額ひたいに脂あぶら汗あせをにじませるイライサの指はアシュリーの制御を無視して動き出す。

『帰れなくてすまない、帰れなくてすまない、帰れなくてすまない』

　ブルブルと唇を震わせ歯を食い縛るイライサの指先は、恐ろしい速さでボードの上を踊おどる。

「あなた、あなた、あなた……どうして？　どうして？」

　蒼そう白はくな顔でつぶやき始めたイライサにアシュリーは帰還の呪文を唱える。

「この場になんの害も及ぼすことなく平へい穏おんのうちに退去せよ。召集されしときは常つねに出頭する準備をなすべし。帰り給たまえ、シェムハザ、汝のあるべき場に戻れ」

　大きな声で呪文を叫んでも、イライサの指はアシュリーの制止を振り切り勝手に動く。

『帰れなくてすまない、帰れなくてすまない、帰れなくてすまない』

「イヤよ！　そんなの嫌いや！　スチュアート、帰ってくるって言って！」

　イライサは泣きながら叫ぶが、指先は『帰れなくてすまない』と繰り返す。

　──まずい。

　アシュリーは強く指先に力を込め押さえつけるも、恐きよう慌こう状態になったイライサの力が勝る。アシュリーの合図にローレンスがイライサの腕を摑つかもうとした瞬しゆん間かん、指先は別の言葉を綴つづった。

『泣かないで、お嬢じよう様さま』

　その言葉にイライサは絶叫し、ようやくプランシェットから指を外した。

　彼女は悲痛な声を漏もらしながらその場に崩れ落ちる。ローレンスが慌てて支えると、彼女は呪のろうような目でアシュリーを睨にらんだ。

「……こんなの、噓うそよ」

　小さな声は憎ぞう悪おに満ちている。イライサの掠かすれた声にアシュリーはぐっと拳こぶしを握にぎった。

「世界を監視する天使の言葉です。そうそう疑ってはいけません」

「こんなのインチキよ！　あなたが勝手に動かしていたんだわ！　ねぇ、そうでしょ？　そうだと言って！」

　イライサの痛々しい糾きゆう弾だんにアシュリーは何も答えず目を閉じた。

「……ほら、ご覧らんなさい！　やっぱりインチキだったんでしょ！　ねぇ、本当は知ってるんでしょ？　スチュアートの居所を。ねぇ、いくら払えば教えてくれるの？　教えて、本当のことを教えて」

　縋すがるようなイライサの問いに、アシュリーは強く奥歯を嚙んだ後、強こわばった表情で答えた。

「マダム、貴方あなたの旦だん那な様さまはすでに亡くなっている。ソーンドーンの森の中に埋まっている」

　アシュリーの冷たい答えにイライサの顔は悲しみと怒りに大きく歪ゆがんだ。

「……噓つき、噓つき！　そんなに言うなら、彼の死体でも持ってきなさいよ！　……信じ、ない。あなたの言葉なんて信じないわ、この噓つき!!」

　呪じゆ詛そにも似た言葉を投げつけるイライサにアシュリーは反論もせずただじっと黙だまって頭を垂れていた。
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　ランドルフの報告の後、アシュリーは使い魔を多数派遣しソーンドーンの周辺に聞き込みをかけた。その結果、四年前、ちょうどジャックが王都を出た直後の時期に、赤毛の男に荷車を貸した農夫がいた。

　大金を払って農耕馬と荷車を借り、森に向かった赤毛の男のことを彼はよく覚えていた。赤毛の男は荷車に大きな絨じゆう毯たんを巻いたものや鍬くわなどの農機具を乗せ森に向かった。

「森の中にある珍めずらしい岩石を掘り出したい」と言った赤毛の男は、深夜近くに馬と荷車を返しに来た。彼は掘り出しに行ったはずの岩石を持っていなかった。

　スチュアートの生存を匂におわす情報は四年前に途と絶だえている。

　恐らく、ジャックはスチュアートを埋めたのだろう。荷車には絨毯で巻いた彼の遺体を乗せ、農耕馬に曳ひかせ森の中へ。そして森のどこかに彼を埋めた。

　集めた多くの情報が示す答えはそれだった。

　交霊会の後、イライサは屋敷に引き籠こもっている。ようやく歩み寄りを見せた父とも面会をせず、エリカの必死の呼びかけにも応じない。

　毎日のように訪ねるエリカに、執しつ事じは毎回深く頭を下げ謝罪した。

「何度も訪ねていただいているのに申し訳ございません」

　彼の謝罪にエリカは毎回力なく微笑み、帰っていく。

　帰り道、トボトボと歩きながらエリカはどうすればいいのかを考えていた。このままイライサが立ち直るのを待つ、そう思うたび自分の弱さに悔くやしくなる。

　立ち直るのを待つなんて噓だ。彼女の傷ついた姿と向き合うのが本当は怖いのだ。

　同時にエリカはアシュリーのことを考えていた。彼は、イライサに「スチュアートの死」を叩きつけた後も、必死にスチュアートの事件を調べていた。

　これ以上何を調べるというのだろう。エリカはアシュリーの考えていることがわからないままだ。




　エリカはスチュアートの事件の概がい要ようをエヴァに教えてもらっていた。

　教育事業を立ち上げようと奔ほん走そうしていたスチュアートに、ジャックという賛同者が現れた。彼はスチュアートの経営計画の甘さを指し摘てきし、効率のよい資金繰りを提案する。それが「共同出資」だった。スチュアートは彼の提案に乗り、教育への情熱を語り、懸けん命めいに出資者を募つのった。

　スチュアートがジャックの資金運用方法が詐さ欺ぎだと気づいたのは、ジャックが王都から逃げ出す寸前だったらしい。ジャックに一番騙だまされていたのは、スチュアート本人だったようだ。

　スチュアートは伯はく爵しやくから受けた資金とジャックから取り戻した出資金を合わせ、詐欺の被害者に弁済をしようとしていたらしい。彼は最さい期ごまで事業には向かない「お人好し」だった。

　エリカは大きな溜ため息いきをついて空を見上げた。冬が近づく曇どん天てんは重く湿しめった灰色、夜には雨になるだろう。暗い空のようにエリカの胸も閉へい塞そく感かんに覆おおわれていた。

　何をすれば、正しい答えに近づくのか。何も見えないままだった。




　屋や敷しきに着くと、ちょうどアシュリーの帰宅と鉢はち合あわせした。

　彼は寝不足とわかる黒い隈くまを目の下に作り、少し瘦こけた頰に険しい表情を浮かべローレンスに指示を出しながら歩いていく。

　黙もく礼れいをしたエリカには一いち瞥べつをくれただけで、そのまま書しよ斎さいへと向かっていった。

「……何よ、あんなにやつれちゃって」

　エリカはモヤモヤとした気持ちで小さくつぶやいた。

　死んでしまった事実だけでもイライサはあれほど傷ついた。これ以上の事実が彼女に必要だというのだろうか。

　事実は彼女を傷つけるだけで何の救いにもならなかった。そんなもののために身を細らせてまで藻も搔がくアシュリーは、何を目指しているのだろう。

　夕食もロクにとらず書しよ斎さいに籠こっているアシュリー。エリカは厨ちゆう房ぼうを借り、リゾットと野菜スープを作った。出来上がった料理をワゴンに載せ、自分でも説明し難がたい気持ちでアシュリーの書斎に向かった。

　書斎をノックすると、張はりのない声が返ってきた。ドアを開けると、顔色の悪いアシュリーが地図を広げ、何かを書き込んでいた。

「……あなた、少しは休んだらどうなのよ。食事もまともにとってないそうじゃない。そういうのちゃんとしないとトマスさんがうるさいんじゃないの？」

　つい憎にくまれ口を叩いてしまう自分に「嘆なげかわしい」と自省しながらも、エリカはニコリともできずにいる。

　そんなエリカをアシュリーはちらりと見たが、すぐ地図に目を戻し、計けい算さん尺じやくで何かを測っていた。

「あいにく君と遊んでいる時間はない、悪いがまた今度にしてくれたまえ。……出て行ってもらえるかな？」

　素そっ気けなく冷たい返事にエリカは怯ひるんだが、ギュッとワゴンの取っ手を握り応戦する。

「倒れたら元も子もないじゃない！　食事くらいちゃんととりなさいよ！」

　エリカは大声でそう言うと、有う無むを言わせず机の上に食事を並べた。

　冷たい目を向けるアシュリーはいかにも不ふ機き嫌げんな顔になったが、エリカは彼を見ないようにした。彼の煩わずらわしそうな顔を見たらわけもなく泣いてしまいそうだった。

　エリカが食事を並べ終えると、アシュリーは聞えよがしに大きな溜息をつき、意地悪く笑った。

「トマスかエヴァ、どちらの差し金だか知らないが、迷惑なんだよ。君もこんなことに付き合わなくていいから」

　アシュリーのぞんざいな言い様にエリカの目の奥は熱くなった。

「私がアンタのこと心配しちゃいけないの!?　目の下に隈まで作ってバッカみたい！　大人なんだから自分で健康管理くらいしなさいよ！」

　大きな声でそう言うと、なぜだかとても悔しくてエリカは涙なみだぐんでいた。大声を出すと、それまで溜たまっていた胸のモヤモヤが一気に爆ばく発はつしてしまう。

「大体、何で今いま更さらスチュアートさんの事件掘り返したりするのよ！　そんなの調べて誰だれが喜ぶのよ。イライサ様だって伯爵だってハリントンさんだって、誰も喜ばないじゃない。これ以上、あの事件を掘り返してどうするのよ？　アンタがそんなになってまでやる価値があるっていうの？」

　涙ぐんで必死に問うエリカにアシュリーは苦く笑った。

「誰も喜ばなくたって、俺は自分が納得するまでやる」

　珍しく気取った言い方をしないアシュリーにエリカは少し驚おどろいて彼を見る。

「俺はこんな形で終わらせることに納得できない。イライサはスチュアートの死を受け入れないまま、伯爵もハリントンも自分の引き起こした結果を直視しないまま、誰も現実を受け入れないまま、俺が手がけた事件が終わるのは、俺自身が納得できない」

　涙ぐんだままアシュリーを見上げるエリカにアシュリーは僅かに微笑むと、大人しく食事の席に着いた。

「今日の軽食はえらく粗あらい出来上がりだな」

　アシュリーの言葉にエリカはムッとし頰を膨ふくらませる。

「粗くて悪かったわね！　見た目はアレかもしれないけど、子供たちはめちゃめちゃ美お味いしいって言ってくれてたんだから！」

「……君が作ったのか、それは失しつ敬けい。プロと比ひ較かくしたりして悪かったね」

「アンタ黙って食べることできないの？　悪いと思うならとっとと食べればいいじゃない」

　エリカがぷりぷりと怒りながらお茶を淹いれると、アシュリーはおかしそうに笑ってようやくリゾットを一口食べた。

「あぁ、本当だ。見た目はアレだが味は悪くない」

　アシュリーの言葉にエリカがますます頰を膨らませると、彼は楽しそうに笑って食事を始めた。




　アシュリーが食後のお茶を飲む頃、エリカはポツリと零こぼした。

「私に手伝えることってありますか？」

　イライサとの面会もままならない自分に出番などないことはわかっていたが、聞かずにはいられなかった。

　このまま蚊か帳やの外でいれば、自分は後のち々のちひどく後こう悔かいする、そのことはエリカにもわかっていた。

　エリカの申し出を聞いたアシュリーはじっと紅茶の水面みなもを見つめ、しばらく考え込んでいた。

　間の悪い沈黙にエリカが自分の発言を撤てつ回かいしようか迷っていると、アシュリーはようやく口を開いた。

「そうだ、君にしかできないことがある……」

　アシュリーはそう言うと、本ほん棚だなの一部をいじる。すると本棚は低い音をたてゆっくりと開き、隠かくし金庫らしき小さな扉とびらが現れた。彼は袖そで口ぐちのカフスボタンを外し、鍵かぎ穴あならしき場所に押し込んだ。すると扉は小さな音を立て開かい錠じようする。アシュリーは扉を開けると何かを取り出し、また扉を閉め、元の本棚に戻した。

　呆あつ気けにとられるエリカにアシュリーは今になって「他言無用」と言うと、改めてエリカに向き直る。

「荷車の幅はばから森に入れるルートをいろいろ割り出してみたが、数が多すぎて絞しぼり込めない。森全体を掘り返すわけにもいかない。そこで君の出番だ」

　アシュリーはエリカに手を差し出した。アシュリーの手には美しく宝石で装そう飾しよくのされた鍵があった。

「これはゲーティアの鍵、もしくは鎖さ骨こつと呼ばれるものだ。……さぁ、手を出してみろ」

　そう言ってアシュリーはエリカに手を出させ、掌てのひらの上に鍵を載せた。

「──ッあ！」

　鍵が触れた瞬間、異様な熱を感じたがそれは一瞬で、その後は何も感じなかった。エリカは不ふ思し議ぎに思い、鍵を手に取ってじっと見てみた。

　金でできた鍵には色とりどりの宝石が象ぞう嵌がんされ、頭ヘツドの部分には一ひと際きわ大きな赤い宝石がはめ込まれていた。

「……綺き麗れい」

　思わずつぶやくと、アシュリーは緊張した面持ちでエリカと鍵を見つめた。

「それは、グリフィス・ゲーティアが使っていたという魔法具の一つだ。魔力を増ぞう幅ふくさせ、魔法の威い力りよくを上げる、鍵の形をした武器の一つ」

　武器という単語にエリカがたじろぎ鍵を手放そうとすると、アシュリーはその手を上から包むように握る。

「怖がらなくてもいい。武器とは言葉の綾あやだ。これは魔力を高める助けをする。──これを使って、君にはスチュアートの遺体の場所を探して欲しい」

「──えっ？」

　手を握られたまま、ひどく真剣な表情のアシュリーの顔を見上げる。冗じよう談だんを言っている、そんな顔には到底思えない、彼は本気だ。

　エリカは戸惑いのまま彼の顔を見ていた。アシュリーは縋るようにエリカに語りかける。

「君が魔法を嫌っているのは重々承知している。しかし、今は可能性のあることはすべて試したいんだ。君の魔法も可能性の一つとして試したい」

　アシュリーの申し出にエリカは反射的に拒きよ絶ぜつする。

「イヤよ！　私は魔女なんかじゃない。そんなことできない」

　怯えた顔になったエリカの手をアシュリーは鍵ごと強く握った。

「できないじゃない、やってみるんだ。やってみてから、できるできないを決めればいい。やらないうちからできないとか言うな」

　半なかば脅おどしのようにアシュリーは強く言うと、顔を青あお褪ざめさせたエリカは首を横に振る。

「……やだ、そんなのできない……したくない。大きな力は悪い魔法使いを呼ぶの……怖い魔法使いが攫さらいに来るの!!」

　エリカは子供のように怖がり、何度も首を横に振った。魔法や魔術にこれ以上近づきたくない、自分が「異い端たん」であることを認識したくない。

　エリカは自分の手を握るアシュリーの手の温度にも恐れ、嫌々と繰り返しつぶやく。

「今、君にはイライサを救う術すべがあるかもしれない。それを知っていながら、その可能性を葬ほうむることは彼女を見捨てることと同じなんだよ」

　アシュリーの言葉にエリカの肩まゆがびくりと跳はねる。

「彼女はスチュアートの死体を見ないことには事実を受け入れられない。スチュアートの死を認めない限り、彼女はあの屋敷で彼の帰りを待ち続ける。夫の死を受け入れないことには彼女の人生はあそこで止まったままだ。彼女はあのまま朽くちていく。それでいいのかよ!?　それが君の大好きな神様が言う正しい道なのかよ!?」

　強い口く調ちようでそう言うと、アシュリーは握ったエリカの手をそのまま引き寄せ、自分の額に押し当て懇こん願がんした。

「お願いだ。勝手なのはわかってる、それでも俺は後悔したくない。可能性を残したままできなかったなんて言いたくないんだ。……怖いなら、俺が守る。君の嫌いな魔法使いから俺が守るから」
















　目を閉じ祈るように懇願するアシュリーに、エリカは何も言えずただじっと彼の手の熱だけを感じていた。

　彼は今、ちゃんと本心を言っている。エリカに魔法なんかがなくても、それはわかるような気がした。

「……じゃあ、約束して、私を悪い魔法使いから守るって、必ず守るって約束して！　今度は裏切らないって、私に誓ってよ」

　エリカの震える声にアシュリーは頷くと、エリカの指先にキスをした。

「誓うよ、君を悪い魔法使いから絶対に守る」

　アシュリーは目を閉じ宣誓すると敬けい虔けんな祈りを込め、今度は手の甲こうに唇を落とす。

　エリカはじっとアシュリーを見上げ、彼の誓いを若草色の瞳に焼きつけた。




「その……リゾット、ありがとう」

「あぁ、……うん、いいの……大したものじゃないし……」

　アシュリーは少しだけ頰を染め礼を言い、エリカもモタモタと返事をして書斎を出た。

　彼の書斎から自室に向かい廊ろう下かを歩くエリカの足は次第に速くなっていき、部屋に入る頃にはほぼ走っていた。

　飛び込むように自室に入ったエリカは、すぐさまベッドに潜もぐり込んで毛布を被り、ジタバタと一人で暴れる。

「何やってるの何やってるの何やってるのよ～～～～～!!」

　じわじわと込み上げる恥はずかしさにエリカは「ひぃィィィ～」と奇き妙みような叫びを上げのたうち回った。

「完全に流されて、完全に雰ふん囲い気きに流されて！　そう、雰囲気に流されたから!!」

　真っ赤な顔で誰にともなく弁解をする。アシュリーが口付けた左手が奇妙に熱くて、その手で何度も枕まくらを叩いた。

　アシュリーのことを毛嫌いしているのに、アシュリーの誓いを嬉うれしいと思う自分がいた。自分でも理解し難い情動に、エリカの心しん拍ぱく数すうはこれ以上ないほど上がる。

　誓いのキスを受けた左手を見つめ、自分は彼とすでに口付けをしていたことに今更気づき、ますます体温が上がり「ヒィィィヤぁぁぁぁ～」とまた叫ぶ。

「ち、違うもん！　絶対そういうのじゃないもんっ!!」

　ひとしきりベッドの中で叫んでから、エリカはようやく左手に握ったままの「鍵」の存在を思い出す。

「……叫んでる場合じゃないよ、こっちこっち……」

　エリカは自分に言い聞かせ、本題に戻った。

　改めて「鍵」を観察する。掌にすっぽりと収まる小さな鍵は金でできており、ルビー、サファイア、エメラルド、ダイヤと、細かな宝石が螺ら旋せんのような紋もん様ようを描き象嵌されている。そして、ヘッド部分の一際大きな赤い石は一見ルビーのようにも見えたが、ルビーよりももっと暗い紅あかで、不思議な輝きを持つ石だった。

　宝飾品に詳しくないエリカの感想は「綺麗」と「高そう」ぐらいしかなく、何か特別な部分を見み出いだすことはできなかった。

　高価なものを持ち慣れないエリカにとって、金と宝石という高価この上ない「鍵」を渡されたことはかなりのストレスだ。

「こんな高そうな鍵、部屋にあるだけでも緊張する……これがどこかのドアの鍵だったら、怖いわ」

　エリカはもう一度鍵を眺ながめ、この鍵をアシュリーが「鎖骨」とも呼んでいたことを思い出す。

「骨にも見えないけど……寓ぐう意い的てきな意味がある、とかなのかしら……」

　創世記では神は最初に作った男の肋ろつ骨こつから女を作ったとあるが……。エリカは鍵とも鎖骨とも言えないソレを見つめ溜息をついた。

「突然こんなもの渡されても……使い方もわからないし、ねぇ」

　とりあえず「鍵」を両手で握り締め、祈ってみたが何の変化もなく、先ほどのアシュリーとの会話がちらつく雑念ばかりな状態だった。




　それから三日、エリカは祈りながら鍵を額に押し当ててみたり、唸うなってみたり、頭に乗せてみたり……様々なことを試してみたが遺体の場所どころか、何かのイメージが浮かぶこともなく、大きな溜息をつくばかりだった。

「ダメだ……全然ダメ。なんにも思いつかないし……」

　エリカは伸のびをしてから行ぎよう儀ぎ悪くソファーに寝転び鍵を眺める。三日間、自分でも飽きるくらいに繰り返した動作だった。

　エリカは小さな鍵に語りかける。

「ねぇ、私は本当は魔女なんかじゃないんでしょ？　だから何も見えないのよね」

　鍵が返事をするわけもなく、エリカは苦笑してから目を閉じた。

　アシュリーに押し切られたとはいえ、最終的には協力に合意したのだ。なるべくならばアシュリーの望むように透とう視しを成功させたいが、心のどこかで「力」が自分にはないことを未いまだに願っている。

　自分が特別な存在だなんて考えてもいなかった。「特別になりたいと思ったことはない」とは言わないが、こんな形で特別になりたくはなかった。

　目を開け、鍵を見つめる。何度見てもただの宝飾品にしか見えない。

　エリカは暗い気持ちで時間を確認し、力を振り絞ってソファーから起き上がった。




　いつものように何度も呼よび鈴りんを鳴らし、エリカはイライサの名を呼ぶ。

「イライサ様！　私です、エリカです！　ここを開けてください、少しでいいからお話しさせてください！」

　日課となったナイセル邸てい訪問は今日も不発に終わるようだ。

　項うな垂だれていたエリカがふと二階の窓を見上げると、イライサはカーテンの陰に隠れてこちらを見つめていた。

「イライサ様……」

　エリカがつぶやくと、彼女はさっとカーテンを閉め、また姿を隠した。

　アシュリーの言ったとおり、イライサはスチュアートの死を受け入れられず、それどころか屋敷の外の世界すべてを拒絶している。

　外からの情報を遮しや断だんし、「何も知らない」状態を作ってまで停てい滞たいにしがみつくイライサを現実と向き合わせることが果たしてよいことなのか、エリカは判断がつかなくなってきた。

「どうしたら一番いいのか、わからない」

　悲しくつぶやくと、いつもの執事がエリカのもとにやってきて申し訳なさそうに頭を下げた。

「毎日来ていただいているのに、申し訳ありません」

「いえ、こちらこそ。毎日お騒がせして申し訳ないです」

　二人は互たがいに謝あやまり、顔を見合わせ苦笑した。

「……ご心配をおかけしていますが、毎日食事もとっておりますし、通いの家政婦もおります。大丈夫ですよ」

　彼の報告にエリカは一応の安心をし、胸を撫なで下ろす。そんなエリカに執事は柔やわらかに微笑んだ。

　優しそうな彼の顔を見ていると、エリカは今の迷いを相談してもいいような気がした。

　彼ならば答えてくれる、確信めいたものを感じて、胸の内を語ってみた。

「こうして毎日イライサ様にお声がけするのって迷惑でしょうか？　私がやろうとしていることはイライサ様のためになるんでしょうか？　イライサ様はどうしたら幸せになるのか私にはわからないのに……先に進むことは正しいかもしれないけど……それはイライサ様の救いになるのか、私にはわからないのに」

　エリカの苦しい問いに執事の彼は悲しく笑う。

「……私にもわかりません。けれど私も彼女の幸せを祈っています」

　彼はそう言うと俯うつむくエリカの頭をそっと撫でた。

「ありがとう、あなたは優しい人ですね」

　柔らかに撫でる彼の手はとても優しく、ひんやりとしていた。

「……私は優しくなんかありません。臆おく病びようで、傷つきたくないから『正解』ばかりを求めて……正しいって言われる行動なら、誰も私を責めないでしょ？　そんな保身ばかり考えているの」

　多分自分を責めたりしないだろう執事の彼に、こうして本心を吐と露ろすることも臆病な自分の保身だ。

　それを心のどこかで自覚しながら、エリカは胸の内を明かす。

「……私は、スチュアートさんが帰ってきて、また二人で仲良く暮らす。それしか考えてなかったから……スチュアートさんが帰ってこられなくなった時のことなんて考えてなかった。──いいえ違うわ、考えたくなかったから……」

　言い訳にも似た自分の言葉に、交霊会で見た伯爵とハリントンを思い出した。

　彼らも彼らなりにイライサの幸せを祈っていたのだ。そんな彼らを糾弾した自分の言葉が、今になって自分に返ってくる。

「スチュアートさんの死が優しく届くことなんてないわ。必ずイライサ様は傷つく。でも、イライサ様に幸せになってもらいたいの、ちゃんと生きていってほしいの」

　目の奥が熱い。エリカはあふれそうな涙を奥歯を嚙んで耐える。

　誰かの幸せを願うことがこれほど難しいとエリカは知らなかった。ただ幸せを祈っていた無責任な過去の自分を歯がゆく思う。

「……スチュアートさんは何を思っていたのかしら。彼ならイライサ様のどんな幸せを祈るのかしら」

　エリカの小さなつぶやきに執事の彼は悲しい目をして微笑んだ。

「……やっぱり、あなたは優しい人ですよ」

　彼はもう一度エリカの頭を撫で、イライサの部屋の窓を見上げていた。




　その夜、夢を見た。

　暗く寂さびしい森の中をエリカは一人歩いていく。枯かれた下草を踏みしめ森の奥を目指す。植物特有の湿った青い香りの中、ある場所を目指し、ただひたすら前に進む。

　──早く、早く雪が降る前に

　落葉した大きな楡にれ、楓かえでのなめらかな肌、苔こけに覆われた楢ならの倒木、樅もみの木の黒い影。

　美しく、そして暗い木々の間をくぐり抜け、菩ぼ提だい樹じゆの枝を探す。

　──待っていて、待っていて、必ず迎えに行くわ

　刺いら草くさを払う手に無数の傷を作り、小枝にスカートを引き裂さかれても、菩提樹を目指す。

　息を切らし、無数の小さな痛みに耐え、そうしてたどりついた菩提樹の下には「彼」が待っていた。

「ただいま」

　待っていたはずの「彼」はそう言って悲しく笑った。

「おかえりなさい」

　迎えに行ったはずの彼女は泣きながら笑った。

　エリカは叫びながらベッドから飛び起きる。

　匂いも苦しさも、痛みまである夢。それは果たして夢なのか。肩で息をするエリカの顔は涙で濡ぬれていた。

　夜道をさまよう彼女を、いつも照らしていた月。彼女は真っ暗な空を見上げ、月が消えたと泣いていた。

　しかし、月は消えたりしない。

　厚い雲の上から、ずっと彼女を照らしていた。例え、その光が届かずとも──

「……どうして、私はわからなかったの」

　涙を拭ぬぐい自問するつぶやきにエリカは力なく笑った。
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　エリカはアシュリーの部屋のドアを激しく叩く。

「早く起きて！　今すぐ起きて！　迎えに行かなくちゃ、雪が降る前に！」

　寝起きで機嫌の悪そうな顔をしたアシュリーは、エリカのただならぬ様子に顔色を変えた。

「ねぇ、今すぐ森に連れていって！　雪が降る前に、帰らなければいけないの！　ただいまを言わなくちゃいけないの！」

　要よう領りようを得えない訴うつたえをするエリカにアシュリーはたじろいたが、それは一瞬で、すぐに冷静な顔を取り戻す。

「場所がわかったのか？」

「森の奥、菩提樹の下、……きっと彼が案内してくれる」

　エリカの答えにアシュリーは疑いもせず頷くと、トマスとエヴァを呼ぶ。

「ソーンドーンの森に行く。馬車と作業員の手配を。ランドルフにも連絡を。途中からでも立ち会いをするように言っておけ」

　まもなく用意された馬車に乗ると、先にイライサの屋敷に行くよう、エリカは言う。

　エリカの指示どおり、馬車は一旦イライサの屋敷に向かった。馬車が屋敷に着くなりエリカは飛び降り、猛もう然ぜんと玄関のドアを叩き大声でイライサを呼んだ。

「イライサ様！　イライサ様!!　急いで出かける支し度たくをして！　森に行くの、森の奥で待ってるから！　早く迎えに行かなきゃ、雪が降る前に！」

　あまりの必死の叫びに、イライサは少しだけドアを開ける。僅かに開いたドアの隙すき間まにエリカは靴くつ先さきをねじ込み、こじ開けながら、また叫ぶ。

「イライサ様、早く出てきて！　一いつ緒しよに行くの、菩提樹の下で待ってるから！　早く『ただいま』って言わせてあげて！」

　涙声で叫ぶエリカの必死さに押され、イライサはようやくドアを開けた。




　四人乗りの馬車の中、ソーンドーンの森を目指す人々は一様に押し黙り、誰も何もしゃべらない。

　背を伸ばし確信に満ちた表情のエリカは青い顔のイライサの隣となりの空いた席を見て、時とき折おり微笑み頷いている。

　奇妙な沈黙にアシュリーは息苦しくなり、隣に座るエリカを肘ひじでつついた。

「おい、さっきからどうしたんだ？」

　小声で尋ねると、エリカは悲しみを混ぜた顔でアシュリーに微笑む。

「もう、ずっと傍そばにいたのにね」

　答えになっていない返答にアシュリーは首を傾かしげたが、エリカは気にした様子もなく、ソーンドーンの森のある方向を見ていた。

　森に着くと、エリカは躊躇ためらうことなく森の中を進んでいく。慌てて後を追うアシュリーたちを時折振り返り、迷うことなく森の奥へと分け入る。

「もう少しゆっくり歩け、マダム・ナイセルがついてこれない」

　アシュリーの忠告にエリカはやっと気づいたように歩を止める。

「私は、大丈夫です。お気になさらず……」

　ヨロヨロと危なっかしい足取りで獣けもの道みちを進むイライサに、エリカは微笑みかける。

「もうすぐですよ、もうすぐ……」

　エリカは熱に浮かされた目でそう言った。

　まるでガイドの後ろを歩むように、エリカは辺りを見回すこともなく進んでいく。

「落葉した大きな楡、楓のなめらかな肌、苔に覆われた楢の倒木、樅の木の黒い影。……菩提樹の枝が見えればもう少し」

　エリカは歌うようにつぶやきながら、前だけを向いて森を進んだ。

　三十分ほど進んだ頃、大きな菩提樹が見えた。

「あの菩提樹の下で待ってるわ、……心は傍にいたから、これで一緒になれる」

　いつもよりもぼんやりとしたエリカの声にアシュリーは眉を寄せたが、エリカは気にも止めず、ついてきていた作業員に菩提樹の下を掘るように指示をしていた。

「よかったね、これで『ただいま』って言える」

　エリカは誰もいない木こ陰かげに話しかけていた。

　イライサは青い顔のまま作業員たちが土を掘り返すのを見ている。

　大人の膝ひざほど地面を掘ると、作業員たちが何かを見つけたと騒ぎ出した。

「旦那、絨毯が埋まってますよ」

　アシュリーはその言葉に眉をきつく寄せた。イライサは小さな悲鳴を上げその場に崩れ落ちるとエリカがその背を摩さする。

「そこまででいい、後は警察が掘り返す」

　アシュリーは作業員たちに作業の中断を命じた。

　そんな会話をしていると、ようやくランドルフたちが追いついてくる。

「遅かったじゃないか。……あとは警察の立ち会いの元で確認ってとこまで、お膳ぜん立だてしておいたぞ」

　アシュリーは警察官を引き連れてきた黒い外がい套とうのランドルフに菩提樹の下を指し示した。

　早速ランドルフは掘った穴をのぞき込み顔を顰めると、連れてきた警察官たちに慎しん重ちように掘り出すよう指示を出す。

　絨毯の塊かたまりが穴から引き上げられた頃、その冬初めての雪が降りだした。

　静かに雪が舞い落ちる中、警察官たちは慌ただしく動く。慎重に絨毯を開けた警察官の一人が「綺麗に残ってる方だな」とつぶやいた。

　そのつぶやきに、イライサは大声を上げ絨毯に駆かけ寄った。

　変わり果てた姿になっていたが、それは確かに「彼」だった。僅かに残った金の髪とあの日と同じ服に、イライサは「彼」の名を叫び泣き伏ふした。

　イライサの叫び声にエリカの肩はびくりと震え、急に辺りを見回す。

　突然挙きよ動どうの変わったエリカにアシュリーが駆け寄ると、彼女は状況が理解できないのか、小動物のように周辺を窺うかがい怯えている。

「……これ、夢じゃないよね？　まだ私は起きてないの？」

　エリカの震える声にアシュリーは顔を強ばらせ、彼女の背をそっとなでる。

「とりあえず、私は起きている。夢の中ではない」

　アシュリーの答えにエリカは悲しい目をして、菩提樹の周りの騒ぎを見つめる。

「じゃあ、イライサ様が泣いてるのも、夢じゃないんだね」

「……あぁ、現実だ」

　苦しい彼女の声にアシュリーが頷くと、エリカの目からポロポロと涙が零れだした。

「私、こんな力、いらない……」

　俯くエリカは背を丸める。

「ねぇ、結局、私がしたことって意味あるの？　あんなにイライサ様泣いてて……魔法で生き返らせることができるわけでもないのに……こんなの、意味ない」

　アシュリーはエリカの髪を何度も撫でた。

「意味ならある。……少なくとも私は救われた。有う耶や無む耶やなまま事を終わらせ後悔する、そんな結果は回避できた。だから、君のしたことに意味はあったんだ」

　アシュリーの勝手な言葉にエリカは少し笑い頷いた。

「あなた、本当に勝手ね……。でも、それなら、よかった」

　自分が救ったという男を見上げ、エリカはようやく涙を拭く。

　エリカは改めて泣いているイライサを見た。彼女は泥どろだらけの絨毯に取り縋るようにして泣いている。忙しく立ち回る警察官の中、一人の男だけが慰なぐさめるようにイライサに寄り添っていた。

「……あなたがスチュアートさんだったんだね」

　エリカはイライサの背に向かい語りかけた。誰もいない空間に話しかけるエリカにアシュリーは顔を強ばらせたが、エリカは気にもせず一点を見ていた。

　エリカの目には確かに見えていたのだ。泣いているイライサの背を金髪の背の高い男が撫でている。彼はエリカの視線に気づくといつものように穏やかに微笑み、礼をする。

『いつもお嬢様がお世話になっております』

　いつも屋敷にいた執事の彼はそう笑うと、寂しく目を伏せた。

『お世話ついでに、もう少しお世話になれませんか？』

　彼はエリカに向かって右手を差し出す。

『どうか、彼女にこれを』

　そう訴える彼にエリカは頷き、イライサの傍に寄り添った。

「イライサ様。手を出して」

「な、何……？」

　エリカは泣いているイライサの手を取ると、彼に向かって差し出す。

「～っ、一体何を!?」

　突然のエリカの奇行にイライサが声を荒あららげるが、エリカは真剣な顔で一点を見ていた。

「イライサ様、おかえりを言ってあげて」

「何を仰おつしやって──」

「いいから、言ってあげて！」

　エリカのひどく真剣な声に押され、イライサは弱々しく口を開いた。

「……おかえりなさい」

『ただいま、イライサ』

　エリカはイライサの手を動かしスチュアートの手に触れ合わせる。

　──お願い、私に力があるのなら、二人に伝えて、祈いのりを届けて！

　エリカは目を閉じ強く祈った。互いの幸せを祈っていた二人に救いと安らぎが訪れるように、強く、強く祈る。

　イライサの手を摑むエリカの手に柔らかな熱が集まる。その熱はイライサを通りスチュアートと重ねられた掌を包んだ。

「──っ、あぁ」

　イライサは小さく叫ぶと目を見開き自分の掌を見た。

　掌の上には、いつの間にか飴あめが載せられていた。スチュアートが子供たちに与えていたものと同じ黄色い包み紙の小さな飴玉。

「……スチュアート、……おかえりなさい」

　イライサは小さな飴玉を大事そうに押し抱き、笑い、そうして静かに涙を零した。

　エリカが見ていたのは、ここまでだ。彼女は「よかった」と小さくつぶやくとそのまま失神した。崩れ落ちるエリカの躰をアシュリーが慌てて支える。

「……無から、有を……一体どうやって……」

　凄すさまじい奇跡を目まの当たりにしたアシュリーは、腕の中で目を閉じる少女の顔を見た。

　物理法則をまるで無視した「御み業わざ」を行った張本人は、小さな寝息を漏らし眠っていた。
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　王都が雪で白く染まる頃、ようやく身辺が落ち着いたイライサは、礼を兼かねてアシュリーの屋や敷しきを訪おとずれた。

　スチュアートの死亡が認定され、支払われた保険金は、イライサの望みで詐さ欺ぎ事件での被害者たちに分配された。

　イライサの選択を、伯はく爵しやくもハリントンも反対しなかった。

　それは、スチュアートが最後まで望んだ贖しよく罪ざいの形だと、三人とも理解しているようだ。

　アシュリーとは別にエリカとも面会した彼女は以前よりも穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべている。

「エリカさんには大変お世話になりました。おかげで生きる上でのいろいろな選択肢が増えたわ」

　そう言って笑う彼女は、作りたての名めい刺しを渡す。

「今度から、マナー講師をすることにしたの。エリカさんとレッスンしてマナー教育に需じゆ要ようがあるってわかったから」

　名刺には新しい住所が書かれていた。

「あの屋敷は手放したわ、思い出がありすぎるのも辛つらいもの。今度は一人で住むのにちょうどいい大きさの部屋を借りることにしたのよ」

　そう言って笑うイライサはまだ喪も服ふくのままだったが、さっぱりとした美しい笑顔を浮かべ、ちゃんと前を見ていた。

「今度はね、社交界の花なんかじゃなくて、ちゃんと根を張って自分で咲く花を目指すわ」

　イライサの笑顔にエリカも微笑む。

「私、その方が好きです。日の中に咲く花の方が、イライサ様には似合います」

　その答えにイライサは嬉うれしそうに頷うなずき、手持ちぶさたな様子でエリカの隣となりに立っていたアシュリーにも微笑みかける。

「アシュリー様、あなたにも感かん謝しやを。ありがとうございます。あなたにお頼たよりして本当によかった」

　かつての社交界の花は美しく一礼すると、アシュリーも一礼を返し跪ひざまずき、敬愛を表して彼女の手の甲こうに口付けた。

「レディ・イライサ、貴方あなたに幸福が訪れることをお祈いのりしております」

　忠誠を誓ちかう騎き士しのようにアシュリーが目を閉じると、イライサは「レディ」として彼の敬愛に微笑みを返した。




　イライサの帰りをアシュリーと並び一いつ緒しよに見送り、エリカは少し悪いた戯ずらっぽく微笑む。

「ねぇ、あなた、イライサ様のこと好きだったんでしょ」

　エリカの言葉にアシュリーは不ふ機き嫌げんな顔になる。何も答えないアシュリーにエリカは意地悪に言う。

「イライサ様、スッゴク素す敵てきだもんね。イライサ様もあなたのことデビュタントの頃からワルツ上手だったって、褒ほめてたわよ」

　エリカの攻撃にアシュリーは鼻で笑うと、いつものように嫌いや味みを返す。

「あぁ、彼女は本物のレディだからね。その本物のレディにせっかく教授していただいたのに君は相変わらず、生意気な子こ猿ざるのままなことが残念でならないよ」

「あら、それは残念。私もイライサ様に習った立りつ派ぱな紳しん士しへの対応を、紳士とは思えないあなたにできなくて残念よ」

「フンッ、立派な紳士が礼を尽つくすのは、それに見合ったレディだけだ。君が気高い本物のレディならば、いくらでも跪くよ」

　エリカはアシュリーの物言いに鼻はな白じろんだが、すぐに楽しそうに笑いだす。

「お元気そうで、何よりだわ」

「君もね」

　アシュリーは目元を柔やわらかくして、エリカの笑顔を見つめていた。

「……いい加減、私のこともちゃんと呼んだらどうだ」

「……何のことよ？」

　少し言い淀よどんだ彼に、エリカが首を傾かしげると何な故ぜかアシュリーは頰ほおを赤らめた。

「な、名前だ！　君はいつまでも『ゲティングスさん』だの『あなた』だの……他の奴らの名はちゃんと呼べるのに、どうして私の名をまともに呼べない!?」

　ひどく怒った顔で喚わめくアシュリーに、エリカはますます首を傾げた。

「その呼び方のどこがいけないの？」

「いけないに決まっている！　私の名は『アシュリー』だ!!」

　そう叫ぶとアシュリーの顔はますます赤くなった。アシュリーの赤くなった顔に何故かエリカの顔も赤くなる。

「なんで、そんなことにこだわるのよ」

　ぶつぶつと文句を言いながらも、エリカは赤い顔のまま彼の名を呼んでみた。

「……ア、アシュ、……アシュリー、さん」

　自分の声で発せられた彼の名前に、意味もなく恥はずかしくなり、エリカは赤い顔を誤ご魔ま化かすように俯うつむいた。

「今度からそう呼ぶように」

　アシュリーは耳まで真っ赤にしながら、勝ち誇ほこった顔で笑っていた。




　窓の外では雪がまた舞い始める。もうすぐ訪れる降こう誕たん祭さいの夜が誰だれにとっても暖かであるよう、エリカは赤い顔のまま祈った。
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　朝の支し度たくはいつも悩ましい。

　今日のスケジュールを確認し、服を並べて腕組みする。

「午前はエリカ様とお茶をして、その後アッシュのつき添そいでソールズベリー伯爵のお屋敷に挨あい拶さつ……、あの伯爵女好きですからね、こちらの方が要求が通りやすいかな」

　執しつ事じのお仕し着きせと仕立てたばかりの落ち着いたブルーブラックのドレスを眺ながめ、う～んと悩んでから、手を伸のばしドレスを取った。

「ま、こちらの方がいいでしょう。ドレス姿だと、エリカ様もよく懐なついてくれますし」

　妖あやしい微笑みを浮かべ、手早くドレスに着替えて髪をまとめ、化け粧しようをすませた。

「さて、まずはあのボンクラを叩き起こしますか……」

　そう言ってにやりと笑うと、主あるじの寝室と続きになっている執事控ひかえ室を出た。

　こうして、「エヴァ」ことエヴァン・ローレンスの一日は始まる。








おわり












[image: ]










　初めましての方もそうでない方もこんにちは。群むら竹たけくれはと申します。

　このたびは本書「うたう魔ま術じゆつ師しの自由学術リベラル・アーツ　隠れ月を探して」を手にとってくださり誠まことにありがとうございます。

　まず、ご指し導どうだけでなくくだらない趣しゆ味みのお話にまで付き合ってくださった担当様、エリカが可か愛わいすぎて私が焦あせるほど素す敵てきなイラストを描いてくださった椎しい名な咲さ月つき先生、編集部の皆みな様さまはじめ、この本に携たずさわってくださった多くの皆様、応援してくださった方々、本当にありがとうございます。




　そして、前巻同様にあとがきから先に読む派の方はごめんなさい。ここからネタバレになります。

　このお話では魔術や魔法といった単語が出てきますが、それらしい現象はほとんどありません。すべて何らかのトリックを使ったインチキで構こう成せいされております。ペテン師であるアシュリーさんになり代わり、その解説を。




　第四章でカッセルズ伯はく爵しやくとハリントンさんを招いて行った交こう霊れい会かいのトリックは、本文中で種明かしをしましたが、あれはカードマジックの初歩中の初歩です。

　いかに相手を誤ご解かいさせるか、がキモなのです。技術よりも途と中ちゆうの話術が重要です。

　カードの細さい工くさえうまくできれば比ひ較かく的てき簡単にできるマジックなので、宴会芸や余よ興きようなどにお試しください。

　第五章のイライサとの二度目の交霊会で行ったものは、所謂いわゆる「コックリさん」というやつです。

　諸しよ説せつありますが、元々コックリさんは十九世紀初頭にヨーロッパで流行した「テーブル・ターニング」という降こう霊れい術じゆつが起き源げんとされています。

　テーブル・ターニング自体はヨーロッパで十五世紀には行われていた記述もあり、古くからある怪しいお遊びの一つであったようです。

　テーブル・ターニングの真しん偽ぎは別として、このお話ではインチキとして扱っております。

　人は一定の姿勢を維い持じしていると筋肉の疲ひ労ろうが早く進み痙けい攣れんしてしまう不覚筋動という現象が起きます。

　また、交霊会という緊きん張ちようは大きなストレスとなり、自分の意識とは関係のない動きをしてしまう振しん戦せんなどの不ふ随ずい意い運動を引き起こしやすいです。緊張でガタガタと震えてしまう、なんてことはよくありますよね。

　自分の意い志しとは関係なく体が動く、そう言った異常な状態は暗示にかかりやすい状態でもあります。そこで「天使のお告つげである」という暗示をかけ、実じつ際さいはアシュリーが動かしているプランシェットがイライサさんには勝手に動いているように思い込んでしまうのです。

　思い込んでしまえば、もう疑うたがうことはできません。

　イライサさんは自分の中にある思いを「天使のお告げ」として答えるのですから、必ずお告げは当たっている、ということになってしまうのです。




　長々と書きましたが、私の経験上「どんな人でも騙だまされるときがある」と思います。

　だからこそ、このお話を書くに至いたったわけです。

　現代の日本でも、アシュリーさんのようなペテン師や詐さ欺ぎの手口は身近に潜ひそんでいます。

　どうか、皆様どうかお気をつけください。




　それでは、また皆様にお会いできることを願っております。


群竹くれは










著者

群竹くれは

Kureha Muratake




年々、自分に必要だと思うものが少なくなっていきます。国内であれば、携帯と財布さえあればいい、と思うくらいです。

しかし、いつも使う鞄の中は常にものがいっぱいです。使いそうに無い物ばかり入っていて、大半がゴミです。

ビニール紐とガムテープ、はさみにカッターナイフ。職務質問に注意、としか言えません。










イラスト

椎名咲月

Satsuki Shiina




真っ直ぐなエリカと素直じゃないアシュリー二人のこれからが気になります…！　といいつつ、一番のお気に入りはエヴァさんだったり^^

楽しくお仕事させていただきありがとうございました！




twitter: @satsukisheena

http://homepage2.nifty.com/~shee/
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